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特集 改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

岡山県立瀬戸高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

農業　青森県立三本木農業高校　佐々木秀幸

化学　東京都立清瀬高校　岩渕　寛
　
指導変革の軌跡

大分県立大分豊府中学校・高校
沖縄県立久米島高校
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情熱教師 F i l e 15

今月の表紙　北海道・私立札幌第一高校　津田将
ま さ

史
し

先生

生 徒 と 紡 ぐ

津田将史先生　教職歴７年。同校
に赴任して７年目。進路指導・選
抜対策部副部長。２学年担任。

北海道・私立札幌第一高校　全日制／普通科／共学／１学年 約 400 人／ 2019 年度入試
合格実績（現浪計）国公立大は、北海道大、東北大、京都大、大阪大、札幌医科大など
に 213 人が合格。私立大は、上智大、東京理科大、早稲田大などに延べ 730 人が合格。

しなやかな心で
　　　先生の授業は、２年生の「物理」からペースが
断然速くなりましたよね。小テストも毎回あるので、
以前にも増して緊張感を持つようになりました。
　　　席が成績で決まるから気が抜けない！　ただ、
入試に向けてはそうであるのがよいと思っています。
　　　みんな、授業を変えた私の意図を受け止めて、
「物理」を選択した覚悟を持ててきたようだね。
　　　授業は難しいけれど、先生の「物理基礎」の授
業で物理の面白さに目覚め、物理のことをもっと知り
たいと思って、今の授業に臨んでいます。
　　　私は、１年生の文理選択の時、先生に何度も相
談し、締め切り後に無理を言って理系に変更して「物理」
を選んだので、志望校合格に向けて頑張り抜きたいです。
　　　最終的に、自分のやりたいことに向き合い、人
生に責任を持とうと覚悟を決めた姿に感動したよ。
　　　入学直後の集会で先生が話されていた「しなや
かマインドセット」＊がずっと心にあったんです。何事
も前向きに捉えるその考え方に最初は否定的でしたが、
本気で将来に向き合って考えたら、まだ勉強を始めて
もいないのに諦めては駄目だと思うようになりました。

　　　先生の言葉には力があるよね。私が難関大学へ
の挑戦を決めたものの自信を持てずにいた時、「授業内
容は最低限として、より高みを目指そう。その力はある
から」と先生に言葉をかけてもらい、勇気が湧きました。
　　　私も先生から「学習習慣が定着して、模擬試験
の結果も好調だから、生活リズムが整ったらもっと上
をねらえるよ」と言われて、今も頑張れています。
　　　私は逆に、先生に自分が勉強をおろそかにして
いた科目をずばっと指摘されて、苦手から逃げていた
自分を見つめ直すことができました。
　　　褒められて伸びる人、厳しく言われて頑張る人
と、様々だからね。みんなにはまだまだ力が秘められて
いるのだから、自分に負けずに前に進めるよう後押し
していくよ。
　　　実は、先生に提案があって、超難問に取り組む
グループワークをしたいんです。物理の強者ぞろいだ
から、いろいろな考えが出てきて楽しそうと思って。
　　　先生も同じことを考えていて、単元の最後に行お
うと計画中なんだ。みんなの志望校の入試問題から、
議論が盛り上がるような超難問を出すよ。期待していて！

生徒

先生

先生

先生

生徒 生徒

生徒

先生

生徒

＊ アメリカのスタンフォード大学で発達心理学を教えるキャロル・S・ドゥエックが提唱する Growth Mindset のこと。

生徒

生徒

生徒
生徒

はこれまで小規模校に何度か赴任し、学年全

クラスの国語の授業を受け持つことも度々あ

りました。そのため、恥ずかしながら、自分の力で生

徒全員の希望進路を実現させるという意識を強く

持っていた時期がありました。生徒が自己の課題に向

き合わないと、希望進路は実現しません。そこで、目

標や課題を明確にし、生徒を希望進路に挑戦させよ

うと、「目標−現状＝課題だ」と言い続けました。

　自分が頑張れば合格実績につながると、指導に自

信を持ち始めた頃に赴任したのが、県トップの進学

校である本校でした。当然ながら、それまでとは異

なり、自分の力だけで生徒全員を指導するには、人

数的にも教科的にも限界がありました。志望校に進

学できずに涙を流す生徒を目の前にして、自分はど

うすべきだったのかを問い直した時、課題を抱え込

みすぎたこと、もっと周りの先生方と話をしなけれ

ばならなかったことに気づきました。私自身が、現

状認識が甘く、課題に向き合えていなかったのです。

い経験を経たからこそ、自戒を込めつつ、担任・

進路指導主事・学年主任という立場に応じて、

生徒には「目標−現状＝課題」を強く意識して話す

ようになりました。加えて、それが行事や部活動な

どにあてはまることも、事あるごとに伝えています。

　最近では、目標が、達成できたらよい「最高目標」

なのか、絶対達成したい「最低目標」なのかも意識

させています。今年の文化祭では、私が学年主任を

務める１学年で、多くのクラスの出し物が全校順位

で上位に入賞しました。ただ、その大半が計画的に

準備を進められず、最後に何とか完成させたもので

した。そこで私は、学年集会で、「目標は全校１位で

はなかったのか。この結果に満足してよいのか」と

生徒に尋ねました。そして、「目標への考え方は、大

学入試でも同じ。君たちの力なら、入試直前からで

も本気で勉強すれば、どこかの大学に入れるかもしれ

ない。でも、それは、本当に目指していた目標なの

か。譲れない目標を考え、現状と課題を把握し、日々

を過ごしてほしい」と話しました。

徒は未来の宝であり、だからこそ、泣く生徒

をつくらないというのは、常に胸にある目標

です。１人でその目標は達成できません。先生方、

特に学年団と、個々の進路行事や学校行事が目指す

目標について話しています。それが明確にならない

と、生徒が行事を通してどう成長したのか、生徒も

教師も振り返りができませんし、学校の取り組みも

本来の理念を失い、簡単に形骸化してしまいます。

伝統の精神すら、ただのかけ声に堕してしまう可能

性があります。目標を共有し、課題をチームで明確に

持って生徒を育てる雰囲気が、学年団、学校全体に

醸成される。それが、新たな目標でもあります。

　ある講演会で、「目標−現状＝課題」の重要性を講

師が強調していました。また、県内外の先生方と話

す機会に、言葉は違えど似た考えを持つ先生方にた

くさん教えていただき、勇気づけられました。伝え

たい内容や込める思いが言葉の中で深化していくよ

うに、これからも生徒や同僚と一緒に成長していき

たいと思います。

No. 015
秋田県立秋田高校

土門高士先生
どもん・たかし

◎教職歴２２年。同校に赴任し１０年目。２年
間の進路指導主事を経て、現在１学年主任。
国語科担当。高教研国語東北大会（２０１２
年）授業公開・全国大会（２０１８年）研究発表。
秋田県高体連サッカー専門部総務委員長。
東北１００人会（東北地区進学学習会）幹事。

秋田県立秋田高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年約 270 人／ 2019 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、北海道大、
東北大、秋田大、東京大、京都大などに 238 人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京理科大、早稲田大などに延べ 251 人が合格。
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改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

２年生２学期　ポートフォリオ

 26 農業
	 	 青森県立三

さ ん

本
ぼん

木
ぎ

農業高校　佐々木秀幸
	 	 データや新聞記事を活用したグループ討論で、
	 	 地域や農業の課題に向き合う志を高める

 30 化学
	 	 東京都立清瀬高校　岩渕　寛
	 	 生徒主体の実験を通して、
	 	 協働しながら問題を解決し、事象の理解を深める力を育む

 34 大分県立大分豊
ほう

府
ふ

中学校・高校
	 	 多様な資質・能力の育成
	 	 「世界標準の学力」の育成に向け、
	 	 中・高の教師が目線を合わせた指導改善を推進

 38 沖縄県立久
く め

米島
じま

高校
	 	 地域と連携した学校づくり
	 	 「選ばれる学校」を目指し、
	 	 学校と地域が一丸となって魅力ある教育活動を実現

 4 イントロダクション─教師と生徒の未来トーク─
	 	 変化する社会に向けて私たちは今、何をどのように学ぶのか
 6 課題整理
	 	 Society 5.0にかかわる各種提言はどんな方向に向かっているのか
 10 先進事例
	 	 文理分断したカリキュラムを転換し、生徒の学びを広げ、高めていく
  11 先進事例 1　埼玉県・国立筑波大学附属坂

さか

戸
ど

高校
	 	 	 国内外のフィールドワークを軸としたカリキュラムで、国際社会の一員としての自覚を持たせる
  14 先進事例 2　長野県飯田OIDE長

お さ ひ め

姫高校
	 	 	 地域に出て、地域を教材にして学ぶ「地域人教育」で、社会を形成する力を育む　

 18 座談会
	 	 Society 5.0時代を学校現場はどう捉えるか
  大谷大学　文学部　教授　荒

あら

瀬
せ

克
かつ

己
み

／東北大学大学院　情報科学研究科　教授　堀
ほり

田
た

龍也／
	 	 ベネッセコーポレーション　学校カンパニー　営業本部長　吉野隆弘
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好機か、脅威か
◎新学習指導要領の告示以来、教
育再生実行会議や文部科学省、経
済産業省等から、次なる教育のあ
り方が相次いで発信されています。
それらに共通するキーワードの１つ
が「Society 5.0」という未来社会
の姿です。そこでは、高度化した人
工知能等によって新たなビジネスや
サービスが生み出され、劇的に便利
で快適な生活になると言われていま
す。一方で、人間の仕事が機械に
奪われるといった不安を持つ人も少
なくありません。新しい社会の到来
を学校はどう捉えればよいのか。本
特集を材料に、先生方、生徒同士
で考えてみるのはいかがでしょうか。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今月の表紙メッセージ

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「目標−現状＝課題」
	 	 秋田県立秋田高校　土

ど

門
も ん

高
た か

士
し

巻末

68

VIEW’S REPORT
	 56	 次期学習指導要領に向けた埼玉県の取り組み
	 	 多様な資質・能力の育成を目指す
	 	 指導と評価の確立に小・中・高合同で取り組む
	 60	 国際シンポジウム「教育を科学する─エビデンスやデータで考える、
	 	 2030年の教育の姿─」開催
	 	 エビデンスやデータを基にした教育改革の推進が必要

56

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

22
 22 岡山県立瀬戸高校
	 	 地域連携を重視した「総合的な学習の時間」を中心に、
	 	 イノベーターを育てる教育活動の実現を目指す

Society 5.0─高校教育のこれから─

これからの会議・研修のあり方、つくり方
	 	 実践者に聞く！　
	 	 茨城県・私立明秀学園日立高校
	 	 丁寧な準備と進行で、校内会議に対話の文化を醸成

52

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 48 東北芸術工科大学　デザイン工学部　
	 	 コミュニティデザイン学科	
	 	 地域を元気にする仕組みや人のつながりをデザインする力を育成
	 50 デジタルハリウッド大学　
	 	 デジタルコミュニケーション学部　
	 	 デジタルコンテンツ学科
	 	 １年次からデジタル領域を横断して学び、未来を生き抜く力を身につける

48

学校を飛び出し、学びを巡る　高校教師study-tour

	 	 通信制高校の授業
	 	 好きなこと、苦手なことを認め合い、個に応じた学びを深める

46
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特集

Society 5.0
2016年１月に閣議決定された「第５期科学技術基本計画」の中で、

狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、
工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、目指すべき新たな社会の姿として

「超スマート社会＝ Society 5.0」が提唱された。教育再生実行会議や文部科学省、経済産業省などの
各所から Society 5.0 にかかわる発信がされているが、Society 5.0 とは具体的にはどのような社会で、

これからの高校教育にどのような影響をもたらすのだろうか。
今号では、Society 5.0 と高校教育にかかわる情報について整理した上で、

学校現場は新しい社会の到来をどのように捉えていく必要があるのかを考えていく。

高校教育のこれから

先端技術の
進歩によって

大きく変化する社会を、
高校教師や高校生は

どう考える？

イントロダクション	 教師と生徒の未来トーク	 P.4

課題整理	 Society 5.0にかかわる各種提言はどんな方向に向かっているのか	 P.6

先進事例	 埼玉県・国立筑波大学附属坂
さ か

戸
ど

高校／長野県飯田OIDE長
お さ ひ め

姫高校	 P.10

座談会	 Society 5.0時代を学校現場はどう捉えるか	 P.18
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2016年

2017年

2018年

2019年

「第５期科学技術基本計画」閣議決定
＊第２章（２）「世界に先駆けた『超スマート社会』の実現（Society 5.0）」で「Society 5.0」について言及

1月　「未来の教室」と
EdTech 研究会　開始

６月　「第１次提言」公表

６月　「未来の教室」と
EdTech 研究会 第２次提言

「『未来の教室』ビジョン」公表

４月　「新しい時代の初等中等
教育の在り方について」諮問

６月　諮問を受けて
「新しい時代の初等中等教育
の在り方特別部会」開始

12 月　Society 5.0 に向けた人材育
成に係る大臣懇談会 開始

６月　Society 5.0 に向けた人材育成
に係る大臣懇談会

「Society 5.0 に向けた人材育成～ 社
会が変わる、学びが変わる ～」公表

11月　「新時代の学びを支える
先端技術のフル活用に向けて～
柴山・学びの革新プラン～」公表

３月　柴山・学びの革新プランを
踏まえた「新時代の学びを支える
先端技術活用推進方策（中間ま
とめ）」公表

６月　「新時代の学びを支える先
端技術活用推進方策（最終まと
め）」公表

４月　リーディング・プロジェクトの
事業化「WWL（ワールド・ワイド・ラー
ニング）コンソーシアム構築支援事
業」開始（採択機関の公表）

「地域との協働による高等学校教
育改革推進事業」開始（指定校
の公表）

文部科学省

経済産業省

中央教育審議会

教育再生実行会議

８月　教育再生実行会
議ワーキング・グルー
プ開始

１月　「第十 一次 提言
中間報告」公表

５月　「技 術の進 展に
応じた教育の革新、新
時 代 に 対 応した高 等
学校改革について（第
十一次提言）」公表

Society 5.0にかかわる各所からの発信

新しい時代に必要となる資質・能力の育成

高大接続改革

中央教育審議会による
新学習指導要領に

かかる答申

「大学入学共通テスト」
実施方針の策定・公表／

試行調査
（プレテスト）実施

新学習指導要領・告示

各大学の2021年度
入学者選抜方法等の

予告・公表

「大学入学共通テスト」
試行調査

（プレテスト）実施

「高校生のための学び
の基礎診断」の実施

開始

「大学入学共通テスト」
実施大綱の策定・

公表

岡山県立和
わ

気
け

閑
しず

谷
たに

高校の皆さんに
「Society 5.0と高校での学び」について
語り合っていただきました！

3  August  2019
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香
山
　
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
を
あ
ら

ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
る

Society 5.0

と
呼
ば
れ
る
社
会
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
す
か
。

妹
尾
　
農
作
業
が
楽
に
な
っ
た
り
、
遠
隔

医
療
が
普
及
し
た
り
と
、
便
利
に
な
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
が
、
機
械

に
任
せ
て
大
丈
夫
か
な
と
不
安
な
部
分
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
朝
起
き
て
冷
蔵
庫
に

話
し
か
け
た
ら
、
自
分
の
体
調
な
ど
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
基
に
、
お
勧
め
の
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
く
れ
る
よ
う
な
未
来

の
生
活
に
は
、や
は
り
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

恵
美
　
以
前
、
母
が
、「
私
が
20
代
の
頃

の
携
帯
電
話
は
、
肩
に
か
け
て
持
ち
歩
く

く
ら
い
大
き
か
っ
た
の
よ
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
で
も
、
今
は
薄
く
小
型
化
し

て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
の
先
さ
ら
に
ど
ん
な

ふ
う
に
進
化
す
る
の
か
楽
し
み
で
す
！

井
上
　
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
Ａ
Ｉ

な
ど
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
時
、
自
分
の

役
割
を
見
つ
け
ら
れ
る
人
と
、
見
つ
け
ら

れ
な
い
人
に
分
か
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

妹
尾
　
独
創
的
な
発
想
を
し
た
り
、
様
々

イントロダクション ─教師と生徒の未来トーク─

岡山県立和気閑谷高校

Society 5.0で実現する社会
岡山県立和気閑谷高校 ２年生
妹尾駿一　せのお・しゅんいち

岡山県立和気閑谷高校 １年生
井上健太　いのうえ・けんた

岡山県立和気閑谷高校 ２年生
太田美羽　おおた・みわ

岡山県立和気閑谷高校 １年生
恵美まりん　えみ・まりん

岡山県立和気閑谷高校
校長

香山真一　

こうやま・しんいち

教職歴 38 年。
同校に赴任して７年目。

◎1670 年、岡山藩主・池田光
政が開校した閑谷学校をルー
ツとし、日本で最も長い歴史と
伝統を誇る。探究学習として「閑
谷學（しずたにがく）」を実施
し、生徒はフィールドワークを
通して地域の活性化に取り組
む。2019 年より文部科学省の
地域協働推進校（地域魅力化
型）の指定を受ける。

◎設立　1670（寛文10）年
◎形態　全日制／普通科、キャリア探求科／
共学　
◎生徒数　１学年約120人
◎２０１９年度進路実績（現役のみ）　４年制大
学は、尾道市立大、大阪商業大、くらしき作
陽大、就実大、ノートルダム清心女子大、広
島修道大などに22 人が進学。短大、専門学
校進学 52 人。就職 35人。
◎ URL　http://www.wakesizu.okayama-c.ed.jp/

これまでの社会

これまでの社会

これからの社会

これからの社会

地域の課題や高齢者のニーズなどに
十分対応できない

年齢や障がいなどによる、労働や行
動範囲の制約

イノベーションにより、
様々なニーズに
対応できる社会

ロボットや
自動走行車などの技術で、
人の可能性が
広がる社会

Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
く
て
、

人
間
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
は
？

変化する社会に向けて私たちは今、
何をどのように学ぶのか
Society 5.0 に向けたこれからの教育のあり方の検討が進められている。

今後、高校で学ぶ生徒たちは、変化の激しい社会を生き抜くために、何をどのように学ぶべきなのか。
中央教育審議会「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ」のメンバーでもある

岡山県立和
わ

気
け

閑
しず

谷
たに

高校の香
こう

山
やま

真一校長が生徒たちと語り合った。

4 August  2019

0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 4頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
08/02
山本憲 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P04-05_view21koukou-8g.indd   4 19/08/02   15:47



な
考
え
を
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
、
自

分
の
考
え
を
つ
く
る
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
で
は

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
う
し

た
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
職
業
は
こ
の
先
も

残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
僕
が
残
り
そ

う
だ
な
と
思
う
職
業
は
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
教
師
で
す
。
和
気
閑
谷
高
校
の
先
生

た
ち
は
、
生
徒
の
能
力
や
個
性
に
合
わ
せ

て
教
え
方
を
変
え
た
り
、
勉
強
の
仕
方
を

教
え
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。

太
田
　
保
育
士
や
幼
稚
園
の
先
生
の
仕
事

も
Ａ
Ｉ
に
は
奪
わ
れ
な
い
気
が
し
ま
す
。

子
ど
も
は
、
時
に
大
人
が
想
像
も
し
な
い

行
動
を
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
想
定
外
な

状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
仕
事
は
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。

妹
尾
　「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
て
し
ま

う
」
と
心
配
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
人

間
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
仕
事
っ
て
何
だ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

香
山
　Society 5.0

の
到
来
を
考
え
た

時
、私
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
に
「
対

話
の
時
間
」
を
増
や
し
、
人
間
ら
し
い
学

び
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
特
に
、
教
師
と
生
徒
、
生
徒

同
士
が
「
あ
な
た
は
こ
こ
を
よ
く
頑
張
っ

た
ね
」
と
語
り
合
い
、
認
め
合
う
時
間
で

す
。
Ａ
Ｉ
は
、
何
に
、
ど
れ
だ
け
取
り
組

ん
だ
の
か
は
評
価
で
き
ま
す
が
、
ど
ん
な

思
い
で
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
、
挑
戦
を
し

た
の
か
は
、
人
間
に
し
か
評
価
で
き
ま
せ

ん
。
本
校
の
三
者
面
談
で
は
、
生
徒
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
、
自
分
の
成
長

を
担
任
、
保
護
者
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
す
が
、
そ
れ
も
対
話
し
、
認
め
合

う
力
を
育
む
時
間
な
の
で
す
。

井
上
　
先
生
や
家
族
の
前
で
自
分
の
考
え

を
述
べ
る
こ
と
で
、
自
分
を
深
く
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
も
、
将
来
仕
事

で
き
っ
と
役
立
ち
ま
す
よ
ね
。

太
田
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
授
業
で
調

べ
も
の
を
す
る
時
や
、
探
究
学
習
「
閑
谷

學
」
で
の
成
果
を
学
校
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で

公
開
す
る
時
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
そ

う
し
た
先
端
技
術
を
活
用
す
る
力
も
も
っ

と
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

恵
美
　
自
分
の
考
え
を
自
分
な
り
の
言
葉

に
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
先
端
技
術
な
ど
を

使
っ
て
多
く
の
人
に
効
果
的
に
伝
え
る
こ

と
、
そ
の
両
方
が
こ
れ
か
ら
は
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

妹
尾
　
学
校
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
人
間
性
や
社
会
性
を

磨
く
場
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
授
業
で

も
、僕
ら
は
教
科
書
の
内
容
だ
け
で
な
く
、

教
科
書
の
内
容
を
通
し
て
さ
ら
に
ほ
か
の

こ
と
を
学
ん
で
い
る
気
が
し
ま
す
。

香
山
　
先
生
た
ち
と
は
、「
教
科
書
の
内

容
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
社
会

や
人
間
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
な
授
業
に

し
ま
し
ょ
う
」と
よ
く
話
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な

り
の
課
題
を
発
見
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
探
究
的
な
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
い
く
ら
先

端
技
術
が
進
歩
し
て
も
、
誰
も
が
「
自
分

は
幸
せ
だ
」
と
心
か
ら
思
え
る
未
来
を
描

き
、
つ
く
る
こ
と
は
、
私
た
ち
人
間
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
で
は
、
皆
に
未
来

を
つ
く
る
力
を
育
む
教
育
を
行
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。

探究学習「閑谷學」の成果を発表する生徒。答えが
１つとは限らないテーマについて考え、自分の考えを
語ることで未来をつくるために必要な力が育まれる。

Society 5.0で実現する社会＊内閣府「Society 5.0『科学技術イノベーションが拓く新たな社会』
説明資料」を基に編集部が作成。

これまでの社会

これまでの社会

これからの社会

これからの社会

知識・情報の共有、連携が不十分

必 要 な 情 報 の 探 索・分 析 が 負 担 
リテラシー（活用能力）が必要

IoT ですべての人と
モノがつながり、
新たな価値が
生まれる社会

AI により、
必要な情報が
必要な時に
提供される社会

対
話
し
、
認
め
合
う
力
を

高
校
の
授
業
で
育
む
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文
部
科
学
省
で
は
、
２
０
１
７
年
11
月

か
らSociety 5.0

時
代
に
必
要
な
資
質
・

能
力
と
求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い
て
の
議

論
が
始
ま
り
、
同
年
12
月
か
ら
「Society 

5.0

に
向
け
た
人
材
育
成
に
係
る
大
臣
懇

談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
18
年
６
月
に
は

そ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、Society 

5.0

に
お
け
る
学
び
の
あ
り
方
や
求
め
る

人
材
像
、
今
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性

等
が
ま
と
め
ら
れ
た
（
図
１
）。
そ
こ
で

は
、
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
て
定
型
的
な
仕
事
を

担
う
た
め
、
人
間
に
は
、
現
実
世
界
に
合

わ
せ
た
意
味
づ
け
を
し
た
り
、
板
挟
み
や

想
定
外
と
向
き
合
っ
た
り
、
責
任
を
持
っ

て
遂
行
し
た
り
と
い
っ
た
、「
人
間
の
強

み
」
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、Society 5.0
に
お
け

る
学
校
の
あ
り
方
と
し
て
、
生
徒
の
個
別

の
学
び
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
や
、
異
年

齢
・
異
学
年
集
団
で
の
協
働
学
習
、
地
域

や
家
庭
な
ど
と
の
連
携
が
予
想
さ
れ
て
い

る
（
図
２
）。

　Society 5.0

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要

な
資
質
・
能
力
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
合
致
す
る

も
の
だ
。
ま
た
、
Ｐ
．３
の
「Society 5.0

に
か
か
わ
る
各
所
か
ら
の
発
信
」
で
示
し

た
通
り
、
文
部
科
学
省
だ
け
で
な
く
、
経

済
産
業
省
、そ
し
て
政
府
与
党
な
ど
で
も
、

技
術
革
新
を
伴
う
新
し
い
時
代
に
求
め
ら

れ
る
教
育
に
つ
い
て
の
議
論
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
。
19
年
５
月
に
は
、
安
倍
内

閣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
教
育
再
生
実

行
会
議
に
お
い
て
も
、Society 5.0

や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
、
活
躍
で
き
る
人

材
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、「
技
術
の
進

展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
」
及
び
「
新
時

代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

（
P.
８
図
３
）。
今
後
、
中
央
教
育
審
議
会

（
以
下
、
中
教
審
）
等
で
制
度
化
に
向
け

た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
田

村
真
一
参
事
官
（
高
等
学
校
担
当
）
は
、

Society 5.0

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
政

策
の
方
向
性
（
図
１
下
段
右
側
）
の
１
つ

で
、
特
に
高
校
教
育
に
か
か
わ
る
も
の
と

し
て
、文
理
分
断
か
ら
の
脱
却
を
挙
げ
た
。

そ
れ
を
具
体
化
す
る
先
駆
的
な
取
り
組

み
と
し
て
「Society 5.0

に
向
け
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
触
れ
、

文
理
両
方
を
学
ぶ
高
大
接
続
改
革
や
地
域

人
材
の
育
成
の
推
進
を
掲
げ
た
。

　「
高
校
生
の
７
割
が
学
ぶ
普
通
科
で
は
、

大
学
入
試
に
合
わ
せ
て
多
く
の
生
徒
が
２

年
生
以
降
、
文
系
・
理
系
に
分
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
教
科
を
勉
強
す
る
だ
け

で
は
、Society 5.0

で
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
は
育
ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
様
々
な

学
問
分
野
に
お
い
て
必
要
と
な
る
、
数
学

や
理
科
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
基
礎
的

分
野
を
必
履
修
と
す
る
新
学
習
指
導
要
領

を
確
実
に
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
微
分

方
程
式
や
線
形
代
数
と
い
っ
た
よ
り
高
度

な
内
容
を
学
び
た
い
生
徒
の
た
め
の
条
件

整
備
な
ど
を
行
い
、
文
理
両
方
を
学
ぶ
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
度

か
つ
多
様
な
内
容
を
、
個
人
の
興
味
・
特

性
等
に
応
じ
て
履
修
可
能
と
す
る
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
ス
を
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル

ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
し
て
創
設
す
る
こ
と
な
ど
は
そ

課題整理

＊プロフィールは2019年 6月時点のものです。

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

企
画
官
（
併
・
学
び
の
先
端
技
術

活
用
推
進
室
長
）

桐
生

　崇
　

き
り
ゅ
う
・
た
か
し

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

参
事
官
（
高
等
学
校
担
当
）

田
村
真
一

た
む
ら
・
し
ん
い
ち

Society 5.0

に
対
応
す
る

学
校
の
あ
り
方
の
議
論
が
続
く

ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く

特
色
あ
る
教
育
が
求
め
ら
れ
る

Society 5.0にかかわる各種提言は
どんな方向に向かっているのか

IoT（Internet of Things）、ロボット、人工知能（ＡＩ）等の新たな技術を産業や社会生活に取り入れて、
新たな価値が生み出される Society 5.0。少子化や過疎化といった課題を克服し、持続可能な社会の創出に

貢献する人材を育成するため、高校現場には今、何が求められるのか。文部科学省初等中等教育局に話を聞いた。
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Society 5.0 の学校のあり方と
して示された学校 ver.3.0 で
は、人間としての強みを発揮
できる学校集団の中で、生徒
が自身の学力や興味・関心に
応じて「個別最適化」された「学
び」を展開する学校像が描か
れている。

＊文部科学省「Society 5.0 に向けた人材育成〜社会が変わる、学びが変わる〜」を基に編集部で作成。

■ Society 5.0の社会像

■ Society 5.0における学びのあり方、求められる人材像／ Society 5.0に向けて取り組むべき政策の方向性

＊文部科学省「Society 5.0 に
向けた人材育成〜社会が変わる、
学びが変わる〜」よりそのまま掲
載。

ＡＩ技術の発達

学びのあり方
の変革

【すべての学びの段階】
• 基盤的な学力を確実に定着させながら、他者と協働しつつ自ら考え抜く自立

した学びが不十分。

Ⅰ「公正に個別最適化され
た学び」を実現する多様
な学習の機会と場の提供

日本の課題 人間の強み

定型的業務や数値的に表現可能な業務は、ＡＩ技術により代替が可能に
産業の変化、働き方の変化

ＡＩに関する研究開発に人材が不足、少子高齢化、 つ
ながりの希薄化、自然体験の機会の減少

現実世界を理解し意味づけできる感性、倫理観、 板挟みや
想定外と向き合い調整する力、責任を持って遂行する力

共通して
求められる
力の育成

【小・中学校】
• OECD/PISA でも高い到達水準。
• 他方で、家庭環境、情報環境の変化の中で、文章や情報の意味を理解し思考する読解

力に課題との指摘。
• 貧困の連鎖を断ち切り、すべての子どもたちに Society 5.0 時代に求められる基礎的な

力を確実に習得させる必要。

Ⅱ 基礎的読解力、数学的
思考力などの基盤的な
学力や情報活用能力を
すべての児童・生徒が
習得

求められる人材像、 
学びのあり方 現状・課題等

取り組むべき政策の
方向性

新たな社会
を牽引する
人材の育成

【高等学校】
• 普通科７割（８０万人）・専門学科等３割（３０万人）。
• 普通科は文系７割（５０万人）といった実態があり、多くの生徒は第 2 学年以降、文系・

理系に分かれ、特定の教科については十分に学習しない傾向。
※例えば普通科全体のうち「物理」履修者は２割（１４万人）

• 学年にとらわれない多様な学び（高等教育機関や産業界等との連携）の可能性。

【高等学校卒業から社会人】
• 四年制大学は、人・社系５割（３０万人）、理工系２割（１２万人）、保健系１割、教育・芸

術系等２割。
　※諸外国は、理工系にドイツ約４割、フィンランド・韓国等約３割。
• 教育におけるＳＴＥＡＭやデザイン思考の必要性。

※ STEAM ＝ Science, Technology, Engineering, Art, Mathematics

Ⅲ 文理分断からの脱却

⇒リーディング・プロジェクト
（先駆的な取り組みとして）

・文理両方を学ぶ高大接続
改革：ＷＷＬ（ワールド・ワ
イド・ラーニング）コンソー
シアムの創設

・地域の良さを学びコミュニ
ティーを支える人材の育
成：地域との協働による高
等学校教育改革の推進

Society 5.0の社会像・求められる人材像、学びのあり方と取り組むべき政策の方向性図１

Society 5.0に向けた学校 ver.3.0図２
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大
き
な
可
能
性
が
あ
る
」
と
語
る
。

　「
遠
隔
技
術
を
活
用
し
た
大
学
や
海
外

と
の
連
携
授
業
、
意
見
・
回
答
の
即
時
共

有
を
通
じ
た
効
果
的
な
協
働
学
習
な
ど
、

先
端
技
術
の
活
用
で
生
徒
の
学
び
は
豊
か

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定
型
的
作
業
を
Ａ

Ｉ
に
任
せ
る
こ
と
で
、
先
生
方
の
業
務
負

担
も
軽
減
さ
れ
、
教
師
で
は
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
に
よ
り
時
間
を
か
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
桐
生
企
画
官
）

　
２
０
２
０
年
代
に
は
、
教
育
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
活
用
も
進
む
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
土
台
に
な
る
の
が
、
教
育
デ
ー
タ
の

標
準
化
だ
。
学
習
内
容
と
教
材
に
共
通
の

コ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
る
と
、
生
徒
が
学
習

で
つ
ま
ず
い
た
時
な
ど
に
、
関
連
教
材
な

ど
が
瞬
時
に
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。

　「
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
に
よ
っ

て
、『
こ
こ
で
つ
ま
ず
く
時
は
、
こ
の
単

元
が
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が

多
い
』
な
ど
と
、
こ
れ
ま
で
ベ
テ
ラ
ン
の

教
師
の
知
見
で
あ
っ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
が

可
視
化
さ
れ
、
多
く
の
先
生
方
の
共
有
知

に
な
る
で
し
ょ
う
」（
桐
生
企
画
官
）

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
も
進
む
。
国
立
情

報
学
研
究
所
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
、
希

望
す
る
初
等
中
等
教
育
機
関
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
大
容
量
デ
ー
タ

の
や
り
と
り
が
円
滑
に
な
り
、
大
画
面
を

の
一
環
で
す
」（
田
村
参
事
官
）

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
高
校
生
が
実
社
会
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め
に
は
、
地
域
と
の
連
携
も
不
可

欠
だ
。
だ
が
、
現
実
に
は
、
高
校
の
地
域

連
携
は
学
校
に
よ
っ
て
大
き
く
状
況
が
異

な
り
、
小
学
校
や
中
学
校
に
比
べ
る
と
総

体
と
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　「
す
べ
て
の
高
校
に
は
今
後
、
ス
ク
ー

ル
ポ
リ
シ
ー
を
明
確
に
定
め
て
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
地
域
や
海
外
と
連
携
し
た

り
、
学
校
設
定
科
目
を
検
討
し
た
り
し
な

が
ら
教
育
課
程
の
改
革
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
教
育
再
生

実
行
会
議
で
議
論
さ
れ
て
き
た
普
通
科
改

革
も
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
生
徒

を
育
て
る
た
め
に
、
文
理
に
分
け
ず
、
画

一
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
脱
し
て
い
こ

う
と
い
う
問
題
意
識
が
根
底
に
あ
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー

を
打
ち
出
し
な
が
ら
学
校
改
革
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
な
制
度
改
革
も
、
中
教
審
で

議
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
」（
田
村
参
事
官
）

　　Society 5.0

に
向
け
て
、
教
育
に
先
端

技
術
を
活
用
す
る
た
め
の
環
境
整
備
の
方

向
性
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
19
年
６

月
に
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
「
新
時
代

の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用
推
進
方

策
（
最
終
ま
と
め
）」
だ
（
図
４
）。
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
桐き

り
ゅ
う生
崇
企
画

官
（
併
・
学
び
の
先
端
技
術
活
用
推
進
室

長
）
は
、「
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
『
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
、
公
正
に
個

別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
』
を
実
現
す
る
上

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
や

教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
効
果
的
な
活
用
に

1. 技術の進展に応じた教育の革新

2. 新時代に対応した高等学校改革

• 技術革新は、社会構造全体までも変えるインパクト。教育においても、一人ひとりの能力等に
応じて公正に個別最適化された学びや、場所や時間に制約されずに主体的に学び続けることが
できる環境を実現し得るもの。教育内容、教科書、教員養成など、全般的な対応が急務。

• 一方、学校の ICT 環境は脆弱であり、危機的な状況。ICT は教育の「マストアイテム」であると
の認識を関係者が共有し、整備の加速化が急務。

• 高等学校は中学校を卒業したほぼすべての生徒が進学。一方、高校生の能力、適性、興味・関心、
進路等が多様化。高等学校が対応すべき教育上の課題は複雑化。

• 少子高齢化、就業構造の変化、グローバル化、AI や IoT などの技術革新の急速な進展による
Society 5.0 の到来など、高等学校を取り巻く状況は激変。

•これからの高等学校においては、生徒一人ひとりが能動的に学ぶ姿勢を身につけさせるととも
に、文理両方をバランスよく学ぶこと等を通じ、Society 5.0 をたくましく生きる力を育成。

① Society 5.0 で求められる力と教育のあり方　②教師のあり方や外部人材の活用
③新たな学びとそれに対応した教材の充実　④学校における働き方改革
⑤ AI 時代を担う人材育成としての高等教育のあり方　⑥特別な配慮が必要な児童・生徒の状況
に応じた支援の充実　⑦新たな学びの基盤となる環境整備、EBPM（エビデンスに基づく政策立
案）の推進　⑧生涯を通じた学びの機会の整備の推進　⑨教育現場と企業等の連携・協働

①学科のあり方　②高等学校の教育内容、教科書のあり方　③定時制・通信制課程のあり方　
④教師の養成・研修・免許のあり方　⑤地域や大学等との連携のあり方　⑥中高・高大の接続　
⑦特別な配慮が必要な生徒への対応　⑧少子化への対応

背
景

背
景

主
な
提
言
事
項

主
な
提
言
事
項

＊教育再生実行会議 第十一次提言 概要 「技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した高等学校改革につい
て」を基に編集部で作成

教育再生実行会議 第十一次提言 概要
 「技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した高等学校改革について」

図３

新
学
習
指
導
要
領
で
目
指
す
教
育
を

先
端
技
術
を
活
用
し
て
実
現

8 August  2019
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＊１　Augmented Reality（拡張現実）。現実世界にコンピューターで生成した仮想現実を拡張（反映）させる技術。
＊２　Virtual Reality（仮想現実）。コンピューターで現実に似た仮想世界を生成する技術。
＊３　センサーを活用して、モノに触れることなく量や音、光、温度などを計測したり、識別したりする技術。

使
っ
た
遠
隔
授
業
な
ど
が
こ
れ
ま
で
よ
り

も
格
段
に
実
施
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
各
種
提
言
で
示
さ
れ
た
課
題

は
、
２
０
１
９
年
４
月
に
中
教
審
に
諮
問

さ
れ
た
「
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
図
５
）
に
集
約

さ
れ
る
よ
う
な
形
で
今
後
審
議
さ
れ
て
い

く
。
そ
の
答
申
は
20
年
末
に
予
定
さ
れ
、

先
端
技
術
を
活
用
し
た
教
育
の
あ
り
方
も

盛
り
込
ま
れ
る
は
ず
だ
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
公
示
後
に
発
信
さ

れ
た
各
種
提
言
は
、
新
た
な
教
育
の
目

的
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も

高
大
接
続
改
革
や
新
学
習
指
導
要
領
が
目

指
す
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・

能
力
の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

Society 5.0

と
い
う
社
会
の
変
化
を
踏
ま

え
、
そ
れ
に
か
か
る
課
題
を
明
確
化
し
、

そ
れ
ら
に
取
り
組
む
上
で
の
具
体
的
な
方

策
を
考
え
る
た
め
に
各
種
提
言
が
示
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
下
、
学
校

現
場
に
は
新
学
習
指
導
要
領
を
確
実
に
実

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
田
村
参
事
官
）

＊文部科学省「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）」を基に編集部で作成。

＊文部科学省「新しい時代の初等中等教育の在り方について（諮問）」を基に編集部で作成。

1. 新時代に対応した義務教育のあり方
• 基礎的読解力などの基盤的な学力の確実な定着に向けた方策
• 義務教育９年間を見通した児童・生徒の発達の段階に応じた学級担任制と教科担任制

のあり方や、習熟度別指導のあり方など今後の指導体制のあり方
• 年間授業時数や標準的な授業時間等のあり方を含む教育課程のあり方
•障がいのある者を含む特別な配慮を要する児童・生徒に対する指導及び支援のあり方

など、児童・生徒一人ひとりの能力、適性等に応じた指導のあり方　等

2. 新時代に対応した高等学校教育のあり方
• 普通科改革など各学科のあり方
•文系・理系にかかわらず様々な科目を学ぶことや、STEAM教育の推進
• 時代の変化・役割の変化に応じた定時制・通信制課程のあり方
•地域社会や高等教育機関との協働による教育のあり方　等

3. 増加する外国人児童・生徒等への教育のあり方
• 外国人児童・生徒等の就学機会の確保、教育相談等の包括的支援のあり方
• 公立学校における外国人児童・生徒等に対する指導体制の確保
•日本の生活や文化に関する教育、母語の指導、異文化理解や多文化共生の考え方に基

づく教育のあり方　等

4.これからの時代に応じた教師のあり方や教育環境の整備等
• 児童・生徒等に求められる資質・能力を育成することができる教師のあり方
• 義務教育９年間を学級担任制を重視する段階と教科担任制を重視する段階に捉え直す

ことのできる教職員配置や教員免許制度のあり方
•教員養成・免許・採用・研修・勤務環境・人事計画等のあり方
• 免許更新講習と研修等の位置づけのあり方など教員免許更新制の実質化
•多様な背景を持つ人材によって教職員組織を構成できるようにするための免許制度や

教員の養成・採用・研修・勤務環境のあり方
• 特別な配慮を要する児童・生徒等への指導など特定の課題に関する教師の専門性向上
のための仕組みの構築

• 幼児教育の無償化を踏まえた幼児教育の質の向上
•義務教育をすべての児童・生徒等に実質的に保障するための方策
•いじめの重大事態、虐待事案に適切に対応するための方策
• 学校の小規模化を踏まえた自治体間の連携等を含めた学校運営のあり方
•教職員や専門的人材の配置、ICT 環境や先端技術の活用を含む条件整備のあり方　等

学習指導要領の求める資質・能力を育成、深化し、子どもの力を最大限引き出す
効果的な活用のあり方が必要

教育ビッグデータ（スタディ・ログ等）
を活用した指導・支援

教育ビッグデータの収集

◎ＩＣＴを基盤とした先端技術を活用することで得られる教育ビッグデータの
　効果的な収集・蓄積・分析が必要
◎教育ビッグデータの利活用のあり方の検討が必要

先端技術・教育ビッグデータ活用の前提となる学校現場におけるＩＣＴ環境は
不十分であり、早急な充実が必要

「最終まとめ」の基本的考え方を踏まえて
「学校現場における先端技術利活用ガイドライン」を策定

教育データの標準化と学習履歴（スタディ・ログ）等の利活用の具体的なあり方の検討

世界最先端の ICT 環境に向けた
世界最高速級の学術通信ネットワーク「Ｓ

サ

Ｉ
イ

Ｎ
ネ ッ ト

ＥＴ」との接続
安価な環境整備に向けた具体的モデルの提示／クラウド活用の積極的推進　など

先端技術

教育ビッグデータ

学校ＩＣＴ環境

●先端技術の活用の例
遠隔・オンライン教育、AI を活用
したドリル、デジタル教科書・教
材、ＡＲ（＊１）・ＶＲ（＊２）、
統合型校務支援システム、協働学
習支援ツール、センシング（＊３）

●Ｓ
サ

Ｉ
イ

Ｎ
ネ ッ ト

ＥＴとは
国立情報学研究所（NII）が構築・
運用する高等教育を対象とした
日本全国の国公私立大学、公的
研究機関等を結ぶ世界最高速級

（100Gbps）の通信インフラ。希
望するすべての初等中等教育機関
でも利用できるようにする。

●標準化される教育データの例
• 校務系データ：氏名、生年月日、

性別、定期考査の結果、評定、
出欠・遅刻・早退、保健室利用
状況、健康診断の結果など

• 学習系データ：デジタル教科書・
教材の参照履歴、協働学習にお
ける発話回数 ・内容、デジタル
ドリルの問題の正誤・解答時間・
試行回数など

先端技術・教育ビッグデータの効果的な活用と I CT環境の整備について取り組むべき方策（全体像）図４

「新しい時代の初等中等教育の在り方について（諮問）」での審議事項図５

 August  20199

特集 Society　5.0─高校教育のこれから─

0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 8頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
芳賀

念
校
08/02
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 9頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
芳賀

念
校
08/02
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P06-09_view21koukou-8g.indd   9 19/08/02   13:14



　Society 5.0

に
お
け
る
学
び
で
は
、
文

理
両
方
の
学
び
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
推

進
し
、
よ
り
高
度
な
学
び
を
可
能
と
す
る

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、Society 

5.0

を
地
域
か
ら
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
高
校
教
育

の
実
現
に
向
け
、
２
０
１
９
年
度
、
文
部

科
学
省
は
２
つ
の
事
業
を
始
め
た
（
図

１
）。

　「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事

業
」
で
は
、
高
校
を
管
轄
す
る
教
育
委
員

会
や
大
学
を
、
事
業
実
施
の
責
任
を
負
う

管
理
機
関
と
し
て
指
定
。
他
機
関
と
の
連

携
の
構
築
、
事
業
継
続
の
た
め
の
資
金
面

で
の
支
援
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
等
で
の
取
り
組
み
の
実
績
を
活
用

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　Society 5.0

を
地
域
か
ら
支
え
る
人
材

の
育
成
を
目
指
す
「
地
域
と
の
協
働
に
よ

る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」
は
、　

「
地
域
の
、
地
域
に
よ
る
、
地
域
の
た
め

の
高
校
」
の
構
築
が
ね
ら
い
と
言
え
る
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
２
つ
の
事
業

を
推
進
す
る
高
校
の
事
例
か
ら
、
文
理

両
方
の
学
び
な
ど
、Society 5.0

に
向
け

た
学
び
を
構
築
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探

る
。

先進事例

新
た
な
社
会
を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成

共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
力
の
育
成

Society 5.0

を
地
域
か
ら
分
厚
く
支
え
る
人
材

「ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業」
◎将来、イノベーティブなグローバル人材を育成するため、高等学校等と国内
外の大学、企業、国際機関等が協働し、高校生へより高度な学びを提供する仕
組みを構築するとともに、高校生国際会議の開催等や高等学校のアドバンスト・
ラーニング・ネットワークの形成により、ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニ
ング）コンソーシアムにおける拠点校を目指す。
◎指定校数：10校程度

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」
◎高等学校が自治体、高等教育機関、産業界等と協働してコンソーシアムを構築し、
地域課題の解決等の探究的な学びを実現する取り組みを推進することで、地域振興の
核としての高等学校の機能強化を図る。
◎指定校数：50校程度

学校・地域のニーズに応じた類型で実施
•地域魅力化型（普通科中心20校程度）／地域課題の解決等を通じた学習を各教科・
科目や学校設定科目等において体系的に実施するためのカリキュラムを構築

•グローカル型（学科共通 20 校程度）／グローバルな視点を持ってコミュニティーを支
える地域のリーダーを育成

•プロフェッショナル型（専門学科中心10 校程度）／地域の産業界等との連携・協働
による実践的な職業教育を推進し、地域に求められる人材を育成

•国内外の高校生が参加する「高校生国際会議」等を開催
•短期・長期留学や海外研修をカリキュラムの中に体系的に位置づけ
•大学教育の先取り履修を単位認定する取り組みなど高大接続による
高度かつ多様な科目内容のプログラムを用意　等

文理分断したカリキュラムを転換し、
生徒の学びを広げ、高めていく

文部科学省が取り組むべき政策の方向性として示した３つの中で、高校教育に深くかかわるのが、
「Ⅲ　文理分断からの脱却」だ（Ｐ．７図１）。多様かつ複雑な社会課題に向き合い、新たな社会を牽引するためには、

文理両方の学びが必要不可欠と考えられる。そうした学びの実現を支援するため、2019 年度、文部科学省は
先駆的な施策「Society 5.0 に向けたリーディング・プロジェクト」として、２つの事業を始めた。

「Society 5.0に向けたリーディング・プロジェクト」図１

＊文部科学省「2019 年度予算（案）主要事項」を基に編集部で作成。

取
り
組
み
例

高校生と地域課題のマッチングを
効果的に行うためのコンソーシアムを構築

アドバンスト・ラーニング・ネットワークのイメージ

大学・
専修学校等地域

市町村（首長・
教育委員会等）

産業界社会教育機関
（公民館等）

地域ＮＰＯ小中学校等

高等学校

Ａ高等学校　
連携校

Ｂ海外
連携校

Ｃ高等学校　
連携校

Ｂ高等学校　
連携校

Ａ海外
連携校

高等学校
（共同実施校）

管理機関

国内大学
海外
大学

ＮＧＯ
等

企業 国際
機関

高等学校
（拠点校）

10 August  2019

0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 10頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
08/02
山本憲

再
念
校
08/06
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P10-17_view21koukou-8g.indd   10 19/08/06   10:43



　
埼
玉
県
・
国
立
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高

校
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
５
年
間
、
Ｓ

Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
て
、「
持
続
可
能
な

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
を
創
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、
国
内
外
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
軸
と
し
た
探
究

学
習
や
、
海
外
の
高
校
生
を
招
い
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　
総
合
学
科
で
あ
る
同
校
は
、社
会
課
題

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
課
題
研
究
活
動

や
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
と
連
携
し
た

国
際
教
育
を
進
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、Ｓ

Ｇ
Ｈ
で
は
、生
徒
に
自
分
も
世
界
の
様
々

な
課
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
「
当

指
導
部
で
主
幹
教
諭
の
藤ふ

じ
は
ら原
亮
治
先
生
は

語
る
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
今
後
、
生

徒
が
生
き
て
い
く
場
所
は
日
本
に
と
ど

ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
学
校
内
に
と
ど
め
ず
、
外
へ
と

広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
そ
う
し
て
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
の
取
り
組
み
で
構

築
し
た
教
育
活
動
を
整
理
し
、
発
展
さ
せ

よ
う
と
、
２
０
１
９
年
度
、
文
部
科
学
省

の
「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事

業
」（
以
下
、
Ｗ
Ｗ
Ｌ
事
業
）
に
申
請
し
、

幹
事
校
の
指
定
を
受
け
た
。

　
Ｗ
Ｗ
Ｌ
事
業
で
の
目
標
は
、「
国
際

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
持
続
可
能

な
国
際
社
会
を
創
る
人
材
の
育
成
」
と
し

先
進
事
例

1

事
者
性
」
を
持
た
せ
る
こ
と
を
重
視
し
、

国
内
外
の
課
題
に
取
り
組
む
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
軸
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

を
進
め
た
。当
事
者
性
を
重
視
す
る
理
由

に
つ
い
て
、深
澤
孝た

か

之し

副
校
長
は
こ
う
説

明
す
る
。

　「
総
合
学
科
で
は
、
１
年
次
の
『
産
業

社
会
と
人
間
』で
自
己
理
解
を
深
め
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
将
来
を
考
え
さ
せ

る
と
、
生
徒
は
自
分
の
経
験
を
基
に
し
た

興
味
・
関
心
だ
け
で
職
業
や
学
問
を
選
び

が
ち
で
し
た
。
そ
こ
で
、
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
分
に
気
づ
か
せ
た
上
で
、
将
来

に
向
き
合
わ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
」

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
軸
と
し
た
の

は
、
学
校
外
の
学
び
を
用
意
す
る
の
も
学

校
の
役
目
だ
と
捉
え
た
か
ら
だ
と
、
進
路

＊１　事業に参加する拠点校のうち、事業全体の情報共有及び成果普及のための取り組みを主催・実施する学校のこと。　＊２　Sustainable Development Goals の略。
2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲットから成る。　＊３　持続可能な開発ソリューショ
ン・ネットワーク (SDSN) とドイツのベルテルスマン財団は、SDGs が発効された 2016 年から毎年、国別の達成度をランキングで発表している。2019 年のランキングでは、
日本は 162 か国中 15 位だった。

た
。
そ
し
て
、
探
究
学
習
の
共
通
テ
ー
マ

は
、
日
本
の
達
成
度
が
低
い
と
評
価
さ
れ

て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
（
＊
３
）
の
中

か
ら
、
同
校
が
設
置
す
る
教
科
・
科
目
に

関
連
の
あ
る
５
つ
を
中
心
と
し
た
。
Ｓ
Ｄ

「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業
」幹
事
校
（
＊
１
）

埼
玉
県
・
国
立
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
校

◎
１
９
９
４
年
度
、
全
国
初
と
な
る
総
合
学
科
を

開
設
。
２
０
１
１
年
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加

盟
。
14
年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
校
。
17
年
度
、

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
認
定
を
受
け
、
18
年
度
入
学

生
か
ら
、
２
・
３
年
次
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｂ
デ
ィ
プ

ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
た
。

◎
設
立
　
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
総
合
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
福
島
大
、
東
京
海
洋
大
、
長
崎
大
、

国
際
教
養
大
、
埼
玉
県
立
大
、
首
都
大
学
東
京
に

７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
津
田

塾
大
、
東
京
理
科
大
、
日
本
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、

立
教
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
１
０
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.sakado-s.tsukuba.ac.jp/

主
幹
教
諭
（
進
路
指
導
部
）

藤
原
亮
治

ふ
じ
は
ら
・
り
ょ
う
じ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
保
健
体
育
科
。

主
幹
教
諭
（
研
究
部
）

建
元
喜
寿

た
て
も
と
・
よ
し
か
ず

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

19
年
目
。
農
業
科
。

副
校
長

深
澤
孝
之

ふ
か
ざ
わ
・
た
か
し

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

22
年
目
。

埼
玉
県
・
国
立
筑
波
大
学
附
属
坂さ

か

戸ど

高
校

国
内
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
軸
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
る

埼
玉
県
・
国
立
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
校
は
、
５
年
間
に
わ
た
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
の
取
り
組
み
を
基
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
２
）
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
た
国
内
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
展
開
。
生
徒
に
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、

多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組
む
経
験
を
さ
せ
、
持
続
可
能
な
国
際
社
会
を
つ
く
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

日
常
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
研
究
テ
ー
マ
に
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は
、
生
徒
た
ち
に
課
題
を
設
定
さ
せ
、
問

題
解
決
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
、
３
年
次
で
は
、
個
人
で
課
題
を
設

定
し
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
（
図
３
）。

加
え
て
、
１
年
次
で
は
日
本
の
農
村
部
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
新
た
に
行
う
こ

と
に
し
た
。

　「
社
会
課
題
に
は
、
国
内
外
の
地
域
や

分
野
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
す
る
課
題
も
あ

れ
ば
、
固
有
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
１
・

２
年
次
に
は
、
課
題
を
自
分
事
と
捉
え
ら

れ
る
環
境
を
与
え
る
と
と
も
に
、
課
題
を

発
見
で
き
る
ス
キ
ル
を
磨
く
場
を
で
き
る

だ
け
多
く
設
け
よ
う
と
し
ま
し
た
」（
藤

原
先
生
）

　
生
徒
が
社
会
課
題
に
気
づ
く
た
め
に

は
、
教
師
の
働
き
か
け
も
重
要
だ
。

　「『
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
』
で
は
、
例
え

ば
、
菓
子
に
使
わ
れ
る
パ
ー
ム
油
が
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
森
林
を
伐

採
し
た
農
地
で
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
、
日
常
生
活
が
ど
ん
な
問
題
に
結

び
つ
い
て
い
る
の
か
、
生
徒
に
問
い
か
け

ま
す
。
海
外
が
抱
え
て
い
る
課
題
も
ぐ
っ

と
自
分
に
引
き
寄
せ
て
、
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」（
建
元
先
生
）

　
同
校
は
総
合
学
科
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
や
工
業
な
ど
実
技
系
の
科
目
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
授
業
で
も
、
教

Ｇ
ｓ
の
目
標
は
い
ず
れ
も
日
常
生
活
に
密

接
に
か
か
わ
る
た
め
、
生
徒
は
当
事
者
性

を
持
っ
て
国
際
社
会
の
課
題
を
捉
え
や
す

い
と
、
研
究
部
で
主
幹
教
諭
の
建た

て
も
と元
喜よ

し
か
ず寿

先
生
は
語
る
。

　「
総
合
学
科
の
特
徴
は
、
自
分
で
科
目

を
選
択
で
き
る
こ
と
で
す
。
当
事
者
性
を

持
つ
か
ら
こ
そ
、『
問
題
解
決
に
必
要
な

知
識
は
何
か
』
と
い
う
視
点
で
学
び
を
捉

え
る
よ
う
に
な
り
、
得
意
・
不
得
意
や
文

理
に
関
係
な
く
、
自
分
に
必
要
な
科
目
を

選
択
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
内
容
は
分
か
り
や
す
い
た
め
、
教
科
の

授
業
で
自
身
の
専
門
性
に
結
び
つ
け
て
話

す
教
師
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
面
で

も
、
生
徒
は
国
際
課
題
を
当
事
者
性
を

持
っ
て
捉
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

で
の
実
績
を
基
に
、
１
年
次
の
「
産
業
社

会
と
人
間
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
」、
２

年
次
の
「
Ｔ
─

Ｇ
Ａ
Ｐ
」、
３
年
次
の
「
卒

業
研
究
」
を
柱
と
し
た
（
図
２
）。
１
年

次
で
は
、
生
徒
に
日
常
生
活
と
社
会
課
題

の
結
び
つ
き
を
考
え
さ
せ
、
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
。
２
年
次
で

育成する人材像　SDGsの課題解決、広い視野と専門性、新たな分野同士の融合によりイノベーションを起こす、世界の架け橋

＊学校資料を基に編集部で作成。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
・
総
合
学
科
・
ア
セ
ア
ン
で
の
実
績

共通課題 持続可能な開発目標（SDGs）の達成

国
内
外
ト
ッ
プ
大
学
へ
の
進
学

生
徒
が
課
題
に
気
づ
く
環
境
を

で
き
る
だ
け
多
く
設
け
る

３年間のカリキュラム図 2

•グローバルライフ
　（地球市民性教育）

•国内フィールドワーク
　（新潟県阿賀町）

• アセアンフィールド
　ワーク
　（インドネシア、タイ、
　シンガポール・
　マレーシア）

１年生
どのように学び、

生きていくかを考える

２年生
自分で課題を見つけ、

解決する

３年生
自ら学べる人間に

•T-GAP
　（グループによる
　ソーシャルアクション）

•国際フィールドワーク
　（インドネシア）

•連携校合同国際
　フィールドワーク
　（オーストラリア等）

•高校生版キャンパス inキャンパス

•高校生国際 SDGs 会議　発表・運営　　•第２外国語（インドネシア語・タガログ語等）

•卒業研究（個人研究）

•卒業研究チューター制度

高
大
接
続

•筑波大学授業の聴講
•研究室の個別指導
•留学生とのディスカッション
•大学生の海外派遣に同行
→先取り履修

お知らせ 11月７日（木）、「第８回高校生国際ＥＳＤシンポジウム」が筑波大学東京キャンパスにて開催予定。９月初旬頃、筑波大学附属坂戸高校のホームページ
で受付開始。2020年２月14日（金）15日（土）、「第23回総合学科研究大会」が筑波大学附属坂戸高校にて開催予定。詳しくは、
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が
、
そ
う
し
て
取
得
し
た
知
識
・
技
能
が

異
な
る
こ
と
も
、
探
究
学
習
に
好
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
　

　「『
Ｔ
─

Ｇ
Ａ
Ｐ
』
は
、
異
な
る
ス
キ
ル

を
持
つ
生
徒
が
１
つ
の
目
標
の
下
に
集
ま

り
ま
す
。
生
徒
同
士
で
意
見
が
ぶ
つ
か
り

合
い
な
が
ら
も
、
各
自
の
強
み
を
生
か
し

て
協
働
し
、
１
つ
の
物
事
を
達
成
さ
せ
る

経
験
は
、
国
籍
や
文
化
が
多
様
な
人
が
集

う
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
生
き
る

力
と
な
る
で
し
ょ
う
」（
深
澤
副
校
長
）

　
国
内
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
、
生
徒
の
当
事

者
性
、実
行
力
を
育
ん
で
い
る
。
中
で
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
行
う
「
国
際
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
」
は
、
解
決
策
の
提
案
に
と
ど

め
ず
、
計
画
の
実
行
ま
で
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
込
み
、
そ
の
た
め
に
滞
在
期
間
を

３
週
間
と
し
て
い
る
。

　「
本
校
と
現
地
の
高
校
２
校
の
生
徒
に

よ
る
混
合
チ
ー
ム
で
、課
題
設
定
、
調
査
、

計
画
立
案
、
実
行
を
、
す
べ
て
生
徒
た
ち

で
行
い
ま
す
。生
徒
が
将
来
直
面
す
る
で

あ
ろ
う
、海
外
の
人
と
の
協
働
を
経
験
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
高
校
生
に
と
っ
て
も
日
本
人

と
協
働
す
る
経
験
は
重
要
で
あ
り
、
両
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

活
動
が
継
続
し
て
い
ま
す
」（
建
元
先
生
）

＊４　世論を喚起するなどして立法・行政機関に働きかけ、政策・制度の改善を目指す組織行動。

ら
の
学
び
の
積
み
重
ね
が
、
２
年
次
以
降

の
探
究
学
習
で
の
課
題
設
定
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
」　

　
同
校
で
は
、
２
年
次
か
ら
生
徒
が
自
分

の
関
心
に
応
じ
て
履
修
科
目
を
決
め
る

師
は
生
徒
に
当
事
者
性
を
持
た
せ
る
工
夫

を
し
て
い
る
と
、
藤
原
先
生
は
語
る
。

　「
授
業
で
野
菜
や
製
品
を
作
る
難
し
さ

や
苦
労
を
経
験
し
た
生
徒
は
、
生
産
者
や

流
通
の
こ
と
ま
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
私
が
担
当
す
る
保
健
の

授
業
で
は
、
労
働
と
健
康
、
生
活
習
慣
な

ど
、
教
科
に
関
連
す
る
社
会
課
題
を
テ
ー

マ
に
探
究
学
習
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ

　
そ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
で
、
生
徒

は
、
学
び
た
い
こ
と
や
将
来
像
を
明
確

に
持
つ
よ
う
に
な
り
、
学
習
に
よ
り
意
欲

的
に
な
っ
て
い
る
。
各
大
学
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
繁
く
通
い
、
自
分
の
希

望
に
合
っ
た
大
学
か
を
確
認
し
て
志
望
校

を
決
め
て
い
く
。
同
校
の
大
学
進
学
者
の

約
８
割
が
、
探
究
学
習
な
ど
で
の
実
績
を

生
か
し
、
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
で
進
学
す
る
。

　「
大
学
入
学
後
も
学
び
に
積
極
的
で
、

教
授
に
直
談
判
し
て
１
年
生
か
ら
ゼ
ミ
に

入
っ
た
卒
業
生
や
海
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

に
参
加
し
た
卒
業
生
も
い
ま
す
。
進
学
先

の
大
学
か
ら
は
、
卒
業
生
が
ゼ
ミ
や
研
究

室
を
引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な
っ

て
い
る
と
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
（
＊
４
）

を
起
こ
す
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し

た
生
徒
の
成
長
を
大
学
に
積
極
的
に
発
信

し
、
卒
業
生
が
よ
り
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
藤
原
先
生
）

　
加
え
て
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
の

受
検
者
数
も
増
加
。
毎
年
３
〜
５
人
が
ア

メ
リ
カ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
１
年
間

の
長
期
留
学
に
行
く
。
　
　

　「
海
外
か
ら
の
短
期
的
な
訪
問
者
も
積

科目名・活動名 概要

１
年
次

グローバルライフ
（「家庭基礎」を特例申請。

必修科目）

「調理」「被服」「共生」「日常生活とグローバル課題」の４
分野について、家庭科、国語科、農業科など複数の教師
が担当。教師がそれぞれの教科・科目の専門性と社会課
題を関連づけた講義をし、生徒は、教師が提示した課題
について、グループで調べ学習や話し合いなどを行う。

国内フィールドワーク
（「産業社会と人間」で実施。

全員参加）

７月、新潟県阿賀町で行う３泊４日の体験学習。民泊をし
ながら現地の中高生との交流、職場体験、地域貢献活動
などを実施。

アセアンフィールドワーク
（全員参加）

インドネシア、タイ、シンガポール・マレーシアの３コース
の中から、自分の関心や希望進路に応じて１つを選択。現
地の高校生との交流、探究学習、ホームステイなどを行う。

２
年
次

T-GAP（つくさかグローバル
アクションプログラム）

（必修科目）

興味・関心が同じ分野の４〜６人でグループを組み、自分
たちで課題を設定して、高校生としてできる解決策を考え、
実行する。大学や企業、自治体など外部機関と連携しな
がら、企画立案や活動を進める。

国際フィールドワーク
（希望者から７人を選抜）

夏季休業中に約３週間、インドネシアを訪れ、現地の２つ
の高校の生徒と混合した３つのグループとなり、それぞれ
環境教育、地域開発、エコツーリズムをテーマにフィール
ドワークを行う。

連携校合同国際フィールドワーク
（参加者を選抜予定）

オーストラリア等で、事業連携校の生徒も含め、現地の高
校生と協働でフィールドワークを行う。

３
年
次

卒業研究
（必修科目）

個人でテーマを設定し、調査やフィールドワークを行い、そ
の結果をまとめて発表。テーマに応じて、筑波大学などの
大学教員から指導を受ける。10月に１・２年生も参加する
卒業研究発表会を実施。

ＷＷＬ事業に関する主な科目、及び活動図 3

＊学校資料を基に編集部で作成。

異
な
る
ス
キ
ル
を
持
つ
生
徒
が

１
つ
の
目
標
の
下
に
協
働

将
来
像
を
明
確
に
持
ち
、積
極
的

に
学
び
に
向
か
う
生
徒
た
ち
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名
に
も
あ
る『
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
』は
、一

緒
に
学
び
合
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
だ

と
思
い
ま
す
。
一
方
的
に
依
頼
す
る
の
で

は
な
く
、両
者
が
と
も
に
学
び
の
あ
る
事

業
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
建
元
先
生
）

　
さ
ら
に
、
ほ
か
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
や
海

外
の
連
携
校
と
共
同
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

開
催
し
、
今
後
も
積
極
的
に
研
究
の
成
果

を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。

　「
生
徒
は
、
５
年
後
、
10
年
後
に
社
会

を
築
い
て
い
く
人
材
で
す
。
生
徒
自
身
が

そ
れ
に
気
づ
き
、
自
分
は
ど
う
し
た
い
の

極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
生
徒
は
頻
繁

に
海
外
の
人
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
筑
波

大
学
が
目
標
に
掲
げ
る
『
国
際
性
の
日
常

化
』が
実
現
し
て
い
ま
す
」（
深
澤
副
校
長
）

　　
今
後
は
、
筑
波
大
学
と
連
携
し
、
大
学

教
育
の
先
取
り
履
修
の
体
制
を
整
え
て
い

く
。
具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
＊
５
）
の
一
部
に
つ
い

て
単
位
を
付
与
で
き
る
よ
う
調
整
中
だ
。

ま
た
、
卒
業
研
究
に
お
い
て
、
筑
波
大
学

の
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
ら
れ
る
機
会
も

増
や
す
。

　
筑
波
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
以
外
の
国
に
も
連
携
先

を
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
相
手
国

と
関
係
を
構
築
す
る
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド

を
持
て
る
よ
う
教
員
研
修
を
計
画
中
だ
。

現
在
、
主
担
当
の
建
元
先
生
は
、
08
年
度

か
ら
２
年
間
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
現
職

教
員
特
別
参
加
制
度
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

派
遣
さ
れ
た
経
験
を
生
か
し
て
、
同
国
と

の
関
係
構
築
を
担
っ
て
き
た
。

　「
本
校
も
海
外
の
連
携
校
も
基
本
的
に

異
動
が
な
か
っ
た
た
め
、同
じ
担
当
者
同

士
で
信
頼
を
深
め
て
き
ま
し
た
。本
事
業

か
、
大
学
で
何
を
学
ぶ
の
か
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
高
校
教
育
を
今
後
も
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
高
大
接
続
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
、
ひ
い
て
は
持
続
可

能
な
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
」（
深
澤
副
校
長
）

　「
ま
ち
じ
ゅ
う
が
教
室
」
を
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
掲
げ
、
社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
る
「
人
財
」
の
育
成
を
目
的
と
し
た

「
地
域
人
教
育
」
を
、
長
野
県
飯
田
長お

さ
ひ
め姫

高
校
の
商
業
科
が
導
入
し
た
の
は
２
０
１

２
年
度
の
こ
と
だ
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

高
校
教
頭
）
が
、
活
動
を
商
業
科
全
体
で

行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

　「
商
業
教
育
は
、実
務
教
育
で
あ
り
、社

会
と
の
連
動
性
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
就
職
に
有
利
だ
か
ら
と
資
格

取
得
を
偏
重
す
る
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
点
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
時
に
、
浅

井
先
生
の
授
業
を
拝
見
し
ま
し
た
。
生
徒

が
地
域
に
出
て
、視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
、

11
年
度
に
同
校
に
赴
任
し
た
浅
井
勝
巳
先

生
（
現
・
長
野
県
白
馬
高
校
）
が
、
前
任

校
で
の
地
域
連
携
教
育
の
経
験
を
生
か
し

て
、
自
分
が
担
当
す
る
ク
ラ
ス
の
「
課
題

研
究
」
の
授
業
で
、
生
徒
と
地
域
に
出
向

き
、
高
齢
者
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
買
い
物

弱
者
」
の
救
済
の
た
め
の
リ
ヤ
カ
ー
販
売

を
始
め
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
様
子
を
見

た
有あ

る

賀が

浩
先
生
（
現
・
長
野
県
諏
訪
実
業

先
進
事
例

2
「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」
指
定
校

＊５　学士・修士・博士といった学位の水準と養成する人材像に応じて達成すべき能力を明示し、その能力を学生が修得できるように体系的に設計された教育プログラム
のこと。

高
大
連
携
を
生
か
し
、

大
学
や
海
外
へ
と
学
び
を
拡
大

高
校
・
大
学
・
行
政
の
三
位
一
体
で

地
域
連
携
教
育
に
取
り
組
む

長
野
県
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長お

さ
ひ
め姫
高
校

地
域
に
出
て
、
地
域
を
教
材
に
し
て
学
ぶ

「
地
域
人
教
育
」
で
、
社
会
を
形
成
す
る
力
を
育
む

２
０
１
３
年
度
に
２
校
が
統
合
し
て
開
校
し
た
長
野
県
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
で
は
、
統
合
前
の
飯
田
長
姫
高
校
で
商
業
科
が
始
め
た

地
域
連
携
教
育
「
地
域
人
教
育
」
を
推
進
し
て
い
る
。
行
政
が
仲
介
し
て
地
域
と
学
校
と
を
結
び
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た

探
究
学
習
を
展
開
。
社
会
を
形
成
す
る
力
を
育
み
、
地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
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社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
。

そ
れ
こ
そ
が
本
校
が
行
う
べ
き
教
育
だ
と

考
え
ま
し
た
」（
有
賀
先
生
）

　
有
賀
先
生
は
、
地
域
連
携
の
共
同
研
究

で
親
交
の
あ
っ
た
松
本
大
学
に
協
力
を
依

頼
。12
年
度
、飯
田
長
姫
高
校
・
松
本
大
学
・

飯
田
市
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結

び
、
地
域
全
体
で
生
徒
を
育
む
教
育
に
着

手
し
た
。
当
初
は
、
各
地
域
の
公
民
館
の

協
力
を
得
な
が
ら
リ
ヤ
カ
ー
販
売
を
し
た

り
、
地
域
行
事
に
参
加
し
た
り
し
た
。
13

年
度
に
飯
田
長
姫
高
校
が
飯
田
工
業
高
校

と
統
合
し
て
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
と

な
っ
た
後
も
、
３
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
は
継
続
。
連
携
先
の
企
業
や
商
店

街
を
増
や
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

拡
充
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
地
域
人
教
育
」

を
学
校
設
定
科
目
と
し
て
独
立
さ
せ
、
商

業
科
１
学
年
80
人
の
生
徒
全
員
が
、
３
年

間
を
通
し
て
系
統
的
に
地
域
連
携
に
取
り

組
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
た
。

　
そ
し
て
、
19
年
度
、
取
り
組
み
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
文
部
科
学
省
「
地

域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革

推
進
事
業
」
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
型
に

申
請
し
、
指
定
を
受
け
た
。

　
地
域
連
携
が
生
徒
に
与
え
る
影
響
を
、

有
賀
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
高
校
時
代
は
、
人
間
形
成
に
お
い
て

大
変
重
要
な
時
期
で
す
。
生
徒
に
自
分
を

見
つ
め
さ
せ
て
、
将
来
の
生
き
方
を
深
く

考
え
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
同
年
齢
の
集

団
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
、
接
す
る
大

人
は
教
師
だ
け
と
い
っ
た
環
境
で
は
、
生

徒
の
視
野
は
広
が
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

地
域
の
方
々
に
人
生
の
先
輩
と
し
て
生
き

方
や
地
域
の
課
題
な
ど
を
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
社
会
へ
の
関
心
を
深
め
、
自

分
の
将
来
を
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
地
域
人
教
育
担
当
の
國
松
秋
穂
先
生

は
、
非
認
知
能
力
（
＊
６
）
の
育
成
に
お

い
て
も
地
域
連
携
は
有
効
だ
と
語
る
。

　「
私
は
、
非
認
知
能
力
は
『
社
会
を
形

成
す
る
力
』
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
地
域

連
携
に
よ
っ
て
、
世
代
の
異
な
る
様
々
な

職
業
に
就
く
人
、
社
会
的
弱
者
、
外
国
人

な
ど
と
協
働
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
社
会

と
向
き
合
い
、
か
か
わ
る
術
を
体
感
的
に

学
ん
で
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
資
質
・
能

力
の
３
つ
の
柱
の
１
つ
で
あ
る
『
学
び
に

向
か
う
力
』
を
育
成
す
る
上
で
、
身
近
で

あ
り
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
『
地
域
』

は
最
適
な
教
育
の
場
で
し
た
」

　
同
校
の
商
業
科
で
は
、卒
業
生
の
約
半

数
が
就
職
し
、そ
の
多
く
が
地
元
に
残
る
。

そ
の
た
め
、当
初
は
地
域
を
担
う
人
材
の

育
成
が
目
的
に
あ
っ
た
が
、今
は
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
な
い
と
、
國
松
先
生
は
言
う
。

　「
自
分
が
住
む
地
域
を
教
材
に
し
て
学

ぶ
こ
と
で
、
社
会
や
世
界
を
見
る
目
を
養

い
、ど
の
地
域
に
い
て
も
課
題
を
発
見
し
、

問
題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
、『
地

域
人
教
育
』
の
目
的
で
す
（
図
４
）」

　
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
て
い
こ

う
。
そ
の
特
徴
は
、
講
義
と
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
て
い
る
点

に
あ
る
。
１
年
次
は
、
探
究
学
習
に
必
要

な
知
識
や
技
能
な
ど
を
学
ぶ
比
重
を
高
く

＊６　忍耐力や協調性、意欲といった、一般的な学力テストなどでは測れない能力のこと。ほかに、自己抑制、目標への情熱、社会性、敬意、思いやり、自尊心、楽観性、
自信などが挙げられる。

長
野
県
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校

◎
２
０
１
３
年
度
、
飯
田
長
姫
高
校
と
飯
田
工
業

高
校
が
統
合
し
て
開
校
し
た
県
内
初
の
総
合
技
術

高
校
。
校
名
の
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
はO

riginality
（
独

創
）、Im

agination

（
想
像
）、D

evice

（
工
夫
）、

Effort

（
努
力
）
の
頭
文
字
。

◎
設
立
　
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
機
械
工
学
科
・
電

子
機
械
工
学
科
・
電
気
電
子
工
学
科
・
社
会
基
盤

工
学
科
・
建
築
学
科
・
商
業
科
（
以
上
、
全
日
制
）、

普
通
科
・
基
礎
工
学
科
（
以
上
、
定
時
制
）
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
１
９
年
度
進
路
実
績（
全
日
制
、現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、
名
古
屋
工
業
大
、
高
崎
経
済
大
、

日
本
大
、
金
沢
工
業
大
、
松
本
大
な
ど
に
43
人
が

合
格
。短
大
、専
門
学
校
進
学
76
人
。就
職
１
４
９
人
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.nagano-c.ed.jp/oideosa/

長
野
県
白
馬
高
校

前
・
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校

浅
井
勝
巳
あ
さ
い
・
か
つ
み

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
国
際
観
光
科
３
年
担
任
。

長
野
県
諏
訪
実
業
高
校
教
頭

前
・
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校

有
賀

　浩
あ
る
が
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

長
野
県
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校

地
域
人
教
育
主
担
当

國
松
秋
穂
く
に
ま
つ
・
あ
き
ほ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
商
業
科
主
任
。

キーワード	 主体性・自律性、企画力・実践力、協働性、Win-Win、
	 地域理解、持続可能な地域、郷土愛、誇り

•地域のヒト・モノ・企業をつなぎ、仕事を創る職業人
•地域資源を生かした新ビジネスの起業家
•地域活動に参加し、暮らしと文化・伝統を支える社会人
•住民・企業と協働して課題に取り組む行政リーダー

「地域人教育」で育成を目指す資質・能力図 4

＊学校資料を基に編集部で作成。

伸ばしたい資質・能力 自分で考え、行動できる力

育てる「人財」像 地域の産業、暮らしの中核を担うリーダー

事
前
・
事
後
活
動
に
も
時
間
を

か
け
、学
び
を
メ
タ
認
知
さ
せ
る

学
び
に
向
か
う
力
の
育
成
に

地
域
は
最
適
な
教
育
の
場
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し
、
２
年
次
か
ら
年
間
を
通
し
て
地
域
行

事
に
参
加
、
３
年
次
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
通
年
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
（
図
５
）。

　「
１
年
次
に
探
究
学
習
に
必
要
な
知
識

を
身
に
つ
け
て
、
地
域
課
題
を
把
握
し
、

目
的
意
識
を
醸
成
し
て
お
く
こ
と
で
、地

域
に
出
た
際
に
、生
徒
の
行
動
力
や
主
体

性
が
す
ぐ
に
発
揮
さ
れ
ま
す
」（
國
松
先
生
）

　
自
分
の
経
験
を
内
省
し
、
成
果
と
課
題

を
客
観
的
に
把
握
さ
せ
る
た
め
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
事
前
準
備
や
事
後
の
振
り

返
り
も
重
視
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
前

に
は
、
必
ず
地
域
の
実
情
や
活
動
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
調
べ
て
、
計
画
を
立
て
さ
せ

る
。
活
動
後
は
、
住
民
の
話
を
聞
い
た
上

で
活
動
内
容
を
振
り
返
り
、
活
動
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
の
提
言
を
レ
ポ
ー
ト
や
発

表
資
料
に
ま
と
め
さ
せ
る
（
図
６
）。

　
今
は
軌
道
に
乗
っ
た
「
地
域
人
教
育
」

だ
が
、
初
め
か
ら
す
ん
な
り
推
進
で
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
11
年
度
に
、商
業
科
全

体
で
地
域
連
携
教
育
に
取
り
組
む
方
針
を

伝
え
た
時
、多
く
の
教
師
が
そ
の
利
点
を

見
い
だ
せ
ず
に
戸
惑
っ
て
い
た
。そ
こ
で
、

有
賀
先
生
は
、「
生
徒
の
姿
を
一
度
見
て

ほ
し
い
」と
声
を
か
け
、教
師
に
リ
ヤ
カ
ー

販
売
に
同
行
し
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
、

生
徒
が
地
域
の
人
に
ど
う
し
た
ら
喜
ば
れ

る
か
と
工
夫
す
る
姿
を
見
て
、
地
域
連
携

の
効
果
を
実
感
し
、「
地
域
人
教
育
」
に

率
先
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
生
徒
を
社
会
で
立
派
に
通
用
す
る
人

材
に
育
て
た
い
と
い
う
思
い
を
、
ど
の
教

師
も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
材
が

備
え
る
資
質
・
能
力
を
生
徒
が
身
に
つ
け

ら
れ
る
活
動
だ
と
実
感
で
き
れ
ば
、
自
分

の
負
担
が
多
少
増
え
て
も
、
喜
ん
で
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
の
で
す
」（
有
賀
先
生
）

　
ま
た
、
連
携
先
の
地
域
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
も
課
題
だ
っ
た
。
生
徒
の
活
動
を

「
無
償
の
労
働
力
」
と
し
て
受
け
取
る
住

民
も
い
た
か
ら
だ
。活
動
す
る
生
徒
は
毎

年
変
わ
る
た
め
、そ
の
都
度
、
活
動
内
容

を
教
え
る
こ
と
に
負
担
感
も
見
ら
れ
た
。

　「
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
、

学
校
に
協
力
す
る
意
味
を
見
い
だ
せ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
企
業
や
地
域
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
理
念
に
沿
っ
た
活
動
を
行
う
中
で
、

学
校
と
地
域
が
一
緒
に
未
来
の
地
域
を
担

う
人
材
を
育
て
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持

て
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
」（
浅
井
先
生
）

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
地
域
の
信
頼
を

得
る
こ
と
に
努
め
た
。
地
域
行
事
に
は
可

「ビジネス基礎」（３単位のうち１単位） 「商業実務」（学校設定科目、２単位） 「課題研究」（３単位）

１・２学期　フィールドスタディ

飯田市の中心市街地を歩き、街の人から
地域の魅力や課題を教えてもらうととも
に、自分たちでも発見する。

３学期　地域に関する講演

松本大学の教授や、地元の経営者、金
融・行政の専門家から地域連携について
学ぶ。

通年　地域イベントに参加

地元で行われるイベントに運営者として
積極的に参加することで、世代を超えて
協働する力とコミュニケーション能力を
磨く。年２回のフィールドワークが必須。

２・３学期　商品開発・情報発信

地域資源を生かした商品の企画・開発の
取り組みと、ＰＯＰ、広告、プレゼンテー
ションなどの情報発信について学ぶ。

１・２学期　地域連携企画・実践

地域課題を発見し、地域資源を生かした企
画を立案。それを地域と協働して実施する。
市民向け、観光客向けなど企画は多岐にわ
たる。

通年　地域への提言活動

地域の魅力の発信方法や問題の解決策を市
長や地域へ提言、意見交換することで、次
回や卒業後の実践に生かす。

目標 目標 目標地域を知る 地域で活動する 地域の問題解決に向け行動する
学
び
の
積
み
上
げ

学
び
の
積
み
上
げ

生
徒
の
成
長
が

教
師
や
地
域
の
意
識
を
変
え
る

「地域人教育」の３年間のカリキュラム図 5

１年次 ●基礎 　２年次 ●応用 ３年次 ●実践

＊学校資料を基に編集部で作成。

地域で働く人
から地域の課
題について聞
き取り調査を
実施。

ゆるキャライ
ベントを運
営。

買い物の不便さ
の解消を目的と
して、スーパー
を開店。

地域住民への
聞き取り調査
をまとめて発
表。

地域の人と協
働して屋台を
運営。

市長や地域の人
へのまちづくり
に関する提言を
行う。
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能
な
限
り
生
徒
を
参
加
さ
せ
た
。
生
徒
に

は
、
地
域
の
無
償
協
力
に
常
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
伝
え
た
。
そ

う
し
て
、
一
生
懸
命
に
行
事
に
取
り
組
ん

で
い
く
う
ち
に
、
地
域
の
人
々
も
生
徒
の

成
長
に
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
生
徒
の
で
き
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増

え
た
り
、
以
前
よ
り
真
面
目
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
り
と
い
っ
た
変
化
が
、
地

域
の
人
々
に
人
材
育
成
の
楽
し
さ
や
や
り

が
い
を
感
じ
さ
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
『
次
は
ど
ん
な
生
徒
が
来
る
の
だ

ろ
う
』
と
、
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
む
雰

囲
気
さ
え
あ
り
ま
す
」（
浅
井
先
生
）

　「
地
域
人
教
育
」
が
浸
透
し
た
背
景
に

は
、
社
会
教
育
が
活
発
な
飯
田
市
の
特
性

も
あ
る
。
同
市
の
20
地
区
す
べ
て
に
公
民

館
が
あ
り
、
そ
こ
を
拠
点
に
住
民
主
体
の

活
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
各
公
民

館
に
は
、
市
役
所
の
若
手
職
員
が
公
民
館

主
事
と
し
て
常
駐
し
、
地
域
に
根
づ
い
た

活
動
を
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
を
熟
知
し

た
公
民
館
主
事
が
同
校
と
地
域
の
仲
介
役

を
担
う
こ
と
で
、
生
徒
の
地
域
行
事
へ
の

参
加
、
外
部
講
師
の
学
校
派
遣
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
が
実
現
し
て
い
る
。

　「
異
動
の
あ
る
教
師
で
は
、
地
域
と
の

関
係
を
深
め
て
い
く
の
は
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
で
、
公
民
館
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
町
内
会
や
商
店
街
、
地
元
企
業

と
の
パ
イ
プ
が
で
き
、
学
び
の
場
が
広
が

り
ま
し
た
」（
浅
井
先
生
）

　
公
民
館
が
な
く
て
も
、
地
域
に
根
づ
い

た
機
関
と
連
携
す
れ
ば
、「
地
域
人
教
育
」

は
実
現
可
能
だ
と
い
う
。
有
賀
先
生
の
現

任
校
で
は
、各
町
と
つ
な
が
り
の
あ
る
社

会
福
祉
協
議
会
を
仲
介
役
と
し
て
、19
年

度
、
地
域
連
携
を
開
始
。
浅
井
先
生
の
現

任
校
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
地
元
企

業
と
協
力
し
て
地
域
連
携
を
推
進
中
だ
。

　「
根
気
強
く
活
動
を
続
け
れ
ば
、
地
域

と
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
人
た
ち
が
協
力
者
を
紹
介
し
て

く
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
活
動
に
発
展
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
教
師

も
経
験
を
重
ね
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
異
動

先
の
学
校
で
も
地
域
連
携
策
を
打
ち
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」（
國
松
先
生
）

　「
地
域
人
教
育
」
を
通
し
て
、
生
徒
は

大
き
く
成
長
し
て
い
る
。
入
学
時
と
１
年

次
末
に
行
う
、
自
己
肯
定
感
、
自
己
有
用

感
、
及
び
経
済
産
業
省
が
提
唱
す
る
「
社

会
人
基
礎
力
」（
主
体
性
、
計
画
力
、
協

働
性
な
ど
）
に
つ
い
て
の
生
徒
に
よ
る
５

段
階
の
自
己
評
価
で
は
、
す
べ
て
の
項
目

の
数
値
が
伸
び
て
い
る
。
そ
の
結
果
か
ら

も
、
同
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

（
P. 

15
図
４
）
が
順
調
に
育
成
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

　
実
際
、
生
徒
自
ら
次
の
活
動
を
提
案
す

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
人
前
で
堂
々
と
活

動
内
容
や
自
分
た
ち
の
思
い
を
発
表
す
る

よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
活
動
後
に
は
大
き

な
成
長
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
17
年
度

の
「
第
25
回
全
国
高
等
学
校
生
徒
商
業
研

究
発
表
大
会
」
で
は
、
市
の
伝
統
工
芸
品

「
飯
田
水
引
」
の
需
要
拡
大
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
で
優
秀
賞
（
２
位
）
を
受
賞
す

る
な
ど
、具
体
的
な
成
果
も
上
げ
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
教
育
効
果
の
測
定
方

法
の
確
立
だ
。
現
在
、
松
本
大
学
と
の
共

同
研
究
に
よ
っ
て
、
学
校
と
地
域
そ
れ
ぞ

れ
の
変
容
を
測
定
・
評
価
す
る
方
法
を
開

発
中
だ
。
ま
た
、「
地
域
人
教
育
」
を
教

科
の
学
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
結
び
つ

け
て
い
く
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

た
だ
、「
地
域
人
教
育
」
の
本
当
の
成
果

は
、
進
学
率
や
就
職
率
の
向
上
と
い
っ
た

短
期
的
な
成
果
で
評
価
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
を
知
る
必
要
が

あ
り
、
卒
業
後
も
追
跡
調
査
を
行
い
た
い

と
、
國
松
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「『
地
域
人
教
育
』
で
育
む
『
社
会
を
形

成
す
る
力
』
は
、
社
会
に
出
て
す
ぐ
に
発

揮
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。『
地

域
人
教
育
』
は
、
生
徒
が
社
会
の
中
心
と

な
っ
て
活
躍
す
る
10
年
後
、
20
年
後
に
効

果
が
表
れ
る
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。
長
期

的
な
視
点
で
取
り
組
み
の
検
証
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

地
域
に
根
づ
い
た
機
関
が

学
校
と
地
域
の
仲
介
役
に

主
体
性
や
協
働
性
な
ど
を

高
め
て
い
く
生
徒
た
ち

事前学習

現地調査

課題設定

企画準備

実践活動

振り返り

修正・発展

まとめ・成果発表

「地域人教育」での活動の進め方図 6

＊学校資料を基に編集部で作成。

地域について調べ、興味・関心を掘り下げる

地域を実際に歩き、地域住民に話を聞く

調査を振り返り、仮説を立てる

地域活動に参加し、地域の人に企画内容を相談

自分たちで活動を企画し、運営する

実践内容を振り返り、仮説を検証する

課題・仮説の修正、活動のブラッシュアップ

活動の成果と、自分の気づきをまとめる

事
前
学
習
に
戻
る
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吉
野
　Society 5.0

は
ど
の
よ
う
な
社
会

で
、
学
校
教
育
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

堀
田
　Society 5.0

で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
す
べ
て
の
人
と
モ
ノ
が
つ

な
が
る
（
Ｉ
ｏ
Ｔ:Internet of T

hings

）

こ
と
で
、
様
々
な
知
識
や
情
報
が
共
有
さ

れ
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
価
値
を
生
み

出
し
た
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
と
い
っ
た
現
代
社

会
の
課
題
や
困
難
を
克
服
し
た
り
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
日
本
で
は
、
働
き
手
不
足
を
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
で

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
金
融

機
関
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
よ
う
に
、
技
術
の

進
歩
に
よ
る
変
化
は
こ
れ
ま
で
も
生
活

の
様
々
な
場
面
で
起
こ
っ
て
い
た
の
で

す
が
、Society 5.0

で
は
そ
の
変
化
の
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
私
た
ち
に
は
社
会
の

発
展
が
ま
る
で
非
連
続
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省

の
「
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術

活
用
推
進
方
策
（
最
終
ま
と
め
）」
で
も

示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
教
育
基
盤
の
整
備

が
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
生
方

の
中
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
に
デ
ー
タ
を
置

く
こ
と
に
抵
抗
感
を
持
つ
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活

で
は
も
は
や
ク
ラ
ウ
ド
活
用
は
珍
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
も
、
政
府
情
報

シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
際
に
は
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
第
一
候
補
と
す
る

「
ク
ラ
ウ
ド
・
バ
イ
・
デ
フ
ォ
ル
ト
原
則
」

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。教
育
現
場
で
も
、

ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
多
様

な
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
で
の
協
働
学
習
に
取

り
組
み
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
学
習
記
録

の
蓄
積
に
よ
っ
て
生
徒
の
つ
ま
ず
き
が
発

見
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
授
業
改
善
が

進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
学
術
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
P.
９
図
４
）」

の
初
等
中
等
教
育
へ
の
開
放
は
、
そ
う
し

た
環
境
整
備
の
大
き
な
一
歩
で
す
。

荒
瀬
　
こ
れ
ま
で
、
教
育
現
場
に
お
け
る

新
し
い
技
術
へ
の
対
応
は
決
し
て
迅
速
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
学
校

現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
普
及
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
と
い

う
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
の
学

び
の
質
を
保
証
す
る
た
め
に
十
分
に
検
証

が
行
わ
れ
て
か
ら
導
入
し
よ
う
と
い
う
現

場
の
知
恵
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
大
切
な
の
は
、「
こ
れ
ま
で
は
こ
う

座談会

先
端
技
術
の
活
用
に
よ
り
進
む

教
育
基
盤
の
整
備

Society 5.0時代を
学校現場はどう捉えるか

Society 5.0 へと向かう社会の変化を、学校現場はどう受け止め、
何をすべきなのだろうか。中央教育審議会の委員であり、教育再生実行会議のワーキング・グループの

メンバーとして、同会議の第十一次提言にもかかわった 2 人の識者が語り合った。
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し
ょ
う
か
。

荒
瀬
　
先
日
訪
問
し
た
あ
る
中
学
校
の
国

語
の
授
業
で
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
上
の

付
箋
ア
プ
リ
を
使
っ
て
意
見
を
整
理
し
、

社
会
の
授
業
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
は
情
報
検

索
ツ
ー
ル
で
、
項
目
の
分
類
に
は
本
物
の

付
箋
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
既
に
現
場
で

は
、
各
教
科
・
科
目
、
単
元
の
特
性
を
踏

ま
え
、
さ
ら
に
教
師
の
持
ち
味
を
生
か
し

た
多
様
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

堀
田
　
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
考

え
る
上
で
は
、
価
値
観
そ
の
も
の
の
多
様

性
を
生
徒
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
高
校
生
で
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
る
こ
と
で
社
会
課
題
に
つ
い
て
の
多
様

な
意
見
を
集
め
、
納
得
解
を
探
す
よ
う
な

授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
授
業
で
は
、
他
者
の
価
値

観
や
考
え
方
を
可
視
化
す
る
場
面
は
あ
ま

り
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
後
は
、
授
業
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
活
用
が
、
同
時
に
、
そ
し
て
手
軽
に

意
見
交
換
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
他
者
の
価
値
観
や
考
え
方
が
可

視
化
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
の
一

部
の
国
で
は
、
授
業
中
の
議
論
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
学
び
が
と
て
も

活
性
化
し
た
そ
う
で
す
。
日
本
の
高
校
生

だ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う
だ
」
と

い
っ
た
思
い
込
み
は
横
に
置
き
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
は
ど
う
あ
り
た
い
か
を
教
師
が

議
論
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
議
論
し
、
考

え
て
お
け
ば
、
環
境
が
変
わ
っ
た
時
に
し

な
や
か
に
対
応
で
き
ま
す
。

吉
野
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
を
受
け
止

め
て
高
校
教
育
を
再
構
築
し
て
い
く
心
構

え
が
、
先
生
方
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
田
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
誕
生
し
た
の

は
約
10
年
前
で
、
当
時
は
、
ス
マ
ホ
に
縛

ら
れ
る
生
活
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
す
る

声
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
ス
マ
ホ
の
お
か
げ
で
快

適
に
生
活
で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る

人
の
方
が
多
い
は
ず
で
す
。
先
生
方
の
業

務
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
任
せ
て
も
よ
い
も
の

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
生
徒
の
学

習
ペ
ー
ス
や
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
学
習
教

材
や
動
画
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を

Classi

（
＊
１
）
な
ど
に
手
伝
っ
て
も
ら

う
代
わ
り
に
、
人
間
は
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
る
こ
と
で
、
先
生
方
は
よ
り
教
師
ら

し
さ
を
発
揮
で
き
る
時
代
が
来
ま
す
。

荒
瀬
　
教
師
ら
し
さ
と
い
う
点
で
は
、
Ａ

Ｉ
の
活
用
で
で
き
た
時
間
を
生
か
し
て
、

先
生
方
に
は
生
徒
の
評
価
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生

徒
自
身
が
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
自
分

の
魅
力
に
気
づ
け
る
よ
う
に
、
生
徒
と
対

話
を
重
ね
る
こ
と
は
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ
な
ど
を

蓄
積
し
た
学
び
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活

用
し
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
適
性
に
応

じ
て
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
が
実
現
さ

れ
れ
ば
、
生
徒
は
よ
り
自
信
を
深
め
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
生
徒
の

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
で
、
生
徒
は

自
分
を
信
じ
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
可

能
性
も
信
じ
、
他
者
と
か
か
わ
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

吉
野
　
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
に
よ
っ

て
自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ
る
こ
と
で
、
個

人
の
あ
り
方
も
他
者
と
の
か
か
わ
り
方
も

変
わ
り
、
ひ
い
て
は
社
会
を
よ
り
豊
か
に

し
て
い
く
、
そ
う
し
た
教
育
が
今
後
求
め

ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

吉
野
　
今
後
、
整
備
さ
れ
て
い
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
中
、
現
場
の
先
生
方
は
ど
の
よ

う
に
授
業
改
善
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
で

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

学
校
カ
ン
パ
ニ
ー

営
業
本
部
長

吉
野
隆
弘

よ
し
の
・
た
か
ひ
ろ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
さ
せ
る

大
谷
大
学
文
学
部
教
授

荒
瀬
克
己 

あ
ら
せ
・
か
つ
み

京
都
府
・
京
都
市
立
堀
川
高
校
校
長
、
京
都
市
教
育
委
員

会
教
育
企
画
監
を
経
て
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
現
職
。
第

10
期
中
央
教
育
審
議
会
委
員
、
初
等
中
等
教
育
分
科
会
長
、

新
し
い
時
代
の
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
主
査
な
ど
を
務
め
る
。

東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
教
授

堀
田
龍
也 

ほ
り
た
・
た
つ
や

文
部
科
学
省
「
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
在
り

方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
座
長
、
第
10
期
中
央
教
育
審

議
会
委
員
、
初
等
中
等
教
育
分
科
会
委
員
、
新
し
い
時
代

の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
特
別
部
会
委
員
な
ど
を
務
め

る
。
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に
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
多
様
な
価
値
観
や
考
え
方
と
の
出
合

い
の
ツ
ー
ル
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ク
ラ

ス
や
部
活
動
の
人
間
関
係
が
そ
の
ま
ま
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
つ
な
が
り
に
な
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
や
考
え
方
を

持
っ
た
人
た
ち
と
ネ
ッ
ト
上
で
意
見
交
換

し
、
認
め
合
う
経
験
は
、
授
業
の
中
で
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

吉
野
　
先
端
技
術
の
教
育
現
場
で
の
活
用

は
、
教
材
や
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ
の
蓄
積
・

共
有
に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
生
方
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
指
導
観
の
伝
承
の
あ
り
方
に
も
影
響

を
与
え
そ
う
で
す
。

堀
田
　
同
じ
教
科
書
で
同
じ
単
元
を
16
人

の
小
学
校
教
師
が
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い

る
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
場
面
や
活
用
意
図
も
含
め
、
全
員
が
違

う
教
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
教
師
の
専
門
性
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
よ
っ
て
教
え
方
が
異
な
る
の
は
当
然
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
ほ
か
の
教
師
の
授
業
を
知
ら
な
い
ま
ま

だ
と
、
授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
点
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
例
え
ば
、
授
業
を
動
画
と
し
て
記

録
す
れ
ば
、
忙
し
い
先
生
方
も
学
び
合
い

の
機
会
が
つ
く
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

荒
瀬
　
先
端
技
術
の
活
用
の
面
で
は
、
先

生
方
に
も
授
業
内
外
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
い
く
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
１

人
で
は
な
く
、
考
え
方
も
経
験
も
多
様
な

チ
ー
ム
で
行
う
こ
と
で
大
き
な
価
値
を
生

み
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
づ
く
り
を

校
長
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

堀
田
　
私
が
先
生
方
に
特
に
お
願
い
し
た

い
の
は
、
先
端
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
教
え
方
や
支
援
の
方
法
を
学

び
、
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
ほ
か
の
先
生
の
授
業
の
動
画
を

見
て
話
し
合
っ
た
り
、生
徒
の
ス
タ
デ
ィ
・

ロ
グ
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
生
徒
の
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
か
を
議
論
し
た
り
、

先
生
同
士
が
つ
な
が
り
な
が
ら
挑
戦
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
野
　Society 5.0

は
「
人
間
中
心
の
社

会
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
ま
で
の
先
生
方
の
お
話
を
踏
ま
え
る

と
、Society 5.0

に
向
け
た
教
育
に
お
い

て
も
、
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術
は
生
徒
の
よ

り
よ
い
学
び
や
そ
の
実
現
を
支
援
す
る
教

師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
手
段
で
あ
り
、
中
心

に
存
在
す
る
の
は
、
生
徒
や
教
師
、
す
な

わ
ち
人
間
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ

う
し
た
人
間
中
心
の
教
育
を
通
し
て
、
先

生
方
に
は
何
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
瀬
　
私
た
ち
の
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
や
技
術
革
新
、
生
産
年
齢
人
口

の
急
減
な
ど
、
大
き
な
変
動
の
中
に
あ
り

ま
す
。
高
大
接
続
改
革
は
、「
混
沌
と
し

た
状
況
の
中
に
問
題
を
発
見
し
、
答
え
を

生
み
出
し
、新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
」

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
れ
は

ま
さ
にSociety 5.0

に
向
け
た
教
育
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、

必
要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て

る
こ
と
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促

す
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
他
者
や
社
会
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
、
職
業
人
、
家
庭
人
、
地

域
社
会
の
一
員
な
ど
、
様
々
な
社
会
的
・

職
業
的
役
割
を
担
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
一
人
ひ

と
り
が
担
う
役
割
も
人
生
の
中
で
多
様
に

変
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会

挑
戦
し
続
け
る
教
師
チ
ー
ム
で
、

生
徒
に
合
っ
た
授
業
を
つ
く
る

事象から意味や価値を見いださせるような

「問い」を生徒に投げかけることが

これからも変わらず大切です
堀田龍也

改
革
・
改
訂
に
共
通
す
る
の
は

資
質
・
能
力
の
育
成
と
い
う
目
的
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高
校
は
、
生
徒
に
混
沌
と
し
た
時
代
を
生

き
る
力
を
育
む
た
め
の
場
で
あ
る
の
に
、

残
念
で
す
。
ど
ん
な
生
徒
に
育
て
る
の

か
。
そ
の
た
め
の
教
育
課
程
や
入
学
者
受

け
入
れ
を
ど
う
す
る
の
か
。
ス
ク
ー
ル
ポ

リ
シ
ー
を
明
確
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
普
通
科
改
革
も
、
必
修
科
目
は
き
ち

ん
と
履
修
さ
せ
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間

や
選
択
科
目
、
学
校
設
定
科
目
を
充
実
さ

せ
て
、「
学
校
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
こ

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め

に
、
こ
の
よ
う
な
教
育
を
行
う
」
と
、
生

徒
に
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
生
に
も
、
明
確

に
示
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

吉
野
　
環
境
整
備
は
今
後
進
ん
で
い
き
ま

す
が
、Society 5.0

に
向
け
て
先
生
方
に

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

堀
田
　Society 5.0

に
お
い
て
求
め
ら
れ

る
の
は
、
意
味
を
見
つ
け
た
り
、
価
値
を

解
釈
し
た
り
す
る
力
で
あ
り
、
そ
う
し
た

力
を
育
む
「
問
い
」
が
今
後
も
重
要
で
す
。

例
え
ば
、参
政
権
に
つ
い
て
学
ん
だ
時
に
、

「
な
ぜ
、
こ
の
時
代
に
参
政
権
を
得
た
の

だ
ろ
う
か
」な
ど
と
問
い
か
け
る
こ
と
で
、

生
徒
は
事
象
か
ら
意
味
や
価
値
を
見
い
だ

そ
う
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
答

え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
対
し
て
自
分

が
見
い
だ
し
た
意
味
や
価
値
を
、
教
師
と

生
徒
、
生
徒
同
士
で
の
対
話
を
通
じ
て
や

り
取
り
す
る
こ
と
で
、
見
方
・
考
え
方
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。Society 5.0

に
お

け
る
学
校
で
は
、
生
徒
に
は
個
別
最
適
化

し
た
学
び
が
提
供
さ
れ
ま
す
が
、
個
別
最

適
化
し
た
学
び
と
、
教
師
が
ク
ラ
ス
集
団

と
と
も
に
つ
く
る
学
び
は
、
決
し
て
二
項

対
立
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
端

技
術
を
活
用
し
た
個
別
最
適
化
し
た
学
び

が
広
ま
っ
て
も
、
授
業
中
の
教
師
の
知
的

な
話
や
生
徒
が
協
働
し
て
探
究
す
る
時
間

は
変
わ
ら
ず
大
切
な
の
で
す
。

荒
瀬
　
人
間
の
社
会
は
、
狩
猟
社
会
、
農

耕
社
会
、
工
業
社
会
、
そ
し
て
情
報
社
会

と
変
遷
し
て
き
た
と
言
わ
れ
ま
す
。た
だ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
は
、
後
に
そ
の
時
代
を

振
り
返
っ
た
時
に
、
確
か
に
そ
う
い
う
時

代
だ
っ
た
と
人
々
に
認
知
さ
れ
る
も
の
で

し
ょ
う
。Society 5.0

と
言
わ
れ
る
こ
れ

か
ら
の
時
代
が
、
後
世
の
人
か
ら
「
確
か

に
人
間
中
心
の
社
会
だ
っ
た
」
と
振
り
返

ら
れ
る
よ
う
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を

活
用
し
な
が
ら
も
「
人
が
人
を
育
て
る
」

教
育
を
、
こ
れ
か
ら
も
先
生
方
が
追
究
し

て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

に
お
い
て
、
自
立
し
、
自
分
を
成
長
さ
せ

て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
、

新
学
習
指
導
要
領
で
は
３
つ
の
柱
で
捉

え
、
そ
の
育
成
と
評
価
が
現
場
の
先
生
方

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

堀
田
　
変
化
が
激
し
い
社
会
で
は
、
企
業

が
求
め
る
力
も
刻
々
と
変
化
し
、
働
く
人

た
ち
の
流
動
性
が
高
ま
る
た
め
、
学
び
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

学
び
続
け
、自
分
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

キ
ャ
リ
ア
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
中
に

は
「Society 5.0

」
と
い
う
言
葉
は
出
て

き
ま
せ
ん
が
、Society 5.0

に
向
け
た
人

材
育
成
の
理
念
は
、
既
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

吉
野
　Society 5.0
に
向
け
て
、高
校
は
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
資
質
・
能

力
を
最
大
限
伸
ば
す
た
め
の
普
通
科
改
革

や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
充
実
、
地
域
や
大

学
等
と
の
連
携
強
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
高
校
教
育
改
革
も
、

新
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
一

致
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

荒
瀬
　
２
０
０
１
年
に
生
ま
れ
た
３
万
人

の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
「
21
世
紀
出
生

児
縦
断
調
査
（
＊
２
）」
で
は
、
高
校
生

に
な
る
と
、
学
習
意
欲
も
学
習
時
間
も
減

少
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

＊2　21世紀出生児縦断調査（平成 13年出生児）は、同一客体を長年にわたって追跡する縦断調査として、平成 13年度から実施している統計調査。第 16回調査から、
少子化対策のみならず、教育面を含む国の施策に活用することを目的として、文部科学省を実施主体とする厚生労働省との共管調査として実施している。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
す
る
中

よ
り
重
要
に
な
る
教
師
の
役
割

生徒が自分のよさや可能性に気づけるように
生徒と対話を重ねていけるのは、
ＡＩではなく、人間の教師です
荒瀬克己
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貢
献
が
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
る
取
り
組

み
に
し
ま
し
た
」（
乙
部
校
長
）

　
総
合
学
習
に
お
け
る
活
動
内
容
は
、
教

室
内
で
行
わ
れ
る
発
想
法
や
発
表
方
法
の

学
習
、
地
域
に
足
を
運
ん
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
多
岐
に
及
ん
だ
が
、
具

体
的
な
活
動
と
と
も
に
「
伝
え
る
力
を

手
に
入
れ
よ
う
」「
比
べ
る
力
を
手
に
入

れ
よ
う
」
な
ど
と
、「
手
に
入
れ
た
い
力
」

も
明
ら
か
に
し
、
生
徒
に
伝
え
た
。

　
乙
部
校
長
は
、
生
徒
の
出
身
中
学
校
が

あ
る
自
治
体
す
べ
て
に
足
を
運
び
、
行
政

に
協
力
を
要
請
。
21
人
の
ゲ
ス
ト
を
招
い

た
「
地
域
振
興
関
係
者
を
囲
む
会
」
を
開

い
て
、
意
見
交
換
と
生
徒
た
ち
の
活
動
成

　
岡
山
県
立
瀬
戸
高
校
が
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
（
以
下
、
総
合
学
習
）
に
、

地
域
で
の
学
び
を
取
り
入
れ
た
の
は

２
０
１
６
年
度
。
前
年
度
に
赴
任
し
た
乙

部
憲
彦
校
長
が
、「
真
面
目
だ
が
受
け
身

が
ち
な
生
徒
に
、
地
域
で
の
活
動
を
通
じ

て
自
信
を
つ
け
さ
せ
た
い
」
と
考
え
、
１

学
年
の
総
合
学
習
の
改
革
に
着
手
し
た
。

　「
初
年
度
は
『
地
域
調
べ
・
地
域
貢
献
』

を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
な
ど

を
活
用
し
て
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
確
認

し
な
が
ら
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
発
信
や

図１　「瀬戸高　６つの力」

❶受けとる力
• 聴く

•メモする

❸つながる力
• 仲間とつながる
• 地域とつながる
• 世界とつながる

• 考えと考えをつなぐ

❺見つける力
• 課題を見つける
• 強みを見つける

•新たな価値を見つける
• 発想する

❷伝える力
•言葉で伝える

• 記述する
•プレゼンする

❹考える力
• 論理的思考力
• 批判的思考力

• 課題を解決する

❻より良くなろうと
する力

• 向上心を持つ
• 学び方を学ぶ
• 価値を学ぶ

＊学校資料を基に編集部で作成。

改 革 事 例

地域連携を重視した「総合的な学習の時間」を中心に、
イノベーターを育てる教育活動の実現を目指す

岡山県立瀬戸高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

◎「尚学・自主・健康・協調」を校訓に、学
区に根ざした進学校として、“自ら学ぶ生徒”　

“リーダーシップを発揮する生徒”“表現力のあ
る生徒”の育成を目指す。第 12 回キャリア教
育に関する文部科学大臣表彰受賞。
◎設立　1909（明治 42）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 160 人（全日制）
◎ 2018 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、大阪大、岡山大、
九州大、大阪市立大、岡山県立大などに 37人が合格。私立大は、同志社大、立
命館大、関西大、関西学院大、岡山理科大などに延べ 183 人が合格。
◎ URL　http://www.seto.okayama-c.ed.jp/

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

カリキュラム
・指導計画

学校教育
目標

授業・
指導実践 評価・検証

今回

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て

育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力
を
定
義
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果
の
発
表
を
行
っ
た
。

　「
地
域
振
興
関
係
者
か
ら
は
、『
地
域
を

と
も
に
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
高
校
生

に
も
も
っ
と
地
域
に
つ
い
て
調
べ
、
深
く

考
え
て
ほ
し
い
』
と
、
率
直
な
要
望
も
い

た
だ
き
ま
し
た
」（
乙
部
校
長
）

　
広
範
な
地
域
と
の
連
携
を
土
台
に
、
翌

17
年
度
、
１
年
生
の
総
合
学
習
は
、「
セ

ト
☆
ラ
ボ
（
地
域
研
究
室
）」
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
さ
れ
、さ
ら
に
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
17
年
度
か
ら

赴
任
し
た
絹
田
昌
代
先
生
だ
。

　「
セ
ト
☆
ラ
ボ
の
『
☆
』
は
、
自
ら
を

『
陰い

ん

キ
ャ
』
と
い
う
生
徒
を
輝
か
せ
た
い
と

い
う
思
い
を
表
し
ま
し
た
」（
絹
田
先
生
）

　
絹
田
先
生
は
、
総
合
学
習
を
軸
に
学
校

と
し
て
生
徒
に
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
「
瀬
戸
高
　
６
つ
の
力
」
を
定
義
し
た

（
図
１
）。
そ
の
際
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ

た
の
が
、
前
年
度
の
総
合
学
習
の
中
で
明

記
さ
れ
た
、
活
動
を
通
し
て
手
に
入
れ
た

い
力
や
、
校
訓
、
学
校
経
営
目
標
だ
。
そ

れ
は
、
総
合
学
習
を
教
育
活
動
の
中
核
と

し
て
位
置
づ
け
る
た
め
の
作
業
だ
っ
た
と

絹
田
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
真
面
目
で
コ
ツ
コ
ツ

と
努
力
す
る
タ
イ
プ
で
す
が
、
生
徒
自
身

の
自
己
評
価
で
は
、『
シ
ャ
イ
』『
地
味
』と
、

必
ず
し
も
前
向
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
徒
も
、変
化
の
激
し
い
時
代
に『
真

面
目
で
お
と
な
し
い
』
だ
け
で
は
駄
目
だ

と
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な
生
徒

の
気
持
ち
に
応
え
な
が
ら
、
思
い
き
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
教
育
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
ま
ず
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
管
理
職
と
と
も
に
検
討

し
ま
し
た
」（
絹
田
先
生
）

　
翌
18
年
度
か
ら
は
、「
瀬
戸
高
　
６
つ

の
力
」
を
学
校
経
営
目
標
に
明
記
し
、
学

校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て

校
内
外
に
周
知
し
て
い
る
（
図
２
）。

　　
総
合
学
習
は
、
現
在
、
次
の
よ
う
な
内

容
で
各
学
年
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。

•

１
年
次
「
セ
ト
☆
ラ
ボ
」　「
未
来
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
に
地
域
の
課
題
を
知

る
」こ
と
を
テ
ー
マ
に
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
含
む
探
究
的
な
学
び
を
展
開
。
地
域

振
興
関
係
者
か
ら
地
域
の
課
題
や
魅
力
、

今
後
の
展
望
な
ど
を
聴
き
取
り
、
地
域
課

題
の
解
決
方
法
な
ど
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
提
案
す
る
。

•

２
年
次
「
Ｓ
☆
ラ
ボ
」　「
２
０
３
０
年

を
見
通
し
た
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
学

問
分
野
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）
か
ら
何
を

考
え
る
か
、
提
案
で
き
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
探
究
的
な
学
び
を
展
開
。
学
び
た
い
学

問
領
域
と
地
域
課
題
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
つ
な

ぐ
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
先
進
的
に
取

り
組
む
岡
山
大
学
の
教
員
の
講
義
や
企
業

の
取
り
組
み
を
聴
い
た
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で

図２　学校経営計画と育成を目指す資質・能力（19年度）

①上級学校へ進学できる学力と社会人として必要な６つの力
を身につけた生徒の育成（受けとる力・伝える力・つなが
る力・考える力・見つける力・より良くなろうとする力）

②主体的な学びを身につけ、自信を持ち意欲的に行動する
ことができる生徒の育成

③実践的コミュニケーション能力を身につけ、健全で良好な
人間関係を築く生徒の育成

④地域の方から支持され、将来にわたって、郷土・地域に
貢献できる生徒の育成

瀬戸高ならではの特徴ある取り組みを進め、これからの社会
に必要な６つの力を育成する（受けとる力・伝える力・つなが
る力・考える力・見つける力・より良くなろうとする力）

①授業改善を進め、各教科の指導を通して、生徒の主体的な
学びを実現する。（尚学）

② 生徒が自らの価値に気づき、自信を持って意欲的に行動し、
より良くなろうとする力の育成を行う。 （自主）

③活気溢れ、健全で良好な人間関係を築き、その関係を基に
した実践的なコミュニケーション能力の育成を行う。 (健康 )

④地域との連携を進め、郷土・地域の将来を考え、地域貢献
を行う力と社会変革の担い手として、イノベーションを起こ
す力の育成を図る。 （協調）

＊学校資料を基に編集部で作成。

１. 実現しようとする本校のビジョン（将来像、目指す姿）

2. 具体的な学校経営目標
　 （  ）は校訓

３
学
年
主
任

古
市
秀
治

ふ
る
い
ち
・
ひ
で
は
る

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

２
学
年
担
任

景
﨑
大
喜

か
げ
さ
き
・
だ
い
き

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
課
。

教
務
課
長

那
須
仁
司

な
す
・
ひ
と
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。

指
導
教
諭

絹
田
昌
代
　

き
ぬ
た
・
ま
さ
よ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
進
路
指
導
課
。

教
頭三澤

宏
之

み
さ
わ
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

校
長乙部

憲
彦

お
と
べ
・
の
り
ひ
こ

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。

地
域
の
視
点
も
借
り
な
が
ら

生
徒
の
資
質
・
能
力
を
見
る

＊１　Sustainable Development Goals の略。２０１５年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、１７の目標と１６９のターゲッ
トから成る。
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追
究
す
る
（
図
３
）。
地
域
課
題
に
貢
献

で
き
る
提
案
を
Ｋ
Ｐ
法
（
＊
２
）
を
用
い

て
発
表
す
る
。

　「
自
分
の
気
づ
き
、
仲
間
の
言
葉
、
岡

山
大
学
の
講
義
な
ど
が
つ
な
が
り
新
し
い

価
値
を
見
つ
け
た
瞬
間
、
生
徒
の
顔
が
輝

き
ま
す
。
そ
の
ひ
ら
め
き
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
地
域
、
大
学
に
出
か
け
る
よ
う

に
な
っ
た
時
に
は
、
チ
ー
ム
は
自
走
し
始

め
て
い
ま
す
」（
絹
田
先
生
）

•

３
年
次
「
Ｄ
☆
ラ
ボ
」　
１
、２
年
次

の
活
動
を
卒
業
後
の
進
路
に
つ
な
げ
る

探
究
的
な
進
路
学
習
を
展
開
。「
Ｄ
」
は

D
ream

・D
iscover

・D
esign

の
頭
文

字
で
、
自
分
の
夢
を
見
つ
け
デ
ザ
イ
ン
す

る
と
い
っ
た
意
味
を
込
め
て
い
る
。
自
身

の
進
路
実
現
と
結
び
つ
け
な
が
ら
志
望
理

由
書
や
自
己
推
薦
書
を
作
成
す
る
。

　
１
年
次
の
活
動
で
は
特
に
「
受
け
と
る

力
」
の
育
成
が
重
視
さ
れ
る
が
、そ
れ
は
、

受
け
身
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
が
持
つ

よ
さ
と
し
て
認
め
た
上
で
、
次
の
段
階
に

進
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
学
校
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
域

行
政
の
関
係
者
や
地
元
新
聞
社
の
記
者
な

ど
の
話
を
聴
き
、
ひ
た
す
ら
メ
モ
を
し
て

い
く
こ
と
か
ら
活
動
は
始
ま
る
と
、
３
学

年
主
任
の
古
市
秀
治
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
地
域
課
題
と
言
っ
て
も
、生
徒
が
知
っ

て
い
る
の
は
過
疎
化
、
少
子
化
の
言
葉
の

意
味
く
ら
い
で
、
自
分
の
住
む
町
で
そ
れ

ら
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
、
ど
ん
な
影
響

が
暮
ら
し
に
生
じ
て
い
る
の
か
ま
で
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
状
を
知
る
た
め
に

は
、
話
を
聴
い
て
受
け
と
る
力
が
必
要
だ

と
考
え
、
メ
モ
の
取
り
方
や
話
の
聴
き
方

を
学
ん
で
い
く
よ
う
に
し
た
の
で
す
」

　「
６
つ
の
力
」
は
年
に
２
回
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
生
徒
が
自
己
評
価
す
る
。

地
域
の
人
々
に
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
公
開

さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
者
評
価
に
外
部
の

視
点
も
加
わ
っ
て
い
る
（
図
４
）
と
三
澤

宏
之
教
頭
は
説
明
す
る
。

　「
文
化
祭
、
体
育
大
会
な
ど
の
活
動
の

冒
頭
に
校
長
が
『
今
日
は
６
つ
の
力
の
う

ち
、
特
に
「
つ
な
が
る
力
」
を
意
識
し
よ

う
』
な
ど
と
生
徒
に
呼
び
か
け
る
の
で
す

が
、
そ
れ
を
聞
い
た
地
域
の
方
が
生
徒
に

対
し
て
『
今
日
は
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で

き
て
い
る
ね
』『
二
つ
の
異
な
る
考
え
を

う
ま
く
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ね
』
な

ど
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
場
面
も
目
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
三
澤
教
頭
）

　「
６
つ
の
力
」
を
生
徒
に
強
く
意
識
さ

せ
る
た
め
、
２
学
年
担
任
の
景か

げ

﨑さ
き

大だ
い

喜き

先

生
は
、
総
合
学
習
の
指
導
案
を
生
徒
に
配

布
し
て
い
る
。

　「
事
前
に
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
生
徒

地域と強く結びつきながらスタートした瀬戸高校の「総合的な学
習の時間」は、現在、SDGsの視点も取り入れている。持続可能
な世界を実現するための17の目標を地域の具体的な課題と関連
づけ、その解決方法などを提案。さらに地域の企業と協働して新
商品開発やブランドづくりなどへと発展させる。生徒にとっては、
地域を変えるイノベーターとして成長を遂げる機会となっている。

＊学校パンフレットをそのまま掲載。

図３　総合的な学習の時間におけるSDGsの視点例

＊２　紙芝居プレゼンテーション法。公益社団法人日本環境教育フォーラムの川嶋直氏が開発した思考整理とプレゼンテーションの手法。
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導
か
れ
た
道
標

に
指
導
案
を
渡
し
、
そ
の
日
の
ど
の
活
動

で
ど
ん
な
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
る
の
か

を
説
明
し
、
各
活
動
が
円
滑
に
進
む
よ
う

に
役
割
を
与
え
て
い
ま
す
。
生
徒
自
身
が

資
質
・
能
力
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
各
活

動
の
質
が
高
ま
り
ま
す
」（
景
﨑
先
生
）

　
総
合
学
習
か
ら
始
ま
っ
た「
６
つ
の
力
」

の
育
成
は
、
各
教
科
の
授
業
の
あ
り
方
に

も
変
化
を
も
た
ら
し
始
め
て
い
る
。
同
校

で
は
、
若
手
教
師
14
人
が
教
科
横
断
で
４

チ
ー
ム
を
形
成
し
て
授
業
改
善
に
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
19
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
、
知
識
構
成
型

ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
３
）、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
（
＊
４
）
な
ど
、
生
徒
の
主
体
的
な
学

び
を
促
し
、「
６
つ
の
力
」
の
育
成
に
寄

与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
テ
ー
マ
を
チ
ー
ム

で
研
究
し
、
特
定
の
教
科
で
公
開
授
業
に

臨
む
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

　「
総
合
学
習
で
生
徒
が
発
想
豊
か
に
活

動
で
き
る
よ
う
、
ジ
グ
ソ
ー
法
を
始
め

様
々
な
手
法
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
多
く
が
教
科
の
授
業
で
も
活
用
で
き
る

と
気
づ
い
た
若
手
教
師
が
自
主
勉
強
会
を

開
く
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
組
織
的
な
授

業
改
善
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
」（
三

澤
教
頭
）

　
教
務
課
長
の
那
須
仁
司
先
生
は
、「
教

科
の
枠
を
取
り
外
し
た
こ
と
、『
６
つ
の

力
』
の
育
成
と
い
う
目
標
を
明
確
に
し
た

こ
と
が
、
従
来
の

授
業
改
善
の
動
き

と
の
大
き
な
違
い

だ
」
と
語
る
。

　「
年
２
回
の
公

開
授
業
で
は
、
単

元
目
標
に
加
え
、

態
度
目
標
と
し
て

『
６
つ
の
力
』
の

ど
れ
を
重
視
し
て

授
業
を
展
開
す
る

か
を
明
ら
か
に
し

ま
す
。『
６
つ
の

力
』
の
育
成
を
明

確
に
す
る
こ
と
で

公
開
授
業
に
参
加

し
た
教
師
の
授
業

の
あ
り
方
に
直
接

的
に
影
響
を
与
え
ま
す
」（
那
須
先
生
）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
景
﨑
先
生

も
、「
授
業
を
見
る
際
に
、『
６
つ
の
力
』

の
ど
の
力
の
育
成
を
重
視
し
て
い
る
授
業

な
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
授
業
を
見
る
視

点
が
定
ま
る
」と
話
す
。
同
校
で
は
現
在
、

一
部
の
教
科
で
「
６
つ
の
力
」
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
作
成
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
に
「
地
域
は
自
分
た

ち
で
変
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
生
徒
は
自
身

を
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
大
き
く
変
え
て

い
る
。
資
質
・
能
力
の
育
成
を
意
識
し
た

同
校
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
多
く
の
教
科

で
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
の
成
長

は
一
層
加
速
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　総合学習の改革が始まった３年前、校内
だけでなく校外の人とも教師がつながるこ
とで、学校全体が変わっていくエネルギー
が生まれることに感動しました。私自身は、
人を動かしたり、人とつながったりするこ
とがそれほど得意ではありませんでした
が、岡山大学の研究者や企業の方々と連携
しながら、伝える力や受けとる力を生徒と
同様に高めていったと思います。
　育成を目指す資質・能力が明確になった
ことで、数値化できない力をどのように評
価するかを日々考えるようになりました。
総合学習でのプロセス評価の仕組みづくり
も学び始めていますが、担当する数学の授
業でも、ただ解答を書かせるだけではなく、
なぜその定理を使うのかといった理由を説
明させることが増えるなど、自分の授業の
変化を実感しています。

資質・能力の育成を
意識することで
自分の授業にも変化が
景﨑大喜先生

総合学習では、育成を目指す「6 つの力」のルーブリックを作成。ルーブリックは、
地域からの参加者が生徒の様子を評価する際にも提示され、生徒の活動を理解する材
料として活用されている。
＊学校資料をそのまま掲載。ルーブリックの全容は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト

（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご
覧ください。

図４　ルーブリック育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
地
域
と
共
有
し
、

教
科
を
超
え
て
育
成
す
る
こ
と
で
生
徒
を
大
き
く
育
て
る

私の教育デ
ザイン

＊３　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキス
パート活動」、そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。
＊４　STEAM 教育は、科学（Science）・技術（Technology）・工学（Engineering）・芸術（Art）・数学（Mathematics）に重点を置いた教育、人材育成のこと。

各
教
科
で
も
資
質
・
能
力
の

育
成
に
向
け
た
授
業
改
善
に
着
手

 August  201925

0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 24頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
08/02
山本憲 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 25頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
08/02
山本憲

再
念
校
08/06
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P22-25_view21koukou-8g.indd   25 19/08/06   10:55



　人
口
減
少
や
高
齢
化
、
農
産
物
の
輸
入
増
加
に
伴
い
、

中
小
規
模
の
農
家
の
自
立
、
中
山
間
地
域
の
保
全
、
農

村
資
源
の
維
持
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
自
治
体
は

多
い
。
中
で
も
青
森
県
は
、
人
口
減
少
率
が
全
国
で
も

高
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
県
内
の
市
町
村
の
多
く
が
消
滅

す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
を

青森県立三本木農業高校
◎校訓は、「自主協同・自律責任・質実剛健・
言行一致」。植物科学科・動物科学科の１年生
は全員、寄宿舎での寮生活が必須。地域活性
化につながる取り組み「高校生農力開花事業」
や、県内の動物の殺処分ゼロを目指す「命の
花プロジェクト」などを実施し、地域を支え
る「人財」の育成を図る。
◎設立　1898（明治31）年
◎形態　全日制／植物科学科・動物科学科・
農業機械科・環境土木科・農業経済科／共学
◎生徒数　１学年約170人
◎２０１９年度進路実績（現役のみ）
４年制大は、弘前大、酪農学園大、八戸学院
大、東京農業大、日本大などに 35人が合格。
短大、専門学校進学 49人。就職 76人。
◎URL

青森県立三
さん

本
ぼん

木
ぎ

農業高校
佐々木秀幸　ささき・ひでゆき　

教職歴２８年。同校に赴任して８年目。
植物科学科主任。農場部副主任。
２０１７年度に有志の教師が行う放課後の勉強会「農

のう

可
か

尊
そん

熟
じゅく

」を
立ち上げ、主体的・対話的で深い学びを実践。同勉強会や授業で、
青森県の農業・地域の課題を生徒に伝え、考えさせている。

http://www.sanbongi-ah.asn.ed.jp/

13:35 グループ分け 授業
ハイライト

デ
ー
タ
や
新
聞
記
事
を
活
用
し
た

グ
ル
ー
プ
討
論
で
、地
域
や
農
業
の

課
題
に
向
き
合
う
志
を
高
め
る

教室に入る際、生徒は番号の書かれたくじを引き、該当す
る番号の席に座った。１グループは４～５人。グループ内
では役割が書かれたくじを引き、司会・書記・発表・事務・
片づけ役を決めた。事務係が佐々木先生から受け取ったプ
リントをメンバーに配布したところで、授業が始まった。
くじ引きは毎時間行い、メンバーや役割はその都度変わる。

●
植
物
科
学
科
２
年
生
が
履
修
す
る
、教
科
「
農
業
」
の
「
野

菜
」
は
、２
時
間
連
続
で
行
う
科
目
だ
。今
回
は
、単
元
「
野

菜
生
産
の
役
割
と
動
向
」
の
全
６
時
間
の
う
ち
の
５
・
６
時

間
目
。
デ
ー
タ
や
新
聞
記
事
を
基
に
東
北
の
農
業
の
特
徴
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。（
Ｐ
．29
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

農業

実践

地
域
や
農
業
の
課
題
へ
の
関
心
を
高
め
、

未
来
の
地
域
の
担
い
手
を
育
成

佐
々
木
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

26 August  2019

0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 26頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
松下

念
校
08/02
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P26-29_view21koukou-8g.indd   26 19/08/02   15:31



背
景
に
、
植
物
科
学
科
主
任
の
佐
々
木
秀
幸
先
生
は
、

農
業
教
育
へ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
本
校
の
卒
業
生
の
多
く
は
地
元
で
就
職
し
、
地
域

の
未
来
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
現
状
か
ら
、

地
域
の
課
題
を
自
分
の
将
来
と
重
ね
合
わ
せ
、
地
域
の

発
展
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
本
校
の
使

命
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
た
だ
、
同
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
農
家
の
後
継
ぎ
で

は
な
く
、
農
業
問
題
へ
の
関
心
は
決
し
て
高
く
な
い
。

そ
う
し
た
生
徒
に
課
題
意
識
を
持
た
せ
、
地
域
の
将

来
を
担
う
志
を
育
む
た
め
に
、
２
０
１
７
年
度
、
有
志

の
教
師
が
立
ち
上
げ
た
の
が
、
生
徒
同
士
で
の
勉
強
会

「
農の

う

可か

尊そ
ん

熟じ
ゅ
く」
だ
っ
た
。
毎
週
月
曜
日
の
放
課
後
に
１

時
間
程
度
、
学
年
や
学
科
を
問
わ
ず
希
望
者
が
集
ま
り
、

農
業
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
生
徒
同
士
で

議
論
し
て
い
る
。

　
勉
強
会
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
。
同
校
で
既
に
Ａ
Ｌ
を

授
業
で
実
践
し
て
い
た
前
進
路
指
導
主
事
の
鈴
木
康
夫

先
生
（
現
・
青
森
県
立
五
戸
高
校
教
頭
）
が
、
生
徒
同

士
の
主
体
的
な
議
論
を
促
そ
う
と
提
案
し
た
の
だ
。

　
佐
々
木
先
生
は
、
鈴
木
先
生
の
指
導
や
勉
強
会
の
運

営
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
や
手
法
を
学
ん
だ
。

　「
最
初
は
、
私
が
一
方
的
に
話
し
過
ぎ
た
り
、
生
徒
に

意
見
を
押
し
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

抑
え
、
生
徒
同
士
の
話
し
合
い
を
増
や
し
て
い
く
中
で
、

生
徒
が
積
極
的
に
意
見
を
出
し
、
議
論
が
白
熱
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
勉
強
会
で
Ａ
Ｌ
の
実
践
に
手
応
え
を
感
じ
た
佐
々
木

先
生
は
、
19
年
度
、
担
当
す
る
科
目
「
野
菜
」
の
授
業

で
も
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。「
野
菜
」

は
、
講
義
と
農
場
実
習
か
ら
成
る
専
門
科
目
で
、
そ
れ

ま
で
講
義
の
授
業
で
は
、
教
科
書
に
沿
っ
て
知
識
を
教

え
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
れ
を
、
佐
々
木
先
生
が

提
示
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
デ
ー
タ
や
新
聞

記
事
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
４
〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
形
式
と
し
た
。

　
佐
々
木
先
生
が
生
徒
の
思
考
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に

特
に
重
視
す
る
の
が
、
地
域
や
農
業
の
課
題
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
さ
せ
、
当
事
者
意
識
を
高
め
る
こ
と
だ
。

　
例
え
ば
、今
回
の
授
業
で
取
り
上
げ
た
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農

業
生
産
工
程
管
理
）」な
ど
の
用
語
も
、
教
科
書
を
読
ま

せ
、教
師
が
解
説
す
る
だ
け
で
は
、多
く
の
生
徒
は
表
面

的
な
意
味
し
か
理
解
し
な
い
。し
か
し
、配
布
さ
れ
た
新

聞
記
事
を
読
み
、意
見
を
交
わ
す
形
式
に
す
る
と
、生
徒

は
、諸
外
国
の
不
当
な
輸
入
規
制
や
風
評
に
疑
問
を
持
っ

た
り
、青
森
県
の
農
家
や
行
政
の
奮
闘
ぶ
り
を
誇
り
に

思
う
発
言
を
し
た
り
と
、
教
科
書
の
用
語
を
現
実
の
課

題
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
て
、
地
域
や

農
業
の
課
題
を
自
分
の
将
来
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て

受
け
止
め
る
こ
と
で
、自
分
な
り
の
考
え
を
持
と
う
と

す
る
。
そ
の
過
程
で
、問
題
解
決
の
た
め
に
は
自
分
の

知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、自
ら
関
連
事

14:05 13:55話し合い①（東北各県の農業の特徴） 前時の振り返り

次に、東北各県の農業産出額について、特に東日本大震災の
前後のデータを比較し、気づいた点を話し合った。発表では、
「福島県の減少が大きい」「電気を使って育てる野菜の産出額
が減っている」など、東北各県の農業の特徴について様々な
意見が出た。話し合いの途中で１時間目が終了。休み時間中
も生徒からの佐々木先生への質問が絶えなかった。

授業は、佐々木先生が提示した課題について、各グループで
３～４分間話し合い、その内容をまとめて発表する形式で進
められる。本時の最初の課題は、前回の復習として、2012年
と2016年の農業産出額の違いについてだった。佐々木先生は、
「感想だけでもいいよ」「よい意見だったね」などと声をかけ
ることで、生徒が発表しやすい雰囲気をつくっていた。

デ
ー
タ
や
新
聞
記
事
を
基
に
議
論
し
、

課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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項
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、よ
り
深
い
洞
察
に
至
る
。

　
一
方
で
、
生
徒
の
課
題
意
識
を
高
め
る
に
は
、
教
師

の
主
体
性
も
重
要
だ
と
、
佐
々
木
先
生
は
強
調
す
る
。

　「
教
師
が
常
に
社
会
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
課
題
意

識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す

発
問
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
新
聞
記
事
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
作
り
、
そ
れ
を
勉
強
会
や
授
業
に
取
り
入
れ

る
中
で
、
生
徒
と
と
も
に
私
自
身
も
成
長
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
の
意
見
に
対
し
て
、
佐
々
木
先
生
は
必
ず
肯
定

的
な
発
言
を
す
る
。
た
と
え
的
外
れ
な
意
見
で
あ
っ
て

も
、
即
座
に
否
定
し
な
い
。
発
言
す
る
こ
と
を
恐
れ
さ

せ
な
い
た
め
だ
。
そ
し
て
、
発
言
後
は
、
周
り
に
拍
手

を
促
し
、
発
言
自
体
を
た
た
え
る
。

　「
自
分
は
周
り
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
思

い
が
、『
自
分
に
も
で
き
る
』
と
い
う
肯
定
感
と
な
り
、

積
極
的
な
姿
勢
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　
も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
す
べ
て
の
生
徒
が
話
し
合
い

の
中
で
意
見
を
述
べ
た
り
、
皆
の
前
で
発
表
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
初
、
グ
ル
ー
プ

内
の
役
割
分
担
を
生
徒
に
任
せ
た
と
こ
ろ
、
特
定
の
生

徒
だ
け
が
意
見
を
述
べ
た
り
、
発
表
し
た
り
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
く
じ
引
き
で
役
割
分

担
を
決
め
る
よ
う
に
し
、
生
徒
全
員
が
話
し
合
い
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
毎
回
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
変
え
る
こ
と

で
、
誰
と
で
も
意
見
を
言
い
合
え
る
よ
う
に
な
り
、
ク

ラ
ス
の
一
体
感
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。
生
徒
指
導
や
学

級
経
営
の
面
で
も
、
Ａ
Ｌ
が
よ
い
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
19
年
度
の
大
学
入
試
で
は
、
植
物
科
学
科
か
ら
２
人

の
国
立
大
学
合
格
者
が
出
た
。
２
年
生
か
ら
参
加
し
た

「
農
可
尊
熟
」
で
課
題
意
識
を
持
ち
、大
学
で
も
勉
強
し

た
い
と
い
う
意
欲
が
生
ま
れ
、
努
力
し
た
結
果
だ
っ
た
。

　「
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
課
題
が
見
ら
れ

た
生
徒
で
も
、
心
に
火
が
つ
け
ば
大
き
く
変
わ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」

　
１
学
期
の
「
野
菜
」
の
定
期
考
査
で
は
、
授
業
で
学

ん
だ
知
識
や
生
徒
同
士
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
考
え

た
こ
と
を
表
現
さ
せ
よ
う
と
、
青
森
県
の
農
業
の
特
徴

と
課
題
に
つ
い
て
自
由
記
述
さ
せ
る
問
題
を
出
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
解
答
用
紙
に
び
っ
し
り
と
自
分
の

考
え
を
書
い
て
い
た
。
課
題
意
識
が
し
っ
か
り
醸
成
さ

れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
知
識
習
得
の
た
め
の
講
義
と
、
話

し
合
い
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
だ
。

　「
農
業
は
専
門
性
が
高
い
た
め
、
教
え
る
内
容
が
多

く
、
課
題
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
習
得
す
べ
き
知
識

の
量
と
質
を
見
極
め
、
話
し
合
い
の
た
め
の
問
い
を
精

選
し
て
い
く
こ
と
で
、
授
業
の
質
を
高
め
て
い
き
ま
す
」

15:00

本時のまとめとして、「自分が住む市町村では、どの制度を活
用するか」をテーマに話し合い、その意見をグループごとに
黒板に書いて、発表した。「ハードルの低いＧＩの取得から着
手し、順次、取得認証を拡大する」「八戸と連携し、農作物と
海産物のセット販売をして、観光にも力を入れる」など、各
グループからは地域の実態を踏まえた提案がなされた。

14:43

「GAP（農業生産工程管理）」「HACCP（危害要因分析重要管理
点）」「ＧＩ（地理的表示保護制度）」など、農産物の認証・管理
制度に関する新聞記事を読み、農産物輸出入に関する制度の
必要性やデメリット、「伝統野菜」の今後について話し合った。
「国際基準で安全・安心が認められる」「コストの関係で、小
規模農家は認証の取得が難しい」といった発言があった。

まとめの話し合い 話し合い②（農産物の認証・管理制度）

ど
ん
な
意
見
も
肯
定
的
に
受
け
止
め
、

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
た
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

課
題
意
識
が
高
ま
れ
ば
、

高
い
ハ
ー
ド
ル
も
越
え
ら
れ
る

成
果
と
課
題

28 August  2019
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小こ

向む
か
い

優ゆ
う

希き

さ
ん

　友
人
と
農
業
に
つ
い

て
議
論
す
る
と
、
た
だ
教
科
書
を
読
む

よ
り
、
専
門
用
語
を
深
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
野
菜
の
栽
培
な
ど
、
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
を
自
宅
で
実
践
し
た
く
な
る
の
も
、
知
識
が
自
分

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
佐
々
木

先
生
の
授
業
で
、
農
業
が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　話
し
合
い
で
は
、
話
す
の
が
苦
手
な
人
が
司
会
役
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
時
は
メ
ン
バ
ー

同
士
で
サ
ポ
ー
ト
し
合
っ
て
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
雰
囲
気
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
、

植
物
科
学
科
の
よ
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　卒
業
ま
で
に
専
門
知
識
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
、

将
来
は
、
農
場
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、

農
業
の
楽
し
さ
を
教
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

吉
田
瑠る

な那
さ
ん

　佐
々
木
先
生
の
授
業

で
は
、
普
段
あ
ま
り
交
流
の
な
い
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、
一
緒
に
課
題
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

最
初
は
話
し
合
い
を
う
ま
く
進
め
ら
れ
る
か
不
安
で
し

た
が
、
自
分
と
は
違
う
意
見
を
聞
く
こ
と
で
新
し
い
発

見
を
す
る
こ
と
も
多
く
、
次
第
に
話
し
合
い
が
楽
し
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　今
ま
で
学
ん
だ
知
識
や
考
え
方
を
基
に
意
見
が
言
え

た
時
、
成
長
を
実
感
し
ま
す
。
で
も
、
話
し
合
い
が
う

ま
く
進
ま
な
い
時
に
は
、
自
分
の
知
識
不
足
や
デ
ー
タ

の
見
方
の
つ
た
な
さ
を
感
じ
て
、
も
っ
と
勉
強
し
な
け

れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　将
来
の
目
標
は
、
花
の
栽
培
や
販
売
の
仕
事
に
就
く

こ
と
で
す
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
美
的
感
覚
と
実
務
能
力

を
磨
き
、
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
で
す
。

【教科・科目】農業・野菜 　【分野・単元】野菜生産の役割と動向　【テーマ】野菜の種類と特徴　【設定時数】全６時間の中の５・６時間目
【単元目標】 野菜を分類し、多くの種類を体系的に理解するとともに、野菜生産の現状と動向を考えることができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
・
２

野菜の
種類と利用

・野菜の種類と分類
に関心を持ち、共
通点や相違点など
を理解する。

・原産地や来歴、利
用の仕方などを興
味 を 持 っ て 調 べ
る。

【知識、主体性】

①４～５人のグループをつ
くる。
②主な野菜の原産地の地図
を用いて、原産地の気候や
文化なども考えながら、野
菜の種類について話し合う。
③話し合った内容について
グループごとに発表する。
その後、補足説明をして、
原産地の気候から見た生育
特性や栽培方法について理
解する。

【主体的な学び】質問や疑問点が
出たら、その場でインターネット
を使って調べ、その結果をスク
リーンに映し、視覚的に理解させ
る（専門的な用語や内容・種類が
多岐にわたるため）。

【深い学び】１年次に行った朝夕
の当番実習や、農場での栽培管理
実習等から得られた体験を振り返
らせ、その根拠や背景について話
し合わせる。

【対話的な学び】
・グループのメンバーは、く

じを用いて毎時間変える。
できるだけ多くのクラス
メートと対話する機会をつ
くり、学級経営にも役立て
る。

・くじを用いて、司会や発表、
書記などの役割を割り振る
ことで、リーダーシップに
乏しかったり、表現が苦手
だったりする生徒の育成に
もつなげる。

・グループでの話し合いに積
極的に参加し、自分の意見
を遠慮することなく発言で
きるよう、それぞれの意見
には正解も不正解もないこ
とを意識づける。各グルー
プからの発表後には、クラ
ス全体から拍手が出るよう
な助言をする。

※１～４時間目も同様。

・プリント
への感想の
記入、提出
・定期考査
での記述式
問題

３
・
４

野菜の分類

・野菜を分類するこ
とが、栽培や利用
の面でどのような
利点があるのかを
考える。

・分 類 方 法 を 理 解
し、いろいろな野
菜を分類できる。

【知識、技能、思考力、
判断力、表現力】

①４～５人のグループをつ
くる。
②野菜の分類方法に加えて、

「青森県における野菜産出額
の順位」「東北各県における
野菜産出額の順位」「青森県
における農業産出額の構成」
などのデータを活用し、各
県・各地域における野菜栽
培の特徴について話し合う。
③話し合った内容について
グループごとに発表する。

【主体的な学び】単年のデータだ
けでなく、数年、十数年にわたる
データを提示し、その背景にある
理由について、「なぜ」という関
心を抱かせる。

【深い学び】青森県と他県のデー
タと比較させ、自分が住む地域の
農業や産業の現状と特徴を「見る」
姿勢を身につけさせる。また、そ
の背景にある社会的・国際的な動
きについても意識させる。

５
・
６

野菜生産の
現状と動向

・データの中から、
目的に合った情報
を抽出して分析す
るとともに、野菜
生産の推移につい
て論理的に捉え、
総合的に考える。

・新聞記事などの資
料を利用して総合
的に考え、疑問や
問題点に対する解
決方法を考える。

【技能、思考力、判
断力、表現力】

①４～５人のグループをつ
くる。
②東日本大震災前後の「東
北各県における農業産出額
の順位」のデータや新聞記
事を活用し、その背景や問
題点を話し合う。
③「野菜の安全性」の単元
で学んだ「GAP」「HACCP」

「GI」の意味を確認するとと
もに、青森県の「伝統野菜」
を題材に、当地域における
今後の農業のあり方につい
て話し合う。
④話し合った内容について
グループごとに発表する。

【主体的な学び】地元紙の新聞記
事を中心に、できるだけ多くの話
題を提供し、自分の生活に直結す
る身近なテーマであることを認識
させる。

【深い学び】「GAP」「HACCP」「GI」
の制度について議論させ、農業の
大規模経営や中小規模経営の特
徴、メリットとデメリットを理解
させる。その上で、今後の農業の
方向性について考える姿勢を身に
つけさせる。また、教科書では詳
しく取り上げていない、農産物の
輸出入にかかわる国際的視野も持
たせる。

・プリント
への感想の
記入、提出
・定期考査
での記述式
問題
・自己評価
シート

＊佐々木先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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岩
渕
先
生
は
、
新
任
の
頃
か
ら
「
学
校
で
し
か
で
き

な
い
学
び
」
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
、
実
験
や
協
働

学
習
を
重
視
す
る
授
業
づ
く
り
を
し
て
き
た
。

　「
自
然
界
は
人
知
の
及
ば
な
い
世
界
で
す
。し
か
し
、

環
境
や
条
件
を
整
え
、
自
然
界
の
一
部
を
操
作
す
る
実

験
を
行
う
こ
と
で
、
未
知
の
事
象
を
解
明
し
た
い
と
い

東京都立清瀬高校
◎校訓は、「情熱・誠実・理想」。2019 年度は、
東京都教育委員会の「アクティブ・ラーニン
グ推進校」「進学指導研究校」「海外学校間交
流推進校」「スポーツ特別強化校」などの指定
を受け、学校全体で教育活動の改革を推進し
ている。
◎設立　1973（昭和 48）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 280人
◎２０１９年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、北海道大、東京農工大、国際教
養大、首都大学東京などに11人が合格。私
立大は、中央大、法政大、明治大、立教大、
早稲田大などに延べ 414人が合格。
◎URL

東京都立清瀬高校
岩渕 寛　いわぶち・ひろし　

教職歴 15 年。同校に赴任して４年目。
進路指導部代理主任。理科（化学）担当。剣道部・地学部顧問。
私立高校等に務めた後、東京都立高校教諭に。
日本理化学協会常務理事、
東京都高等学校体育連盟剣道専門部総務委員なども務める。

http://www.kiyose-h.metro.tokyo.
jp/site/zen/

13:20 実験の説明 授業
ハイライト

生
徒
主
体
の
実
験
を
通
し
て
、

協
働
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
し
、

事
象
の
理
解
を
深
め
る
力
を
育
む

岩渕先生は「プリントと資料集は読んできたね」と生徒に
確認してから授業を始めた。先生が用意した表計算ソフト
上のシートの使い方を説明した後、実験を行う上で必要な
既習知識を質問。それから、予習として課した本時の実験
に関する大学入試の過去問題について、「実験中、この問題
も見ながら実験で何が分かるのかを考えよう」と指示した。

●
３
年
生
の
「
化
学
」
の
「
物
質
の
変
化
と
平
衡
」
の
全
11

コ
マ
の
う
ち
の
10
コ
マ
目
（
１
コ
マ
は
２
時
間
）。
過
酸
化

水
素
を
分
解
す
る
実
験
を
行
い
、
表
計
算
ソ
フ
ト
に
よ
る

反
応
速
度
の
計
算
や
グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
し
て
、
理
論
の

理
解
を
深
め
た
（
Ｐ
．33
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

化学

実践

学
校
で
し
か
で
き
な
い
学
び
を
追
究
し
、

実
験
と
協
働
を
重
視
し
て
授
業
を
構
成

岩
渕
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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う
思
い
を
、
生
徒
に
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
授
業
は
実
験
を
中
心
と
し
、
生
徒
が
自
分
の
手

を
動
か
し
て
思
考
す
る
学
び
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

実
験
で
具
体
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
る
こ
と
で
、
抽
象

的
な
概
念
は
自
分
の
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
現
在
は
、「
化
学
基
礎
」
と
「
化
学
」
の
授
業
で
約

60
回
の
実
験
を
行
う
計
画
に
し
て
い
る
。
実
験
の
時
間

を
確
保
す
る
た
め
、
授
業
は
２
時
間
連
続
と
し
、
教
科

書
を
読
む
こ
と
を
予
習
と
し
て
課
し
、
授
業
で
は
理
解

が
難
し
い
点
に
絞
っ
て
解
説
す
る
。
生
徒
は
、
予
習
で

分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
授
業
を
受
け
る
た

め
、
理
解
が
深
ま
り
や
す
く
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
事
前
に
実
験
の
手
順
や
ポ
イ
ン
ト
が
書
か
れ

た
プ
リ
ン
ト
（
図
）
を
配
布
し
、
そ
れ
も
予
習
と
し
て

読
ま
せ
る
。
実
験
前
の
説
明
は
最
低
限
に
と
ど
め
て
、

生
徒
は
プ
リ
ン
ト
を
見
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
実
験
を
進

め
て
い
く
。
１
年
次
は
、
生
徒
が
実
験
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
使
用
器
具
や
薬
品
に
つ
い
て
の
説
明
は
す
る

が
、
２・３
年
次
に
は
、
安
全
面
を
注
意
す
る
程
度
に
と

ど
め
、
分
か
ら
な
い
点
は
生
徒
同
士
で
相
談
し
て
解
決

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

　「
高
校
の
授
業
で
行
う
実
験
は
、
大
抵
結
果
が
分
か
っ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
決
ま
っ
た
手
順
を

な
ぞ
る
だ
け
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、生
徒
が
自
ら
考
え
、

問
題
を
解
決
す
る
場
面
を
設
け
る
こ
と
で
、
実
験
の
面

白
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
同
時
に
、
思
考
力
や
主
体
性

を
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

　
今
回
の
授
業
で
は
、
触
媒
を
加
え
て
過
酸
化
水
素
を

分
解
さ
せ
た
際
に
発
生
す
る
酸
素
量
を
計
測
す
る
実
験

を
行
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、「
化
学
反
応
の
速
度
は
、
物

質
の
濃
度
や
温
度
な
ど
が
影
響
す
る
」
こ
と
の
理
解
だ
。

岩
渕
先
生
は
、
そ
の
実
験
の
目
的
を
生
徒
に
は
伝
え
ず
、

実
験
中
に「
こ
の
結
果
を
通
し
て
何
が
分
か
る
の
か
、グ

ル
ー
プ
で
よ
く
考
え
て
」
と
何
度
も
声
を
か
け
た
。
そ

こ
に
は
、
実
験
に
漫
然
と
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
そ

の
目
的
や
意
味
を
考
え
さ
せ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

　
実
験
中
、
特
に
１
年
次
は
質
問
が
よ
く
出
て
く
る
が
、

図　実験の手順が説明されたプリント。実験の結果を記入する欄もあり、考察の
流れも分かる。＊学校資料をそのまま掲載。

14:00 13:35実験②　 実験①

実験①が終わったグループは、条件の違いによる酸素の発生
量の変化を確かめるため、過酸化水素水の温度と塩化鉄の濃
度を変えて別の実験を繰り返した。岩渕先生の授業では使用
が許可されているスマートフォンで、プリントに書かれた語
句を調べる生徒もいた。途中、10分間の休み時間があったが、
大半のグループは実験を継続していた。

過酸化水素水に触媒の塩化鉄を加えて発生させた酸素を、水
上置換により捕集する実験を行った。グループごとに器具や
試薬を準備し、実験の手順が書かれたプリント（図）を見な
がら、器具の操作、データのパソコン入力など、グループ内
で役割を分担して作業を進めていった。この間、岩渕先生は、
各グループの様子を見て回った。

答
え
を
教
え
ず
自
分
で
考
え
さ
せ
、

自
力
で
問
題
を
解
決
す
る
力
を
育
む

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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岩
渕
先
生
は
「
ま
ず
は
自
分
で
考
え
て
」
と
あ
え
て
突

き
放
す
。
す
る
と
、
生
徒
は
次
第
に
自
分
で
考
え
て
解

決
す
る
よ
う
に
な
り
、
質
問
の
頻
度
が
減
っ
て
い
く
。

今
回
の
３
年
生
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
岩
渕
先
生
に
質

問
す
る
場
面
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　「
生
徒
か
ら
の
質
問
の
答
え
は
、
大
抵
教
科
書
や
資

料
集
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
自
分
で
情
報
を
集
め

て
考
え
、
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
場
合
に
質
問
す
る
よ

う
に
伝
え
て
い
ま
す
」

　
岩
渕
先
生
は
、
授
業
中
に
生
徒
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
調
べ
も
の
を
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
分
で
考

え
る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
問
題
解
決
力
を
育
む

と
、
岩
渕
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
う
ま
く
活
用
し
、
必
要
な

情
報
を
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
で
し
ょ
う
」

　
岩
渕
先
生
は
、
生
徒
同
士
で
の
協
働
学
習
は
学
校
で

し
か
で
き
な
い
学
習
経
験
の
１
つ
と
捉
え
、
主
に
実
験

を
通
じ
た
グ
ル
ー
プ
で
の
学
び
合
い
を
大
切
に
し
て
い

る
。
予
習
の
段
階
で
前
提
と
な
る
知
識
を
共
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
授
業
で
は
各
自
の
考
え
を
伝
え
合
っ
た

り
、
分
か
ら
な
か
っ
た
点
を
確
認
し
合
っ
た
り
す
る
学

び
合
い
が
中
心
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
学
ぶ
内
容
は
レ

ベ
ル
の
高
い
も
の
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
言
う
。

　
学
び
合
い
が
停
滞
し
て
い
た
ら
、「
あ
そ
こ
の
グ
ル
ー

プ
は
、
こ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
よ
」
な
ど
と
、

岩
渕
先
生
が
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
や
気
づ
き
を
伝

え
て
、
学
び
合
い
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
プ
リ
ン
ト
の
手
順
通
り
に
実
験
を
進
め
て
も
、
器
具

の
操
作
の
間
違
い
な
ど
に
よ
り
、
予
測
通
り
の
結
果
が

出
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
場
面
で
も
、
生
徒
は

考
え
る
こ
と
を
や
め
た
り
、
す
ぐ
に
先
生
に
質
問
し
た

り
せ
ず
、
グ
ル
ー
プ
内
で
相
談
し
た
り
、
資
料
を
見
直

し
た
り
し
て
原
因
を
探
り
、
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
実

験
を
完
結
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
生

徒
の
姿
か
ら
、
思
考
力
や
主
体
性
が
着
実
に
育
成
さ
れ

て
い
る
と
、
岩
渕
先
生
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
定
期
考
査
で
は
、
問
題
の
約
４
分
の
１
を
資
料
な
ど

を
読
ん
で
考
え
る
内
容
に
し
、
思
考
力
の
伸
び
を
確
認

し
て
い
る
。

　「
授
業
で
学
習
方
法
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
を
基
に
学
び
を
深
め
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
、
生

徒
個
々
の
主
体
性
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
こ
と

に
疑
問
を
持
ち
、
諦
め
ず
に
理
由
を
追
究
で
き
る
生
徒

を
育
む
た
め
に
、
主
体
性
の
育
ち
を
ど
う
数
値
化
し
て

把
握
す
る
の
か
も
検
討
し
な
が
ら
、
今
後
も
授
業
を
進

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

15:00

「実験で分かったことを考えてみよう」と、岩渕先生は表計算
ソフト上のシートに入力したデータと作成したグラフをスク
リーンに映して説明した。「表計算ソフトで自動的にできた計
算を、人の手で行うように求めているのが、予習として課し
た大学入試の過去問題です。既に理論は理解できたはずなの
で、残りの時間で解いてみよう」と、問題に取り組ませた。

14:20

表計算ソフト上のシートに各実験結果を入力し、酸素発生量、
過酸化水素濃度、過酸化水素の平均分解速度などのデータか
らグラフを作成して印刷。グループ内でその結果を見ながら
考察し、分かったことをワークシートに記入した。岩渕先生は、
「資料集や過去問題に同じグラフがあるよ。分かることを考え
てね」と改めて問いかけ、生徒の思考や気づきを促した。

講義 グループで実験結果を考察

前
提
と
な
る
知
識
を
予
習
さ
せ
て
、

学
び
合
い
を
活
性
化
さ
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

生
徒
同
士
で
相
談
し
、
問
題
を
解
決
し
て

実
験
が
完
結
で
き
る
よ
う
に

成
果
と
課
題
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鈴
木
泰た

い
せ
い生

さ
ん

　岩
渕
先
生
の
授
業
は
、

予
習
す
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
毎
回
し
っ

か
り
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
を
読
ん
で
か

ら
授
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
内
容
を
す
べ
て
理

解
し
て
お
く
必
要
は
な
く
、
分
か
っ
た
こ
と
や
分
か
ら

な
い
こ
と
を
把
握
し
て
お
け
ば
大
丈
夫
と
、
先
生
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
予
習
を
し
て
あ
る
程
度
の
知
識
を
持
っ

て
い
る
と
、「
き
っ
と
こ
う
だ
ろ
う
」
と
予
想
し
な
が
ら

学
べ
る
の
で
理
解
し
や
す
く
、
予
想
と
違
っ
た
場
合
は

「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
考
え
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　授
業
で
は
、
時
間
内
に
実
験
を
完
結
さ
せ
る
た
め
に
、

次
に
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
化
学
は
暗
記
科
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
験
の
考
察
で
は
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

知
識
と
思
考
力
の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
考
え
を
聞
く
と
、
自
分
の

考
え
が
広
が
る
感
じ
が
し
ま
す
。

三
浦
玉た

ま

愛え

さ
ん

　岩
渕
先
生
に
初
め
て

質
問
し
た
時
、「
ま
ず
は
自
分
で
考
え
て
」

と
返
さ
れ
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
す
る
の
が
勉

強
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
で
調
べ
た
後
、

そ
れ
を
基
に
考
え
る
と
、
自
分
で
解
決
で
き
る
こ
と
が

意
外
に
多
い
と
気
づ
き
始
め
ま
し
た
。
３
年
生
に
な
る

と
、
授
業
中
、
先
生
か
ら
の
問
い
か
け
に
ぱ
っ
と
答
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
知
識
が
増
え
た
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
即
座
に
考
え
る
力
が
つ
い
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　実
験
は
、
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
く
話
し
合
い
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
進
め

な
い
と
、
適
正
な
結
果
が
出
ず
、
予
定
の
時
間
内
に
終

わ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
間
で
役
割
を
分
担
す
る
こ
と

で
、
協
力
し
て
活
動
す
る
力
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。  

【教科・科目】理科・化学　【分野・単元】物質の変化と平衡　【テーマ・作品】化学平衡・反応の速さと仕組み　【設定時数】全 11 コマの中の
10 コマ目（１コマは２時間）　【単元目標】 概念的な内容を演習や実験で具現化して計算や分析ができる力を育てる。

コ
マ 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

化 学 反 応
の 仕 組 み
と 活 性 化
状 態、 活
性化エネル
ギー、反応
熱について

・化学反応の進み方のグラフを理解
し、反応熱や活性化エネルギーを
求めることができる。

・化学反応の進み方に関心を持ち、学
習意欲を高める。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性】

講義形式とシチュエーション
授業によって、化学反応の進
み方を分析させる。また、時
間変化に伴って濃度変化があ
ることや、分 子の 衝 突回数
による化学反応の進行につい
て、関心を持たせる。

【主体的な学び】化学平衡は、数学的な処理に入る
と学習意欲を失いやすいので、この段階では早まっ
た指導をしない。　【対話的な学び】生徒が分子の
ように教室内を動き回り、生徒同士が衝突する状態
から化学反応を考えさせる。　【深い学び】生徒たち
がモデルケースを考えたり、数学的処理をしながら深
めたりして実験することで、抽象的なものを具現的に
理解させる。

授業での積
極的な取り
組み

2
結合エネル
ギーと活性
化状態、触
媒について

・反応熱の結合エネルギーを求めるこ
とができる。

・触媒と多段階反応、律速段階につい
て、また触媒の仕組みを理解する。

・概念的な思考力を高める。
【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性】

化学反応が、原子の結合をす
べて切ってから新たな結合を
生み出すのではなく、活性化
状態を作って進むことを、模
型等を使って導き出させる。
また、反 応熱は結合エネル
ギーから求められることを理
解させる。

【主体的な学び】化学反応が活性化状態で進行する
ことは、自分たちの人間関係と似ていると伝える。　

【対話的な学び】人文学的な考察と、数理的な考察
が結びつけられることを理解させる。　【深い学び】
学びは哲学に近いものだと理解させる。2 年次の復
習を行い、本時の学習とつながることを理解させる。

問題を適切
なアプロー
チで 解くこ
とができて
いるかを評
価

3

温度と濃度
の変化によ
る化学反応
の進み方の
違い

・化学変化における温度と濃度の影響
を考え、正誤問題が解けるととも
に、アレニウスの式を理解する。

・文章題が解けるようになる。
【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

温度と濃度の変化による反応
速度の違いについて、グルー
プで考察させる。温度の上昇
は分子の運動を早めるだけ
でなく衝突するエネルギーも
大きくなることを、車の衝突
をイメージさせて理解させる。
反 応の速さの式を理 解させ
る。

【主体的な学び】分子の衝突という抽象的な分野を、
視点の違う２つの変数を扱うことで、計算という概念
にまで発展させる。　【対話的な学び】変数と定数の
まとめは、生徒間に理解度の差が生まれるため、生
徒同士で議論させる。　【深い学び】よい発問は机
間指導をしながら拾い上げ、生徒全員に問いかける。
また、拾い上げながら、生徒の状態に合わせて軌道
修正する。

授業での積
極的な取り
組み

9
中和滴定曲
線における
pH の 求 め
方と緩衝液

・中和滴定曲線の水素イオン指数の変
化について理解を深め、問題が解
けるようになる。

・加水分解定数を用いる場合と緩衝液
を用いる場合の違いが判断できる。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性】

中和滴定曲線について復習
し、水素イオン指数の計算に
ついて考えさせる。緩衝溶液
を導入した場合の水素イオン
指数の求め方を問題演習か
ら理解させる。

【主体的な学び】水素イオン指数を求める必要性を、
化学基礎の範囲を復習しながら意義づける。　【対
話的な学び】前時と本時の内容が中和滴定曲線の中
に存在することを気づかせ、生徒の対話を促す。　【深
い学び】数式変化による問題の解法は理解が難しい
ため、教師が手書きしたノートのコピーを授業の最後
に配布し、生徒に安心感を与える。

問題を適切
なアプロー
チで 解くこ
とができて
いるかを評
価

10
反応の速さ
の実験と講
義・分析

・過酸化水素の分解反応から、濃度計
算やグラフ作成をパソコンで行い、
計算問題を解くことで、理論を理
解する。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

反応速度が濃度に影響する
ことを、過酸化水素の分解反
応から理解させる。表計算ソ
フトを使って複雑な計算とグ
ラフの作成を行う。

【主体的な学び】数学的処理が多いため、パソコン
を利用し、大学生レベルの分析をさせる。　【対話的
な学び】実験内容を事前に予習させ、グループ内で
検討を深めさせる。　【深い学び】表計算ソフトを用
意し、情報処理についても理解させる。

実験内の活
動と、 その
内容を取り
上げた問題
演 習 を し、
入試問題を
解 けるよう
にする。
※ 11コマ目
も「 評 価 方
法」は同様。

11
溶 解 度 積
の実験と講
義・問題演
習

・溶解度積の実験を通して、溶解度積
と共通イオン効果を理解し、問題
演習を通して理論を理解する。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

溶解度積を導入し、溶解度
積の実験で、共通イオン効果
について観察させる。

【主体的な学び】実験後に解説し、内容を考察させ
ながら理解させる。　【対話的な学び】実験内容を
予習させ、グループ内で検討を深めさせる。　【深い
学び】計算が実験結果と一致すること、抽象的な概
念がより具現化されることを理解させ、分野を完結さ
せる。

＊岩渕先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全11コマ分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウンロー
ドできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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　大
分
県
立
大
分
豊ほ

う

府ふ

中
学
校
・
高
校
は
、
旧
帝
大
な

ど
の
最
難
関
国
立
大
学
に
合
格
者
を
毎
年
送
り
出
す
県

内
屈
指
の
進
学
校
だ
。
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
育
て
る
べ
く
、「
世
界
標
準
の
学
力
」「
世
界
標
準
の

人
間
力
」「
凛り

ん

と
し
た
生
活
態
度
を
基
盤
と
し
た
自
律

力
」
の
総
合
的
な
向
上
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　「世
界
標
準
の
学
力
」
は
多
様
な
資
質
・
能
力
か
ら

成
る
と
、
曽そ

根ね

﨑ざ
き

靖や
す
し

校
長
は
語
る
。

　「変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、
従
来
に
は
な

か
っ
た
課
題
が
出
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題

に
取
り
組
む
上
で
必
要
な
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
た
め
に
は
、
単
に
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
だ

校訓に「感動　理知　友愛」を掲げ
る。国際社会で活躍できるよう、
高い志を抱き、主体的に学び、行
動する生徒の育成に力を入れてい
る。２００７年度、同県立大分豊府
中学校を併設し、併設型中高一貫
校となった。

設立	 １９８６（昭和６１）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 中学校１学年約１２０人、高校１学年約２８０人

２０１９年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、一橋大、
京都大、九州大、大分大などに１６５人が合格。私立大は、慶應
義塾大、早稲田大、同志社大、立命館大、関西学院大などに延べ
２１３人が合格。

住所	 〒８７０ー０８５４　大分県大分市大字羽屋６００ー１

電話	 ０９７ー５４６ー２２２２

Web site	 	http://kou.oita-ed.jp/oitahoufu/index.html

No.258

P R O F I L E

生
徒
の
多
様
な
資
質
・
能
力
を
高
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
す

「
世
界
標
準
の
学
力
」の
育
成
に

向
け
、中
・
高
の
教
師
が
目
線
を

合
わ
せ
た
指
導
改
善
を
推
進

大
分
県
立
大
分
豊ほ

う

府ふ

中
学
校
・
高
校

多
様
な
資
質・
能
力
の
育
成

変革のステップ

•２０１４年度、大分県教育委員会から思考力・判断
力・表現力の育成についての研究指定を受けたこ
とをきっかけに、多様な資質・能力から成る「世界
標準の学力」の育成を強化することを目指す

背景と課題

実践内容

• 自分の考えを練り上げ、適切に言語化する生徒や、
自分の強みや課題を意識して学習する生徒が増加

成果と展望

•「主体的・対話的で深い学び」の推進　全学年の
全教科・科目で「主体的・対話的で深い学び」の視
点からの授業づくりを推進。思考力・判断力・表
現力を評価するルーブリックを作成し、全教科・科
目で定期考査の出題を工夫したり、独自のアセスメ
ント「ＪＥＴテスト」（＊１）を開発したりするなど、
指導と評価の一体的な改善に力を入れる

•６年間を通した探究学習を導入　生徒の学びに向
かう力を高めることを目指し、中高６年間をかけて
取り組む探究学習「ミラNavi」（＊２）を始める

•主体的学習への意識づけを強化　高校では、自分
の必要に応じた学習計画をスケジュール帳「きせき
ノート」（＊３）に立てるよう指導

＊１　思考力・判断力・表現力を測るアセスメント。「Judgement」「Expression」「Thinking」の頭文字を取って命名。
＊２　「未来Navigation」の略称。
＊３　名称には、「日々の軌跡の振り返りを次の行動に生かすことが、奇跡的な成果につながる」という意味が込められている。
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け
で
は
な
く
、
知
識
・
技
能
を
臨
機
応
変
に
活
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
考
え
方
の
異
な

る
他
者
と
協
働
で
き
る
よ
う
、
多
様
性
へ
の
理
解
を

深
め
た
り
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
す
粘
り
強
さ
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
必
要
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
様
々
な
資
質
・
能
力
の
育

成
を
大
切
に
す
る
と
い
う
方
針
は
、
大
学
入
試
改
革

や
次
期
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
も
合
致

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
３
年
間
、
同
県
教

育
委
員
会
の
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す

る
た
め
の
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
に
つ
い
て
の
実
践
研

究
」
事
業
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
世

界
標
準
の
学
力
」
の
育
成
を
強
化
。
全
校
体
制
で
指
導

改
善
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
で
き
る

よ
う
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
づ
く
り
だ
。
全
学
年

の
全
教
科
・
科
目
の
授
業
で
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促

し
た
り
、
話
し
合
い
や
発
表
を
さ
せ
た
り
す
る
場
面
を

積
極
的
に
設
定
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
推
進
し

た
こ
と
で
、
教
師
に
よ
る
解
説
や
板
書
の
時
間
が
短
く

な
り
、
生
徒
の
協
働
学
習
な
ど
に
よ
り
多
く
の
時
間
を

充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル

を
変
え
る
こ
と
に
戸
惑
う
教
師
も
い
た
が
、
次
第
に
前

向
き
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

週
１
回
、
教
科
ご
と
に
中
・
高
の
全
教
師
が
集
ま
る
合

同
教
科
会
議
な
ど
、
中
・
高
が
連
携
し
て
指
導
を
検
討

す
る
機
会
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
、

教
務
領
域
主
任
の
西
裕
一
郎
先
生
は
振
り
返
る
。

　「中
・
高
の
教
師
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
中
学
校

籍
の
教
師
は
、
高
校
籍
の
教
師
の
強
み
で
あ
る
専
門

性
の
高
い
指
導
を
、
高
校
籍
の
教
師
は
、
中
学
校
籍

の
教
師
の
強
み
で
あ
る
き
め
細
か
な
指
導
を
学
び
合

え
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
教
師
の
発
問
の
仕
方
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
な
ど
を
見
る
機
会
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
教
師
一
人
ひ
と
り
に
自
分

の
指
導
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
」

　
新
し
い
授
業
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
の
評
価
の
基
準
や
観
点
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
合
同
教
科
会
議
で
議
論
を
重

ね
、
各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　「ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
検
討
を
通
し
て
、
教
科
団
と

し
て
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
し
た

い
の
か
、
共
通
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

根
本
的
な
議
論
を
行
っ
た
こ
と
で
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ

ウ
だ
け
で
は
な
く
、『
育
て
た
い
生
徒
像
』
も
共
有

中
・
高
の
教
師
が
互
い
の
指
導
の
強
み
を

学
び
合
い
、新
し
い
授
業
づ
く
り
を
推
進

進
路
領
域
主
任

中
原
久
典
　な
か
は
ら
・
ひ
さ
の
り

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
数
学
科
。

「『
立
た
さ
れ
た
所
で
泉
を
掘
る
』。
ど
の
よ
う
な
状

況
で
も
前
向
き
に
挑
戦
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

教
科
統
括
領
域
主
任

池
邉
良
介
　い
け
べ
・
り
ょ
う
す
け

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
国
語
科
。

「
生
徒
と
と
も
に
学
び
、
生
徒
と
と
も
に
成
長
す
る

教
師
で
あ
り
た
い
」

校
長曽

根
﨑
　靖
　そ
ね
ざ
き
・
や
す
し

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
自
ら

の
素
直
さ
や
他
者
へ
の
誠
実
さ
、
そ
し
て
粘
り
強
い

努
力
は
、
す
べ
て
の
可
能
性
へ
の
扉
を
開
く
」

教
務
領
域
主
任

西
　裕
一
郎
　に
し
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
。「
人
は
魂
の
耕
作
者
な
り
。
一
授
業

者
と
し
て
、
日
々
の
研け

ん

鑽さ
ん

を
忘
れ
ず
に
い
た
い
」

大分豊府中学校・高校が大切にする３つの力（２０１９年度）図１

＊学校資料を基に編集部で作成。

凛とした生活態度を基盤とした自律力
誠実・素直な心　
•傾聴力　•清掃力　•挨拶力　など

→生徒指導を中心に育成

世界標準の学力
新しい時代に必要な資質・能力　
•知識・技能の習得
•思考力・判断力・表現力
•学びに向かう力・人間性　など

→授業を中心に育成

世界標準の人間力
体験活動で育む心身のたくましさ　
•感動する力と心
•豊かな感性
•困難に打ち勝つ力（レジリエンス）　など

→学校行事・生徒会活動・部活動を
　中心に育成
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さ
れ
、
中
・
高
の
教
師
間
で
目
線
の
合
っ
た
指
導
改

善
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
西
先
生
）

　
授
業
づ
く
り
の
進
展
に
伴
い
、
定
期
考
査
で
も
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
測
る
問
題
を
課
す
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
は
、
全
教
科
・
科
目
で
毎
回
必
ず
出
題
し
て

い
る
。国
語
で
は
記
述
式
問
題
を
工
夫
し
て
い
る
と
、教

科
統
括
領
域
主
任
で
国
語
科
の
池い

け

邉べ

良
介
先
生
は
話
す
。

　「
以
前
の
定
期
考
査
で
も
記
述
式
問
題
を
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
授
業
で
の
学
習
内
容
を
覚
え
て
い
れ

ば
対
応
で
き
る
問
題
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
授
業
で
扱
っ
た
内
容
に
関
連
す
る
別
の
内
容

を
出
題
す
る
な
ど
（
図
２
）、
生
徒
に
そ
の
場
で
考

え
さ
せ
る
問
題
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」

　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
客
観
的
な
指
標
で
把

握
で
き
る
よ
う
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
活
用
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
中
学
校
で
「
中
学
総
合
学
力
調
査
」（
＊

４
）
を
導
入
し
、
そ
の
結
果
を
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
17
年
度
か
ら
は
、
国
語
、
地
理
歴
史
・

公
民
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
各
教
科
の
合
同
教
科
会

議
で
独
自
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
テ
ス
ト
」
の
開

発
に
着
手
。
18
年
度
に
、
中
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

を
対
象
と
し
て
１
回
実
施
し
た
。
19
年
度
か
ら
は
全
学

年
で
年
１
回
実
施
す
る
予
定
だ
。

　「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
よ
り
求
め
ら
れ

る
『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
指
導
改
善
を
図
る
た
め
、
生
徒
の
実
態
把
握
を
強

化
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
同
テ
ス
ト
の
試
行
調
査

の
問
題
を
分
析
し
な
が
ら
、『
Ｊ
Ｅ
Ｔ
テ
ス
ト
』
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
」（
池
邉
先
生
）

　
18
年
度
か
ら
は
、「
世
界
標
準
の
学
力
」
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
る
た
め
に
、
２
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
１
つ
め
は
、
課
題
発
見
力
と
問
題
解
決
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
中
高
６
年
間
を
か
け
て
行
う
探
究
学

習
「
ミ
ラN

avi

」
だ
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を

中
心
に
、
中
学
１
年
次
〜
高
校
２
年
次
ま
で
は
、「
大

分
県
」「
地
域
と
の
共
生
」
と
い
っ
た
段
階
的
な
テ
ー

マ
の
下
、
グ
ル
ー
プ
で
文
献
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
や
社
会
の
課
題
を
探
り
な

が
ら
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
具
体
的
な
方
策
を
考
え
る
。

そ
の
内
容
は
定
期
的
に
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
ま
と
め
、
ク

ラ
ス
や
学
年
集
会
で
発
表
す
る
。

　「
社
会
に
出
れ
ば
、
他
者
か
ら
の
指
示
に
従
う
だ

け
で
は
な
く
、
主
体
的
に
課
題
を
見
つ
け
、
問
題
解

決
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
自
身

が
『
問
い
を
生
み
出
す
』
練
習
を
積
め
る
よ
う
、『
ミ

ラN
avi

』
を
始
め
ま
し
た
。
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
活

動
を
通
し
て
、
１
つ
の
テ
ー
マ
で
も
、
問
い
の
立
て

方
に
よ
っ
て
い
く
つ
も
の
見
方
が
で
き
る
こ
と
に
気

づ
き
、
視
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
」（
池
邉
先
生
）

　
学
校
行
事
の
内
容
も
、「
ミ
ラN

avi

」
の
趣
旨
に
応

じ
て
見
直
し
た
。
例
え
ば
、
高
校
２
年
次
に
カ
ナ
ダ
に

行
く
修
学
旅
行
で
は
、
文
化
の
違
い
や
国
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
現
地
の
大
学

生
や
高
校
生
と
の
交
流
活
動
な
ど
を
取
り
入
れ
た
。

　
そ
し
て
、
高
校
３
年
次
に
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ま
で
に
探
究
し
た
内
容
を
ま
と
め
、
自
分
の
目
指

す
社
会
貢
献
に
つ
い
て
の
論
文
を
作
成
す
る
。
そ
れ
に

は
、
広
い
視
野
か
ら
社
会
を
捉
え
、
将
来
の
目
標
を
考

え
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

客
観
的
に
把
握
し
、指
導
改
善
に
生
か
す

探
究
学
習
で
課
題
発
見
力
を
育
み
、

生
徒
に
将
来
の
目
標
を
考
え
さ
せ
る

２０１８年度３学年１学期末考査の国語（現代文）の問題と解答例・採点基準（抜粋）図２

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊４　ベネッセのアセスメントの１つで、「教科の思考力・判断力・表現力」を測定し、レベル別・段階別評価を行うテスト。国語・数学・英語に加え、教科融合型のテス
トも含まれる。

課題文の冒頭では、「誰かとつながっていた
い」という思いを持つ人々が電車の中で携
帯電話をチェックする姿が取り上げられて
いるが、この現象についてＡさんが次のよ
うに疑問を述べた。その疑問に対して筆者
の立場から５０字以内で答えよ。

Ａさんの疑問　「誰かとつながっていたい」
という思いを持っているのなら、実際に会っ
て話をすればよいのではないか。携帯電話
でつながろうとするから、一層うわべだけ
のつき合いになって自己存在感が得られな
いのではないだろうか。

問い [６点 ] 解答例・採点基準

◎解答例
•自己存在感の危機を恒常的に感じている
ので、うわべだけでも、常に誰かとつながっ
ていたいと考えるため。

◎採点基準
a …生活上のコンテクストの喪失、自己存
在の危機・喪失という状況を踏まえている。
b…携帯電話の特質（「常時」「手軽に」「遠
くの人と」「幅広く」つながることができる）
が、実際に会うことより有効であることが
示されている。
※ａ・ｂ各３点。ｂがなければ全体０点。ａと
ｂの論理的齟齬は２点減。文末不備は１点減。

a

b
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２
つ
め
の
取
り
組
み
は
、
高
校
に
お
い
て
主
体
的
に

学
習
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
、
学
習
計
画
作

成
指
導
だ
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
教
師
に
指
示
さ
れ
た
学
習
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
が
、
指
示
を
受
け
て
動
く

だ
け
で
は
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
は
務
ま
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
本
校
が
目
指
す
の
は
『
世
界
標
準
の
学

力
』
で
す
。
生
徒
に
は
、学
習
の
必
要
性
を
自
覚
し
、

学
習
を
通
し
て
、
自
分
の
強
み
を
伸
ば
し
た
り
、
苦

手
を
克
服
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
曽
根
﨑
校
長
）

　
18
年
度
に
は
、
全
教
科
・
科
目
で
課
題
の
分
量
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
生
徒
が
自
分
で
時
間
を
管
理
す
る

習
慣
が
身
に
つ
く
よ
う
、
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
「
き
せ
き
ノ
ー
ト
」
に
毎
週
の
学
習
計
画

を
立
案
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
生
徒
が
自
己
管
理
の
一
環

と
し
て
以
前
か
ら
活
用
し
て
い
た
も
の
で
、
週
ご
と
に

自
分
の
目
標
を
書
く
欄
や
、
毎
日
の
学
習
時
間
を
記
録

す
る
欄
な
ど
か
ら
成
る
。
毎
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
担

任
が
回
収
し
、
内
容
を
点
検
し
て
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た

後
、
生
徒
に
返
却
し
て
い
る
。
19
年
度
か
ら
は
、
生
徒

が
自
分
に
必
要
な
学
習
を
よ
り
意
識
で
き
る
よ
う
改
編

し
（
図
３
）、
毎
日
の
学
習
で
主
体
的
に
取
り
組
み
た

い
教
科
・
科
目
と
そ
の
内
容
を
書
く
欄
な
ど
を
新
設
し

た
。
進
路
領
域
主
任
の
中
原
久ひ

さ

典の
り

先
生
は
、「
き
せ
き

ノ
ー
ト
」
の
役
割
を
こ
う
述
べ
る
。

次
に
は
、「
き
せ
き
ノ
ー
ト
」
に
計
画
を
立
て
た
教
科
・

科
目
の
主
体
的
学
習
を
中
心
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に

し
た
。
金
曜
日
は
、
全
学
年
で
翌
週
の
計
画
立
案
の
時
間

と
し
、「
き
せ
き
ノ
ー
ト
」
に
目
標
の
達
成
状
況
や
日
々

の
学
習
の
中
で
感
じ
た
課
題
を
書
く
と
と
も
に
、
翌
週

の
目
標
と
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
て
い
る
。

　「
以
前
か
ら
、
自
分
の
強
み
と
課
題
を
踏
ま
え
て

学
習
計
画
を
立
て
、
実
践
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

全
生
徒
が
そ
う
し
た
主
体
的
な
学
習
を
確
立
し
、
メ

タ
認
知
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
」（
中
原
先
生
）

　
一
連
の
指
導
改
善
を
通
し
て
、
生
徒
に
は
多
様
な
資

質
・
能
力
が
育
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
分
の
考
え

を
整
理
し
、
堂
々
と
述
べ
ら
れ
る
生
徒
が
全
学
年
で
増

え
た
。
高
校
で
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に
教
師
に
質

問
を
し
た
り
、
始
業
前
や
放
課
後
に
自
習
を
し
た
り
す

る
生
徒
が
多
く
な
り
、
主
体
的
な
学
習
が
定
着
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
今
後
は
指
導
改
善
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
決
意
だ
と
、
曽
根
﨑
校
長
は
語
る
。

　「
指
導
改
善
は
、
生
徒
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
て

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
変

化
が
急
速
に
進
む
社
会
で
は
、
そ
の
必
要
性
が
さ
ら

に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
本
校
に
は
、
中
・
高
の
教
師

が
協
働
し
て
指
導
力
を
高
め
る
と
い
う
文
化
が
根
づ

い
て
い
ま
す
。
よ
い
伝
統
を
継
承
し
、
今
後
も
先
生

方
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「『
き
せ
き
ノ
ー
ト
』
に
は
、
担
任
と
生
徒
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
も
あ

り
ま
す
。
生
徒
の
変
化
を
早
く
、
適
切
に
把
握
し
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
褒
め
、
課
題
が
あ
れ
ば
励
ま
す
担

任
が
目
立
ち
ま
す
。
担
任
か
ら
の
声
か
け
に
よ
り
、

学
習
に
意
欲
的
に
な
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
関
係
を
生
か
し
、見
え
に
く
い
資
質
・

能
力
で
あ
る
『
学
び
に
向
か
う
力
』
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
19
年
度
か
ら
は
、
各
学
年
の
単
位
数
を
以
前
の
35
単

位
か
ら
32
単
位
へ
変
更
し
、
生
徒
が
自
由
に
使
え
る
時

間
を
増
や
し
、
高
校
の
全
学
年
で
毎
日
の
始
業
前
８
時

00
分
〜
８
時
20
分
に
設
定
さ
れ
て
い
る
「H

ofu T
im

e

」

の
内
容
も
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
週
に
１
回
、Ｎ

Ｉ
Ｅ（
＊
５
）を
取
り
入
れ
、高
校
１
年
次
に
は
、英
語
の

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
に
力
を
入
れ
る
が
、
高
校
２・３
年

大分県立大分豊府中学校・高校

生
徒
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
指
導
を
追
究
し
て
い
き
た
い

＊５　News paper In Education の略。新聞などを教材として活用する教育活動。

「きせきノート」（２０１９年度版）図３

＊学校資料を基に編集部が一部改編。図３に示した「きせきノート」
のページの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://
berd.benesse.jp）でダウンロードできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→
高校向け」でご覧ください。

毎日の学習時間を記録する欄には、自分で見つけた課題
に取り組んだ時間を記入する「主体的学習時間」の項目
を新設した。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
を
改
良
し
、

主
体
的
学
習
に
こ
だ
わ
ら
せ
る
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普
通
科
と
園
芸
科
か
ら
成
る
沖
縄
県
立
久く

米め

島じ
ま

高
校

は
、
沖
縄
本
島
か
ら
西
へ
約
１
０
０
km
の
場
所
に
位
置

す
る
久
米
島
で
唯
一
の
高
校
だ
。
久
米
島
は
、
海
岸
に

サ
ン
ゴ
礁
が
生
息
す
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

一
方
、
島
内
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
は
深
刻
化
し

て
お
り
、
同
校
で
は
入
学
者
の
定
員
割
れ
が
続
く
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
２
０
０
９
年
度
に
は
、
同

県
教
育
委
員
会
か
ら
、
募
集
定
員
を
縮
小
す
る
た
め
の
、

園
芸
科
の
廃
科
が
提
案
さ
れ
た
。「
園
芸
科
が
な
く
な

れ
ば
、
地
域
の
衰
退
に
拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま
う
」
と
、

当
時
の
同
校
の
教
師
た
ち
は
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
た

沖縄県立糸
いと

満
まん

高校久米島分校とし
て設立。校訓に「剛健進取・忍耐
持久・自律協和・誠実勤勉」を掲
げ、地域社会に貢献できる人材を
育成できるよう、豊かな人格の完
成と個性に応じた能力の伸張を重
視した教育活動を行っている。

設立	 １９４６（昭和２１）年

形態	 全日制／普通科・園芸科／共学

生徒数	 １学年約７０人

２０１９年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、和歌山大、琉球大、
名桜大に３人が合格。私立大は、玉川大、早稲田大、関西外国語
大などに延べ２２人が合格。短大、専門学校進学３０人。就職２２人。

住所	 〒９０１ー３１２１　沖縄県島尻郡久米島町字嘉手苅７２７

電話	 ０９８ー９８５ー２２３３

Web site	 	http://www.kumejima-h.open.ed.jp

No.259

P R O F I L E

島
内
外
か
ら
の
入
学
者
を
増
や
す
た
め
、

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
図
る

「
選
ば
れ
る
学
校
」を
目
指
し
、

学
校
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

魅
力
あ
る
教
育
活
動
を
実
現

沖
縄
県
立
久く

米め

島じ

ま

高
校

地
域
と
連
携
し
た
学
校
づ
く
り

変革のステップ

• 地域の人口減少の影響により、入学者の定員割
れが常態化する中、久米島町教育委員会、議会、
商工会などの有志と学校が連携し、同校の魅力化
を図る改革に着手

背景と課題

実践内容

• 生徒の地域への関心が深まった

•同校の魅力が伝わり、離島留学生が増加

成果と展望

•魅力ある授業づくりの推進　地域と連携し、魅力
ある授業づくりに力を入れた。その１つとして、生
徒の視野を広げ、進路意識を醸成できるよう、地
域についての探究学習「まちづくりプロジェクト」や
インターンシップなどを推進

•「離島留学」の実施　島外の中学校から同校への
入学者を募集する「離島留学」を実施。離島留学
生は、町営寮に住んだり、久米島町内の住民の家
庭にホームステイをしたりしながら同校に通う

•町営塾「久米島学習センター」との連携　町営塾
と連携した教科指導や進路指導などを展開し、生
徒一人ひとりへのきめ細かな指導を強化
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と
、
園
芸
科
で
農
場
長
の
宮
城
栄
先
生
は
言
う
。

　「
久
米
島
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
菊
な
ど
の
栽
培

が
盛
ん
で
、
地
域
経
済
の
中
軸
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
本
校
の
園
芸
科
は
、
地
域

の
農
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
園
芸
科
が
な
く
な
れ
ば
、
地
域
の
基

幹
産
業
の
担
い
手
が
思
う
よ
う
に
育
た
な
く
な
り
、

島
の
さ
ら
な
る
衰
退
を
招
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
ま
た
、
園
芸
科
は
、
以
前
か
ら
地
域
に
親
し
ま
れ
る

取
り
組
み
を
多
く
行
っ
て
き
た
。
毎
年
10
月
に
開
催
さ

れ
る
「
久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
」
の
コ
ー
ス
沿
道
に
、
園
芸

科
の
生
徒
た
ち
が
育
て
た
花
を
飾
っ
た
り
、
校
内
で
栽

培
し
た
野
菜
な
ど
の
販
売
を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
の

は
、
そ
の
代
表
例
だ
。
地
域
産
業
へ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に

加
え
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の
支
持
も
あ
り
、
地
域

で
廃
科
反
対
の
署
名
活
動
が
行
わ
れ
た
結
果
、
廃
科
案

は
保
留
と
な
っ
た
。

　
園
芸
科
が
廃
科
の
危
機
に
直
面
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
同
町
の
教
育
委
員
会
や
議
会
、
商
工
会
な
ど
の

有
志
か
ら
成
る
「
久
米
島
高
校
の
魅
力
化
と
発
展
を
考

え
る
会
」
が
発
足
。
同
会
と
連
携
し
た
学
校
改
革
に
着

手
し
た
と
、
石
原
啓あ

き
ら

校
長
は
語
る
。

　「
私
は
１
９
８
９
年
度
か
ら
３
年
間
、
教
諭
と
し

て
本
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
５
ク
ラ
ス

を
設
置
し
た
学
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
生
徒

数
が
減
り
、
各
学
年
で
３
ク
ラ
ス
し
か
編
成
で
き
な

い
状
況
で
す
。
島
内
外
か
ら
入
学
者
を
増
や
し
、
学

校
に
以
前
の
よ
う
な
活
気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
地

域
と
力
を
合
わ
せ
、
魅
力
的
な
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
同
校
の
改
革
に
は
、
３
つ
の
柱
が
あ
る
。

　
１
つ
め
の
柱
は
、
魅
力
あ
る
授
業
づ
く
り
だ
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
週
１
回
ず
つ
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
と
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
は
、
３
年
間
を
通
し
て
生
徒
の
視
野

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
進
路
意
識
を
醸
成
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
１
年
次
か
ら
２
年
次
の
１
学
期
ま
で
は
、
探

究
学
習
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
し
て
、

地
域
の
課
題
と
向
き
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
２
年
次
の

２
・
３
学
期
に
は
、
地
域
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
加
え
、
農
家
や
観
光
協
会
な
ど
、
地
域
の
特
色
あ

る
産
業
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
自
ら
の
職
業

の
や
り
が
い
を
語
る
「
久
米
島
キ
ラ
人び

と

講
話
」
な
ど
を

行
い
、
将
来
を
具
体
的
な
職
業
と
結
び
つ
け
て
考
え
さ

せ
、
３
年
次
に
は
、
大
学
入
試
対
策
や
就
職
対
策
な
ど
、

生
徒
の
希
望
進
路
に
応
じ
た
指
導
に
力
を
注
ぐ
。「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
担
当
の
大た

工く

廻え

朝あ
さ

陽ひ

先
生
は
、

取
り
組
み
の
ね
ら
い
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「
島
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
久
米
島
に
つ
い
て

の
調
べ
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
学
ん
だ
知

識
を
活
用
し
、
地
元
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
１
年
次
に
は
地
域
に
つ
い
て
の
探
究
学
習

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
年
次
か
ら

は
、
地
域
の
課
題
と
向
き
合
っ
た
経
験
を
生
か
し
て

地
域
の
産
業
や
経
済
な
ど
へ
と
関
心
を
広
げ
、
生
徒

が
社
会
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
、
段
階
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た
」

　「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
生
徒
が
数

人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
人
口
減
少
や
産
業
の
乏

し
さ
、
観
光
業
振
興
の
必
要
性
と
い
っ
た
同
島
の
課
題

の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
が
探
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
設
定
。

地
域
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を

通
し
て
、
問
題
の
解
決
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
。

　「
探
究
学
習
に
取
り
組
む
中
で
、
生
徒
は
地
域
の

現
状
を
改
め
て
見
つ
め
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
地
域

生
徒
の
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る

「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

沖
縄
県
立
久
米
島
高
校

西
銘
伸
悟
　に
し
め
・
し
ん
ご

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
離
島
留

学
担
当
。「『
師
弟
同
行
』。生
徒
と
苦
楽
を
と
も
に
し
、

生
徒
の
成
長
を
最
大
限
支
援
し
て
い
き
た
い
」

沖
縄
県
立
久
米
島
高
校

宮
城
　栄
　み
や
ぎ
・
さ
か
え

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
農
場
長
。

「
実
習
を
通
し
て
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

社
会
で
通
用
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

沖
縄
県
立
久
米
島
高
校
校
長

石
原

　啓
　い
し
は
ら
・
あ
き
ら

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
互
い

の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し
合
え
る
こ
と
が
『
格
好
よ

い
！
』
こ
と
だ
と
、
生
徒
に
気
づ
か
せ
た
い
」

久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー
塾
長

新
井
直
樹
　あ
ら
い
・
な
お
き

文
系
科
目
、
小
論
文
、
推
薦
入
試
指
導
を
担
当
。「
深

い
対
話
を
通
じ
て
、
生
徒
も
自
分
も
成
長
し
て
い
く

の
が
教
育
」

沖
縄
県
立
久
米
島
高
校

大
工
廻
朝
陽
　た
く
え
・
あ
さ
ひ

教
職
歴
5
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
担
当
。「
生
徒
た
ち
の
能
力
を

最
大
限
に
引
き
出
せ
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

 August  201939

追 0-01-J-21458-
000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 38頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
07/25
藤原

念
校
08/02
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
追 0-01-J-21458-

000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 39頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
藤原

念
校
08/02
引寺

再
念
校
08/06
山本憲 − −/−

− − −/−
−

P38-41_view21koukou-8g.indd   39 19/08/06   10:46



貢
献
を
考
え
ま
す（
写
真
）。
地
域
の
課
題
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
地
域
へ
の
愛

着
も
深
ま
り
、
地
域
を
支
え
よ
う
と
す
る
意
欲
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
工
廻
先
生
）

　
探
究
内
容
を
発
表
す
る
機
会
も
定
期
的
に
設
け
、
１

年
次
２
月
の
中
間
発
表
会
で
は
学
年
全
体
、
２
年
次
７

月
の
最
終
発
表
会
で
は
全
校
生
徒
に
対
し
て
、
地
域
の

問
題
解
決
策
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
最
終
発
表
会
で
は
、
同
町
の
町
長
や
教
育
長
ら
を

審
査
員
と
し
て
迎
え
、
１
グ
ル
ー
プ
に
優
秀
賞
を
贈
る
。

18
年
度
に
は
、
地
域
振
興
策
と
し
て
、
地
元
の
伝
統
工

芸
品
で
あ
る
久
米
島
紬つ

む
ぎ

（
＊
１
）
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ケ
ー
ス
の
製
作
・
販
売
を
提
案
し
た
グ
ル
ー

プ
が
同
賞
に
輝
い
た
。

　
今
後
は
、
他
地
域
と
の
交
流
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
。

そ
の
１
つ
と
し
て
、
19
年
度
の
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
グ

ル
ー
プ
を
「
全
国
高
校
生
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
」（
＊
２
）
に
派
遣
す
る
予
定
だ
。

　「
他
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
で
、
生
徒
は
刺
激
を
受
け
、
地
域

へ
の
関
心
を
よ
り
深
め
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

生
徒
が
増
え
て
い
け
ば
、『
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
は
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま

す
」（
石
原
校
長
）

　
２
つ
め
の
柱
は
、
島
外
の
中
学
校
か
ら
同
校
へ
の
入

学
生
を
募
集
す
る
「
離
島
留
学
」
だ
。
生
徒
数
を
増
や

し
た
い
と
、
２
０
１
３
年
度
に
始
め
た
。
離
島
留
学
生

の
選
考
で
は
、
同
町
役
場
の
職
員
に
よ
る
書
類
審
査
や

面
接
に
よ
り
十
数
人
に
絞
ら
れ
た
後
、
同
校
の
入
学
試

験
（
一
般
入
試
）
を
行
う
。
現
在
で
は
、
東
北
地
方
や

関
東
地
方
と
い
っ
た
様
々
な
地
域
か
ら
数
十
人
の
応
募

が
あ
り
、
毎
年
10
人
前
後
が
合
格
し
て
い
る
。
大
工
廻

先
生
は
、
離
島
留
学
生
を
迎
え
る
意
義
を
こ
う
話
す
。

　「
島
内
出
身
の
生
徒
は
、
幼
少
期
か
ら
人
間
関
係

が
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
も
の
の
見
方
や

考
え
方
が
単
一
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
離
島
留
学
生
と
と
も

に
学
ぶ
中
で
、
価
値
観
の
多
様
さ
に
気
づ
い
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
久
米
島
に
広
が
る
自
然
や
点
在
す
る

遺
跡
は
、
島
内
出
身
の
生
徒
に
は
あ
た
り
前
の
も
の

で
す
が
、
離
島
留
学
生
は
貴
重
な
も
の
だ
と
感
じ
ま

す
。
そ
れ
ら
に
強
い
関
心
を
示
す
離
島
留
学
生
の
姿

を
見
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
魅
力
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
る
島
内
出
身
の
生
徒
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
」

　
離
島
留
学
生
は
、
町
営
寮
「
じ
ん
ぶ
ん
館
」（
＊
３
）

に
住
む
か
、
町
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
。
親
元
を

離
れ
て
生
活
し
て
い
る
た
め
か
、「
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
す
る
」
と
い
っ
た
自
立
心
を
持
つ
生
徒
が
多
い
と

い
う
。
東
京
都
な
ど
で
中
学
３
年
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
離
島
留
学
の
説
明
会
で
は
、
そ
う
し
た
留
学
生

の
生
活
を
紹
介
し
て
い
る
と
、
離
島
留
学
担
当
の
西に

し

銘め

伸
悟
先
生
は
述
べ
る
。

　「
説
明
会
に
参
加
し
た
中
学
生
と
話
し
て
い
る
と
、

『
自
分
は
親
元
を
離
れ
て
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
』

と
い
っ
た
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
寮
で
の
人
間
関
係
を
心
配
す
る
中
学
生

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
中
学
生
が
島
で

の
生
活
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
離
島

留
学
生
の
卒
業
生
を
説
明
会
に
招
き
、
寮
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
の
経
験
を
語
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
３
つ
め
の
柱
は
、「
じ
ん
ぶ
ん
館
」
に
併
設
さ
れ
た

町
営
塾
「
久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
だ
。
同

セ
ン
タ
ー
に
は
５
人
の
専
任
講
師
が
常
駐
し
、
離
島
留

学
生
を
含
む
同
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
平
日
は
毎
日
、

授
業
の
補
習
や
定
期
考
査
対
策
、
大
学
進
学
や
就
職
対

策
な
ど
の
個
別
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
同
校
で
は
、

小
規
模
校
の
強
み
を
生
か
し
、
き
め
細
か
な
教
科
指
導
・

進
路
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
と
力
を
合

離
島
留
学
生
か
ら
刺
激
を
受
け
、

学
び
を
深
め
る
生
徒
た
ち

町
営
塾
と
と
も
に
生
徒
を
見
守
る
体
制
を

確
立
し
、き
め
細
か
な
指
導
を
強
化

＊１　15 世紀に始まったとされる、久米島産の紬による織物。天然染料による染色や手織りなどの技術に、琉球王朝以来の伝統が受け継がれており、それらの技術は国の
重要無形文化財に指定されている。

写真　「まちづくりプロジェクト」では、何のために、
どこで、どのような調査をするか、すべて生徒が話し合っ
て決める。久米島の特色を明確に意識できるよう、地
域住民だけではなく、観光客らにもインタビューを行
うグループもある。
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わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
特
色
を
さ
ら
に
強
め
る
ね

ら
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
具
体
的
な
進
路
に
つ
い
て
の

検
討
が
本
格
化
す
る
２
年
次
後
半
か
ら
は
、
同
校
の
進

路
指
導
部
の
教
師
や
担
任
団
と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
専
任

講
師
全
員
が
集
ま
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
の

指
導
方
針
を
議
論
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
、

新
井
直
樹
塾
長
は
こ
う
語
る
。

　「生
徒
に
は
、
一
人
ひ
と
り
違
っ
た
強
み
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
適
切
に
把
握
し
、
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
大
人
の
目
で
生
徒
を

見
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
指
導
し
て

み
て
気
づ
い
た
こ
と
は
同
校
の
先
生
方
と
こ
ま
め
に

共
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど

で
求
め
ら
れ
る
志
望
理
由
書
や
小
論
文
の
添
削
指
導

に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
講
師

も
そ
れ
ら
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
の
負
担
を

減
ら
す
と
と
も
に
、
生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
講
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、「
あ
な
た
が

理
想
と
す
る
か
っ
こ
い
い
大
人
」
な
ど
、
様
々
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
生
徒
同
士
が
議
論
す
る
「
ち
ゅ
ら
ゼ
ミ
」

も
、
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。
地
域
住
民
や
島
外
の
大

学
生
ら
を
特
別
講
師
と
し
て
招
き
、
議
論
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

　「生
徒
の
視
野
を
よ
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
多
様

な
見
方
・
考
え
方
を
知
る
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、『
ち
ゅ
ら
ゼ
ミ
』
で
は
、
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
に

考
え
さ
せ
て
い
ま
す
」（
新
井
塾
長
）

島
の
こ
と
、
抱
い
て
い
る
久
米
島
へ
の
思
い
を
語
れ

ま
す
」（
大
工
廻
先
生
）

　
離
島
留
学
の
希
望
者
の
増
加
も
、
大
き
な
成
果
だ
。

以
前
は
数
人
だ
っ
た
が
、
前
述
し
た
通
り
、
現
在
は
全

国
各
地
か
ら
数
十
人
の
応
募
が
あ
る
。
同
校
の
魅
力
が

発
信
で
き
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
今
後
に
つ
い
て
、
石
原
校
長
は
こ
う
語
る
。

　「地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
本
校
に
は
様
々
な

教
育
活
動
を
実
現
し
や
す
い
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
後
も
そ
う
し
た
環
境
を
生
か
し
、
多
く
の

生
徒
に
選
ば
れ
続
け
る
学
校
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
３
つ
の
柱
に
よ
る
改
革
は
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
生
徒
の
変
化
だ
。
未
知
の
こ
と

に
挑
戦
を
し
た
り
、
本
当
に
進
み
た
い
道
を
選
択
し
た

り
す
る
生
徒
が
増
え
た
（
左
コ
ラ
ム
）。
ま
た
、
生
徒

の
地
域
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「以
前
は
、『
島
外
に
出
た
時
に
久
米
島
に
つ
い
て

聞
か
れ
て
も
、
何
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
』
と
話
す

生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現

在
の
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
知
っ
て
い
る
久
米

沖縄県立久米島高校

＊２　認定特定非営利活動法人カタリバが全国の高校生らを対象に実施している探究型学習プログラム「全国高校生マイプロジェクト」の活動の１つ。「マイプロジェクト」
とは、自分の「こうあってほしい未来」を実現するための計画のこと。
＊３　「じんぶん」は、「知恵」という意味の沖縄方言。　

生
徒
か
ら
選
ば
れ
続
け
る
学
校
づ
く
り
を

今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い

普通科２年　田
た

場
ば

成
なる

海
み

さん

挑戦することの大切さを学んだ
　私たちのグループは、「まちづくりプロジェクト」で、久米島の観光業
をより活性化させる方策を探究しています。
　課題を設定する時に、観光客や地元の方に「久米島のよさ」について
の聞き取り調査を行ったところ、「のんびり過ごせるところ」という回答
が多く得られました。そこで、その魅力を生かした観光のあり方をグルー
プで検討した結果、自然の中でのんびり過ごすために行う「グランピング」
によって観光客の誘致を図るというアイデアが出ました。
　探究学習を通して、久米島に様々な仕事があることを知っただけでは
なく、資金の集め方などを自分たちの力で考えて実践したことで、久米
島への理解がさらに深まり、自分の進路検討にも生きています。知らな
い人に聞き取り調査をするのは、とても緊張しましたが、新たなアイデ
アにつながるヒントを得ることができたので、やってよかったと思って
います。勇気を出して挑戦することの大切さを学びました。

和歌山大学観光学部１年　大澤こみちさん（２０１８年度卒業生・離島留学生）

本当にやりたいことを見つけ、積極的になれた
　東京都出身の私には、広い空や青い海があり、琉球王朝の古跡が豊富
な久米島での生活は、感動の連続でした。そうした中、「久米島の素晴ら
しさを多くの人に伝えたい」という思いが次第に強くなっていったこと
をよく覚えています。
　そこで、沖縄県による観光促進事業に参加し、沖縄本島からの観光客
と島内を巡るツアー企画を立案しました。自分のお勧めスポットを盛り
込みながらコースを決めるのが面白く、また、久米島の魅力をＰＲする
お手伝いができるというやりがいも感じました。それがきっかけで、大
学で観光学を学ぼうと考えるようになりました。
　東京都で生活をしていた中学時代までの私は、自分のやりたいことを
見つけ、その実現に向けて積極的に動くようなタイプではありませんで
した。そうした私が変わったのは、久米島で本当にやりたいことに出会
えたからだと思っています。

久米島高校で得られた 成長実感

生徒・卒業生が語る
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秋
田
県
立
能
代
高
校
で
は
、授
業
や
探
究
学

習
、行
事
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、生
徒
に
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を「Classi

」（
＊
１
）に
蓄
積
さ
せ

て
い
る
。加
え
て
、調
査
書
の
書
式
変
更
へ
の

対
応
を
念
頭
に
、学
習
や
特
別
活
動
な
ど
の
項

目
を
網
羅
し
た「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
ア
ン
ケ
ー

ト（
＊
２
）」を
１・
２
年
次
末
に
行
い
、学
習

や
活
動
を
整
理
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
た
だ
、
生
徒
は
、
志
望
理
由
書
な
ど
で
自

分
の
成
長
を
伝
え
ら
れ
る
内
容
を
書
き
き
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
生
徒
が
自
身
の
成

長
や
課
題
を
メ
タ
認
知
し
、
学
び
の
質
を
高

め
る
た
め
の
振
り
返
り
と
す
る
た
め
に
は
、

「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
書
式
が

現
状
の
ま
ま
で
よ
い
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
が
学
年
末
の
み
で
よ
い
か
迷
い
が
あ
っ
た
。

検討メンバー

改良！指
導ツール

秋田県立能代高校　

吉田英亮
よしだ・ひであき

静岡県立下田高校　

稲葉 渉
いなば・わたる

奈良県立
青
せい

翔
しょう

中学校・高校

生田依子
いくた・よりこ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、生徒に行動の変容を促すために、高校生活の
節目にそれまでの学びを振り返るポートフォリオについて検討する。

自
身
の
成
長
や
課
題
に
つ
い
て
の

生
徒
の
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
た
い

ツール 提供者

秋田県立能
の

代
し ろ

高校
吉田英

ひ で あ き

亮先生提供
「ポートフォリオ」

Before

活動の振り返りが、これまで
の学習で身につけてきたはず
の資質・能力と結びついてい
なかった
その資質・能力を獲得した過
程を、生徒に言語化させたい
その上で、今後取り組むべき
ことを考えさせるツールとし
たい

課題

1

2

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
＊２　大阪府・私立高槻中学校・高校ご作成の同様のアンケートを参考に能代高校が作成。

3
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今
回
の
ツ
ー
ル
は
、
２
年
次
の
２
学
期
で

の
活
用
を
想
定
。
高
校
３
年
間
の
折
り
返
し

地
点
で
何
が
で
き
て
、
何
が
で
き
て
い
な
い

の
か
、
生
徒
に
自
身
の
成
長
を
、
プ
ロ
セ
ス

を
踏
ま
え
て
言
語
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
高
校

生
活
の
後
半
で
希
望
進
路
に
向
け
て
何
を
す

べ
き
か
、
自
覚
を
促
す
ツ
ー
ル
に
改
良
し
た
。

　
生
徒
の
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
る
た
め
、

記
入
す
る
活
動
を
自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
し

た
。
た
だ
、
改
良
前
は
、「
宿
題
」
と
い
っ
た

学
校
が
課
し
た
こ
と
も
記
入
で
き
た
が
、
改

良
後
は
「
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
」
と

ハ
ー
ド
ル
を
設
け
た
。
ま
た
、
シ
ー
ト
の
上

部
に
は
、
振
り
返
り
時
に
意
識
で
き
る
よ
う
、

学
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
示
し
、

経
験
を
漏
れ
な
く
掘
り
起
こ
せ
る
よ
う
、
振

り
返
り
の
参
考
と
な
る
資
料
も
提
示
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

能代高校で身につけてほしい資質・能力
①学力・教養　②思考力　③提言力 ( 課題発見力・課題解決力）　④質問力　⑤協働力 (コ
ラボレーション力）　⑥自己管理能力（自律力）　⑦向上力　⑧自己肯定力（自尊心）　
上記８つの資質・能力を身につけた上で、さらに獲得してほしい２つの資質
①キャリアデザイン・キャリアマネジメント　②シチズンシップ
振り返りの参考となる資料
授業や行事の振り返りシート、探究学習の振り返りシート、部活動ノート

■教科学習
自分が主体的に
学習に取り組ん
だ教科・科目

それを通じてできるようになったこと、
成長したことは何ですか。上記の資質・
能力を意識して書きましょう。

左記の資質・能力が高まった、成長し
たと思う根拠を書きましょう。

■探究学習

自分が主体的に
取り組んだ内容

左記を通じてできるようになったこと、
成長したことは何ですか。上記の資質・
能力を意識して書きましょう。

左記の資質・能力が高まった、成長し
たと思う根拠を書きましょう。

■特別活動（学校行事、ホームルーム活動、生徒会活動）

自分が主体的に
取り組んだ活動

左記を通じてできるようになったこと、
成長したことは何ですか。上記の資質・
能力を意識して書きましょう。

左記の資質・能力が高まった、成長し
たと思う根拠を書きましょう。

◎上記の成長を踏まえて、自分が将来どのように生きたいのか、どのようにありたい
のかを、理由も踏まえて書きましょう。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME →教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を

プ
ロ
セ
ス
も
踏
ま
え
て
振
り
返
る

振り返りの項目はほ
かに、「部活動、課外
活動」「進路にかかわ
る課外活動」

ポートフォリオ２年生　２学期

After

学校が育成を目指す資質・能
力と、振り返りに活用できる
資料を示す
自分が身につけるべき資質・能力を
意識して振り返りができるように、
学校が育成を目指す資質・能力を明
記。また、振り返りに活用できる資
料も示して、様々な場面で書きため
てきたポートフォリオを見返すように
促す。

主体的に取り組んだ活動につ
いて、そのプロセスを振り返
りながら自己評価させる
プロセスも含めて活動を振り返らせ
ることで、活動前後の自分の変容を
メタ認知させる。さらに、振り返り
を踏まえて将来を考えさせ、次年度
の展望を描かせる。

1

2

改良ポイント

■ポートフォリオ

関連する指導ツール
▶2017 年度２月号「志望理由シート」 
▶2018 年度１０月号「学期リフレクションシート」
こちらもご活用ください
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ま
ず
議
論
し
た
の
は
、
ツ
ー
ル
の
役
割
だ
。

各
活
動
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
既
に
あ
る
た

め
、
総
括
的
な
振
り
返
り
が
必
要
な
時
期
を

話
し
合
っ
た
結
果
、３
年
生
０
学
期
の
志
望

校
決
定
に
向
け
て
学
び
を
整
理
さ
せ
よ
う
と
、

２
年
生
２
学
期
で
の
活
用
を
想
定
。さ
ら
に
、

大
学
入
試
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、生
徒
が
自

身
の
成
長
を
メ
タ
認
知
す
る
た
め
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
活
動
の

前
後
で
の
成
長
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
言
語
化

す
る
書
式
と
し
た
。そ
し
て
、自
身
の
成
長
と

将
来
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
項
目
を
入
れ
た
。

　
記
入
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
自
発
的
に

か
か
わ
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い

と
、「
自
分
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
」

に
表
現
を
改
め
た
。
書
く
こ
と
が
少
な
い
生

徒
が
い
て
も
、
進
級
前
に
志
望
を
考
え
る
た
め

の
材
料
が
乏
し
い
こ
と
へ
の
危
機
感
を
促
し

た
方
が
よ
い
と
い
う
認
識
で
一
致
し
た
。
そ

し
て
、
資
質
・
能
力
の
成
長
を
可
視
化
で
き

る
よ
う
、
学
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
、

ま
た
は
学
力
の
３
要
素
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

　
ツ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
教
師
と
の

面
談
、生
徒
間
で
の
相
互
評
価
な
ど
、他
者
評

価
を
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
提
案
さ
れ
た
。

３
年
生
で
の
担
任
も
こ
の
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て

生
徒
の
学
習
履
歴
や
希
望
進
路
が
把
握
で
き
、

指
導
し
や
す
い
と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
た
。

　
こ
の
ツ
ー
ル
を
機
に
、
プ
ロ
セ
ス
評
価
の

重
要
性
を
理
解
し
、
評
価
観
の
意
識
転
換
が

図
れ
れ
ば
と
い
っ
た
期
待
も
寄
せ
ら
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
生徒各自に

これまで書いた振り返りシート、
ポートフォリオなどを持ち寄らせる

2
生徒にシートを配布し、記入させる。

必要に応じて、
生徒間で相互評価を行う

3
生徒が記入した内容を担任が確認。

面談指導などで、
今後に向けたアドバイスをする

改良！指
導ツール

活用の流れ

成
長
の
プ
ロ
セ
ス
の
言
語
化
が
、

自
信
と
そ
の
後
の
行
動
に
つ
な
が
る

　
本
校
で
は
、
２
年
次
11
月
の
探
究
学

習
が
一
段
落
し
た
時
に
シ
ー
ト
を
記
入

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
年
半
の
自

己
の
成
長
を
認
識
さ
せ
た
上
で
、
将
来

に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
え
さ
せ
、
面
談
で
は
こ

の
シ
ー
ト
を
基
に
自
己
評
価
と
教
師
に
よ
る
評
価

の
結
果
と
の
違
い
を
伝
え
、
３
年
生
で
す
べ
き
こ

と
を
言
語
化
さ
せ
ま
す
。
自
己
評
価
と
い
う
具
体

的
な
材
料
が
あ
る
の
で
、
担
任
も
生
徒
が
今
後
取

り
組
む
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
や
す
い
は
ず
で
す
。

ま
た
、
生
徒
が
身
に
つ
け
た
と
考
え
て
い
る
資
質
・

能
力
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
学
校
教
育
目
標
の
到

達
度
も
可
視
化
で
き
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
シ
ー

ト
の
記
入
に
向
け
て
、
授
業
や
行
事
な
ど
の
日
々

の
振
り
返
り
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
探
究
学
習
の
指
導
で
は
、先
生
方
に
プ
ロ
セ
ス
の

重
要
性
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。こ
の
シ
ー
ト
を
評
価

の
核
と
す
る
こ
と
で
、
指
導
は
よ
り
プ
ロ
セ
ス
を

意
識
し
た
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
考
え
方

が
浸
透
し
た
ら
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
と
資
質
・
能
力
の
結
び
つ
き
を
教
師
や
生
徒
に

意
識
さ
せ
、活
動
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

吉
田
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。
探
究
活
動
推
進
委
員
長
。「
生
徒
に
良
質
な
『
対
話
』
と
『
出
会
い
』
を
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約

２
３
０
人
／
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、

北
海
道
教
育
大
、
弘
前
大
、
東
北
大
、
秋
田
大
な
ど
に
67
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
北
学
院
大
、
青
山
学
院
大
、
東
海
大
、
東
京
理
科
大
な
ど
に
延
べ
１
８
２
人

が
合
格
。

プロセス重視の指導にもつなげたい
秋田県立能代高校　吉田英亮　よしだ・ひであき

２年生　２学期　ポートフォリオ
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＊１ Comprehension（理解）、Discovery（発見）、Ambition（大志）の頭文字をとった、同校独自の進路観醸成プログラム

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を

お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9 時～ 21 時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
３
年
生
進
級
時
ま
で
に
志
望
校
を
決

め
る
と
な
る
と
、
２
年
生
２
学
期
は
重

要
な
時
期
で
す
。
そ
の
時
期
は
、
自
身

の
将
来
に
向
き
合
い
切
れ
て
い
な
い
生

徒
も
ま
だ
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
シ
ー
ト
の
記
入
を

通
し
て
自
分
の
学
び
を
整
理
さ
せ
、
自
分
が
主
体

的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
と
志
望
校
で
学
べ
る
こ
と

に
食
い
違
い
が
な
い
か
を
、
３
年
生
に
な
る
前
に

考
え
さ
せ
ま
す
。
志
望
校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
と
も
関
連
づ
け
て
振
り
返
り
を
さ
せ
れ

ば
、
大
学
入
学
後
の
学
び
が
よ
り
有
意
義
な
も
の

に
な
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、
振
り
返
り
に
は
材
料

が
必
要
で
す
。
入
学
後
、生
徒
に
こ
の
シ
ー
ト
を
配

布
し
、
１
年
半
後
に
記
入
で
き
る
経
験
や
気
づ
き

が
あ
る
よ
う
に
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
重
要
だ

と
説
明
し
、
日
頃
の
振
り
返
り
の
必
要
性
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

　
シ
ー
ト
の
活
用
で
は
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す

問
い
か
け
を
、
教
師
が
い
か
に
で
き
る
か
が
重
要
で

す
。
成
長
に
つ
な
が
る
経
験
を
し
て
い
て
も
、
生
徒

が
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
に
お
い
て
は
、
教
師
の
コ
ー

チ
ン
グ
の
役
割
が
一
層
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
高
校
で
理
数
科
の
み
の
本
校
で
は
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
校
と
し
て
中
学
３
年
次

〜
高
校
３
年
次
に
探
究
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ノ
ー
ト
に
活
動
を
記
録
さ
せ
、

自
身
の
成
長
を
振
り
返
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
先
生
方
と
の
議
論
を
通
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
評
価

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
研
究
や
試

験
の
結
果
が
思
う
よ
う
に
出
な
く
て
も
、
諦
め
ず

に
粘
り
強
く
頑
張
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
、
努
力

の
過
程
を
評
価
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
シ
ー
ト
の
活
用
時
に
は
、「
教
科
学
習
」「
探
究

学
習
」
を
中
心
に
、
学
力
の
３
要
素
に
照
ら
し
合

わ
せ
た
振
り
返
り
を
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
自

身
の
学
習
と
志
望
校
を
結
び
つ
け
て
、
希
望
進
路

実
現
へ
の
努
力
の
過
程
を
言
語
化
さ
せ
る
の
で
す
。

２
年
次
12
月
の
三
者
面
談
で
、
生
徒
が
根
拠
を
持
っ

て
自
分
の
志
望
を
保
護
者
に
伝
え
れ
ば
、
保
護
者

の
進
路
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
自
分
で
は
感
じ
て
い
な
く
て
も
、
周
り
が
成
長

を
認
め
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
同
士
の

指
摘
の
方
が
心
に
響
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、
グ
ル
ー

プ
で
シ
ー
ト
を
見
せ
合
っ
て
相
互
評
価
を
行
う
と
、

生
徒
の
様
々
な
気
づ
き
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

稲
葉
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。 

「
生
徒
や
学
校
を
、
地
域
な
ど
様
々
な
も
の
と

つ
な
ぎ
な
が
ら
、
生
徒
の
確
か
な
成
長
を
実
現
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
、
定
時
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年

約
２
１
０
人
／
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、

千
葉
大
、
横
浜
国
立
大
、
静
岡
大
、
奈
良
女
子
大
、
広
島
大
な
ど
に
45
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、法
政
大
、明
治
大
、立
教
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
１
８
人
が
合
格
。

生
田
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
中
学
校
副

統
括
。
進
路
指
導
部
副
部
長
。
理
科（
生
物
）。 「
夢
は
必
ず
か
な
う
。
志
を
高
く
持
ち
、

挑
戦
し
続
け
れ
ば
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
40
人
／
２
０
１
９
年

度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
山
形
大
、
三
重
大
、
滋
賀
大
、

岡
山
大
、
高
知
大
、
大
分
大
な
ど
に
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、
関
西
大
、

近
畿
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
70
人
が
合
格
。

振り返りを基に、思考を深めさせる問いかけを
静岡県立下田高校　稲葉 渉　いなば・わたる

プロセスを評価し、努力する姿勢を育む
奈良県立青翔中学校・高校　生田依子　いくた・よりこ
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「怒り」をコントロールするための心理トレーニング「アンガーマネジメント」のワークショップ。
カードゲームを通して、怒りの経験を語り合い、自己理解や他者理解につなげる。

自分の興味・関心を
踏まえながら、教師
や支援員と相談して
学ぶ内容を生徒自身
で決める。一斉授業
の代わりに、ネット
授業を視聴する。成
績評価は、ペーパー
テストだけではなく、
学習成果物（ポート
フォリオ）などを通
じて多面的に行われ
る。

◎教職歴16年。同校に赴任して2年目。数学科担当。少
人数での学び合い、学び直しに力を入れた小規模校勤務を
経て現任校へ。これまでの指導経験を土台に、生徒が自己
肯定感を高めながら、それぞれの希望進路実現のために、
意欲的に学習に取り組めるような支援のあり方を日々 模索して
いる。

◎明蓬館高校理事長・校長。2000年に国内初のインター
ネットを使った通信制高校を開校。NPO日本ホームスクール
支援協会理事長、NPOソーシャル・ビジネス・ネットワーク
理事、新しい学校の会理事などを務める。著書に『発達障
害の子どもたちの進路と多様な可能性』（WAVE出版）。

群馬県立高崎東高校　　
全日制／普通科／共学／1学年約200人／ 2019年
度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、弘前大、
群馬大、埼玉大、東京外国語大などに17人が合格。
私立大は、獨協大、芝浦工業大、東京農業大、法政大、
立正大などに延べ110人が合格。

内閣府認定特区高等学校明蓬館高校　　
全国広域通信制高校である明蓬館高校は、SNEC（ス
ペシャルニーズ・エデュケーションセンター）と呼ばれる
サポートセンターを全国に設置。SNECでは、発達障害
の支援スキルを持った支援員と臨床心理士などの心理職
が相談員として常駐し、各教科の教員とともに生徒の支
援にあたる。

群馬県立高崎東高校

高橋真人
たかはし・まさと

内閣府認定特区高等学校
明
めい
蓬
ほう
館
かん
高校

日野公三
ひの・こうぞう

好きなこと、苦手なことを認め合い、
個に応じた学びを深める

通信制高校の授業

学校を飛び出し、学びを
巡る

私が訪問しました

私が案内しました

46 August  2019
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日
野
　
明め

い

蓬ほ
う

館か
ん

高
校
の
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
ス
ペ
シ
ャ

ル
ニ
ー
ズ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

に
は
、
得
意・不
得
意
の
凸
凹
が
大
き
い
な
ど
、

発
達
上
の
特
性
を
持
つ
生
徒
が
多
く
在
籍
し

て
い
ま
す
。
発
達
障
害
の
生
徒
は
、「
自
分
の

努
力
が
足
り
な
い
か
ら
、
ほ
か
の
人
に
で
き
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
考
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
発
達
障
害
は
、
本
人
の
努
力
不

足
や
保
護
者
の
育
て
方
が
原
因
で
起
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
の
生
徒
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
学
習
環
境
が
整

え
ら
れ
れ
ば
、
豊
か
な
学
び
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

高
橋
　
個
別
学
習
用
の
ブ
ー
ス
の
様
子
を
見

ま
し
た
が
、
支
援
員
の
先
生
に
質
問
し
な
が

ら
、
科
学
的
な
テ
ー
マ
の
探
究
学
習
に
取
り
組

む
生
徒
、
高
度
な
数
学
の
問
題
を
黙
々
と
解
く

生
徒
な
ど
、
各
自
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

日
野
　
時
間
割
は
、
生
徒
が
教
師
や
支
援
員
と

相
談
し
て
作
り
ま
す
。
不
登
校
を
経
験
し
た
生

徒
に
は
、
好
き
な
学
習
、
得
意
な
学
習
に
安
心

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
学
び
へ
の
意
欲
や
自

己
肯
定
感
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、困
っ
た
時
に
は
、

す
ぐ
に
仲
間
や
教
師
に
ヘ
ル
プ
サ
イ
ン
が
出

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
橋
　
選
択
授
業
と
し
て
行
わ
れ
た
「
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
自
分
や
他
者
を
理
解
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
社
会
で
自
立
す
る
力
を
養
う
時
間
で
し
た

ね
。
生
徒
の
１
人
が
、「
中
学
生
の
時
に
、
周

り
の
大
人
に
自
分
の
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら

え
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
椅
子
を
投
げ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
ス
ッ
キ
リ
し
た

け
れ
ど
、
今
は
、
そ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
し
た
自
分

の
感
覚
に
怖
さ
を
覚
え
る
。
そ
の
時
の
自
分
は

壊
れ
て
い
た
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
」
と
深
く
内

省
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

日
野
　
聴
覚
が
過
敏
で
大
勢
の
生
徒
が
集
ま

る
教
室
に
入
れ
な
か
っ
た
り
、
視
覚
的
な
処
理

が
苦
手
で
教
室
の
掲
示
物
に
気
を
取
ら
れ
た
り

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
不
登
校
に
な
っ
た

生
徒
が
本
校
に
入
学
し
て
き
ま
す
。
本
校
に
登

校
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
何
か
月
も
か
か

る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
安
心
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
け
ば
、
ど
の
生
徒
も
必
ず
自
分
の
学

び
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
前
に
進
ん
で
い
き
ま

す
。
料
理
に
興
味
が
あ
っ
た
あ
る
生
徒
は
、
生

物
で
は
食
中
毒
、
日
本
史
で
は
日
本
料
理
の
起

源
を
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
、
意
欲
的
に
学
ん
だ

結
果
、
管
理
栄
養
士
を
目
指
し
て
大
学
に
進
学

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
「
未
来
の
自
分
が
好
き
に
な
れ

る
学
校
」
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
発
達
上
の
特
性
を
持
っ
た
生
徒
の
支
援
は
、
全

日
制
の
高
校
に
お
い
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

し
か
し
、
発
達
障
害
の
生
徒
と
ど
の
よ
う
に
向
き

合
え
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
理
解
は
ま
だ
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
、
ク
ラ
ス
目
標
と
し
て
「
安

心
の
で
き
る
集
団
」
を
掲
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
「
同
質
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
安
定

を
保
つ
ク
ラ
ス
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
野
先
生
の
学
校
と
同
じ
こ
と
を
自
校
で
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
安
心
で
き
る
人
間
関
係
の

中
で
、
自
分
の
興
味
・
関
心
を
追
究
し
、
各
教
科

へ
の
学
び
に
つ
な
げ
、
深
め
て
い
く
よ
う
な
指
導

の
あ
り
方
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

思考力は高いが、考えたことを文章化すること
が苦手など、生徒の特性は多様だ。教師が生
徒の話を丁寧に聞きながら、生徒が自分の考え
をまとめることを支援する。特性に応じた学習
環境が、一人ひとりに豊かで深い学びをもたらす。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
苦
労
を
し
て
き
た
生
徒
だ
か
ら
こ
そ
、

人
と
の
接
し
方
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
生
徒
は
多
い
で
す

臆
せ
ず
に
先
生
に
質
問
を
し
た
り
、生
徒
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
、

人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
生
徒
の
姿
が
印
象
的
で
し
た

生徒一人ひとりが
安心して学べる学校に
ついて考え続けたい

今日の学びを
自校の指導につなぐ

47  August  2019
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山
形
県
に
あ
る
東
北
芸
術
工
科
大
学

（
＊
１
）
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
地
域
を
持
続
さ
せ

る
仕
組
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
人

材
を
育
て
て
い
る
。
　

　
同
学
科
で
は
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」（
＊

２
）
の
手
法
を
用
い
て
、
課
題
発
見
能
力

と
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
人
と
人
と
を
結
び
、
問
題
解
決
に
立

ち
向
か
う
人
材
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

成
す
る
力
が
必
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
力
を
、
１
年
次
か
ら
徹
底

し
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て

育
成
し
て
い
る
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
で

＊ 1  芸術学部とデザイン工学部の２学部が設置されている。芸術とデザインの力で社会問題を解決できる人材の育成を使命としている。 
＊２ ①共感、②問題定義、③創造、④プロトタイプ（試作品）、⑤テストという順序で思考を深め、イノベーションを実現させる問題発見・問題解決の方法論。アメリカ
の世界的コンサルティング会社 IDEO によって提唱され、世界を先導する数々の企業に取り入れられている。

山形市役所の若手職員と協働し、
未来シミュレーションゲームを実施

「デザイン思考演習」では市役所の課長になりきり、限りある税金をどの政策
に使うかを考えました。政策を考える際にクリエイティビティが必要なこと
に気づいたり、行政職員の日々の苦労を実感したりしました。（中川さん）

メンバーの長所を生かし、プロジェクトを前進　
私が所属する地域プロジェクトは、6 人チームで進行します。自然と
役割分担が生まれ、私は場の雰囲気づくりや話し合いの進行役が得意
だと気づきました。（中川さん）

地域住民と同じ目線での語り合いで、
自分の発想を試し、高められます
シェアハウスの創業準備をしている地域団体に「地
域留学」した際、団体のロゴをデザインしました。
団体の結束力を高められるよう、地域の魅力やメン
バーの想いを込めて制作することで、チームづくり
に貢献できたと思います。（本間さん）

デザイン工学部
コミュニティデザイン学科３年
本間真生
ほんま・まさき
新潟県立新

し

発
ば

田
た

商業高校
卒業。同学科のスタジオ
活動にひかれて、入学。

デザイン工学部
コミュニティデザイン学科３年
中川繁輝
なかがわ・しげき
東 京都立千

ち

早
はや

高校卒業。
同学科のイベント参加が
きっかけとなり、入学。

地
域
の
問
題
解
決
に

必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

地域を元気にする仕組みや
人のつながりをデザインする力を育成

東北芸術工科大学 デザイン工学部 コミュニティデザイン学科
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は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
必
要
な
基
礎

的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
。
３
年
生
の
本

間
真ま

さ

生き

さ
ん
は
、
こ
う
振
り
返
る
。

　「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
住
民
の
声

を
聞
い
て
課
題
の
本
質
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
す
。
授
業
で
は
、
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
場
を
想
定
し
、
役
割
を
決
め
て

ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
、
話
し
合

い
の
手
法
や
進
め
方
を
学
び
ま
し
た
」

　
一
方
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
演
習
」
は
、
製

品
デ
ザ
イ
ン
の
過
程
を
応
用
し
て
、
解
決

策
を
見
出
だ
す
手
法
を
学
ぶ
科
目
だ
。
３

年
生
の
中
川
繁し

げ

輝き

さ
ん
は
こ
う
語
る
。

　「
身
近
な
問
題
を
解
決
す
る
演
習
と
し

て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
の
デ
ザ
イ
ン
を
し

ま
し
た
。
実
際
に
地
域
に
入
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
中
で
、
製
品
で
も
地
域

で
も
、
問
題
解
決
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を

す
る
プ
ロ
セ
ス
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
を

強
く
実
感
し
ま
し
た
」

　　
地
域
の
中
で
実
践
的
な
学
び
を
展
開
す

る
点
も
、
同
学
科
の
大
き
な
特
色
の
１
つ

だ
。
１
年
次
の
春
季
休
業
に
は
、
全
学
生

が
約
１
か
月
間
の
「
地
域
留
学
」
を
体
験
。

学
生
は
、
希
望
す
る
地
域
に
入
り
、
問
題

を
解
決
す
る
手
法
を
学
ぶ
。

　「
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
運
営
方
針
や
ル
ー
ル
づ
く
り
に

携
わ
り
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
住
民

の
心
地
よ
さ
だ
け
で
な
く
、
周
辺
住
民
へ

の
影
響
や
ま
ち
の
将
来
像
を
踏
ま
え
て
話

し
合
う
こ
と
で
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
地
域

に
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
も
の
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
」（
本
間
さ
ん
）

　
２
年
次
は
、
学
科
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ

設
定
し
た
「
ス
タ
ジ
オ
」
と
呼
ば
れ
る
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
関
心
の
あ
る

も
の
を
選
び
、
所
属
す
る
。
３
年
次
前
期

ま
で
の
１
年
半
、
じ
っ
く
り
地
域
に
入
っ

て
、
問
題
解
決
の
実
践
に
取
り
組
む
。

　
中
川
さ
ん
は
、
西
山
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
依
頼
で
、
若
者
の
転
出
に
つ

い
て
調
査
・
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
若
年
層
と

高
齢
者
層
の
考
え
方
に
隔
た
り
が
あ
る
と

気
づ
き
ま
し
た
。
現
在
、
各
世
代
を
集
め

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
、

互
い
を
理
解
し
あ
い
、
住
民
が
一
丸
と
な

れ
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
」

　
本
間
さ
ん
は
、
山
形
県
大
江
町
か
ら
委

託
さ
れ
、
銀
行
だ
っ
た
建
物
を
地
域
住
民

の
交
流
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
せ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
た
。

　「
私
た
ち
の
代
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
交
流
施
設
で
活
動
し
て
く
れ
る
人
材

を
育
成
し
ま
し
た
。
対
象
は
子
育
て
マ
マ

に
し
、
彼
女
た
ち
が
本
気
で
や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
発
見
し
、
実
施
す
る
ま
で
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学
科
で
学
ん
だ
ア
イ

デ
ア
発
想
法
や
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ン
を
地

域
の
人
た
ち
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

で
、
継
続
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
る

人
材
を
生
み
出
し
ま
し
た
」（
本
間
さ
ん
）

　　
ス
タ
ジ
オ
活
動
と
並
行
し
、
講
義
や
演

習
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
知
識
を
深
め

た
り
、
地
域
課
題
の
取
り
組
み
事
例
を
学

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
理
論
と
実
践
を
往

復
し
、
学
び
を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

　「
ス
タ
ジ
オ
活
動
を
通
し
て
、
私
は
論

理
的
に
説
明
す
る
力
が
弱
い
と
痛
感
し
、

現
在
、『
ロ
ジ
カ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
』
を

履
修
し
て
い
ま
す
」（
本
間
さ
ん
）

　
そ
う
し
た
学
習
や
体
験
を
基
に
、
３
年

次
後
期
か
ら
の
卒
業
研
究
で
は
、
個
別
に

地
域
に
入
り
、
自
ら
設
定
し
た
課
題
に
取

り
組
ん
で
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　「
閉
村
な
ど
が
増
え
て
い
る
状
況
下
で
、

い
か
に
前
向
き
な
気
持
ち
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
閉
じ
る
か
と
い
う
手
法
も
研
究
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
川
さ
ん
）

　
住
民
自
ら
が
地
域
の
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
地
域
の
活
動
を
支
え
る
の
が
、
本
学

科
が
輩
出
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に

は
、
問
題
解
決
の
事
例
や
手
法
を
知
る
だ
け

で
は
な
く
、
住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
働

き
か
け
た
り
、住
民
同
士
を
つ
な
げ
た
り
と
、

人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
両
面
を
理
論
と
実
践
か
ら
深
く
学
べ
る
の

が
、
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
人
を
動
か
す
に
は
、
論
理
の
正
し

さ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
本
間
さ
ん
の
よ
う

に
活
動
団
体
の
ロ
ゴ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
な

ど
、
感
性
で
地
域
の
方
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
本
学
科
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
や
冊
子
編
集
も
必
修
科
目
に
設
定

し
て
い
ま
す
。
芸
術
大
学
と
い
う
環
境
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
卒
業
後
は
、
起
業
す
る
者
か
ら
、
行
政
、

教
育
、
デ
ザ
イ
ン
、
福
祉
、
組
織
開
発
な
ど

を
通
し
て
地
域
課
題
に
取
り
組
む
者
ま
で

様
々
で
す
。
多
く
の
分
野
で
、
本
学
科
で
学

ん
だ
力
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
法
を
知
り
、
人
を
動
か
せ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

大

の

い

学

思
デ
ザ
イ
ン
工
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
デ
ザ
イ
ン
学
科

学
科
長

岡
崎
エ
ミ 

お
か
ざ
き
・
え
み

１
年
次
か
ら
地
域
に
か
か
わ
り

問
題
解
決
に
取
り
組
む

集
大
成
の
卒
業
研
究
は
、
個
別
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
実
践

 August  201949

追 0-01-J-21458-
000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 48頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
07/25
藤原

念
校
08/02
山本憲

再
念
校
08/06
山本憲 − −/−

− − −/−
−

追 0-01-J-21458-
000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 49頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
07/25
藤原

念
校
08/02
山本憲

再
念
校
08/06
山本憲 − −/−

− − −/−
−

P48-49_view21koukou-8g.indd   49 19/08/06   10:48



　
東
京
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大

学
は
、２
０
０
５
年
に
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ

ド
株
式
会
社
が
設
立
し
た
大
学
だ
（
＊

１
）。
自
由
自
在
な
表
現
を
可
能
に
す
る
専

門
性
を
持
っ
た
人
材
育
成
を
目
指
し
、
デ

ジ
タ
ル
領
域
を
横
断
し
て
学
べ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。

　
１
年
次
は
、
初
年
次
教
育
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の
概

論
と
セ
ル
フ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
科
目

を
学
ぶ
。
後
者
は
、
多
彩
な
人
々
と
創

造
的
な
活
動
す
る
上
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
科
目
で
、

代
表
的
な
授
業
が
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と
「
社
会
人
力
」
だ
。
４
年
生

＊ 1  デジタルコミュニケーション学部デジタルコンテンツ学科のみの単科大学。
＊ 2  3DCG・VFX 、ゲーム・プログラミング、映像、グラフィック、アニメ、Web、VR・メディアアート、広告・起業。

１年次からデジタル領域を横断して学び、
未来を生き抜く力を身につける

デジタルハリウッド大学 デジタルコミュニケーション学部 
デジタルコンテンツ学科

創
造
的
な
活
動
を
支
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

デジタルコミュニケーション学部
デジタルコンテンツ学科４年
鈴木 夢
ずずき・ゆめ
東京都・私立女子美術大学付
属高校・中学校卒業。映像に
興味があり、同大学に入学。

デジタルコミュニケーション学部
デジタルコンテンツ学科４年
小田切元太
おだぎり・げんた
埼玉県・私立浦和実業学園高
校卒業。３ＤＣＧを学びたいと
考え、同大学に入学。

１年次から演習で、
３
スリー

Ｄ
ディー

Ｃ
シ ー

Ｇ
ジ ー

の最新技術を学べます
「3DCG 演習」は、プロの使うソフトを用いて作
品を完成させる達成感のある内容で、自分もプ
ロに１歩近づけた気がしました。（小田切さん）

現役の映画監督など、
プロから指導してもらえます

「映画制作演習」では、自分が主演するホラー映
画を制作。現役の映画監督である先生から、よ
り良い作品にするにはどうすべきか助言をいた
だき、創作意欲が高まりました。（鈴木さん）

３年次にドローン空撮まで幅広く行う
映像制作の会社を起業しました
大学で学んだ 3DCG や映像の知識を生かして、ドローン空撮
まで幅広く行う映像制作の会社を興しました。多様な専門知
識を持つ友人にも協力してもらっています。（小田切さん）
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の
鈴
木
夢
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返

る
。

　「
毎
回
異
な
る
メ
ン
バ
ー
と
、
愛
や
平

和
と
い
っ
た
抽
象
的
な
テ
ー
マ
や
社
会
問

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
も
、
自
分
な
り
の
意

見
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
英
語
の
授
業
で
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

映
画
や
ゲ
ー
ム
、ア
ー
ト
な
ど
に
か
か
わ
る

専
門
用
語
を
英
語
で
学
ぶ
授
業
も
あ
る
。

　　
初
年
次
教
育
に
加
え
、
１
年
次
か
ら
自

分
の
好
き
な
分
野
の
演
習
を
履
修
で
き
る

の
も
同
大
学
の
特
徴
の
１
つ
だ
。
１
年
次

前
期
の
「
基
礎
ツ
ー
ル
演
習
Ⅰ
」
で
デ
ジ

タ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
制
作
の
基
礎
を
学
ん

だ
上
で
、
後
期
は
８
つ
の
専
門
分
野
（
＊

２
）
に
関
連
す
る
演
習
を
最
大
２
つ
履
修

で
き
る
。
４
年
生
の
小
田
切
元
太
さ
ん
は
、

「
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
演
習
Ⅰ
」
を
選
ん
だ
。

　「
入
学
当
初
は
、
ロ
ー
マ
字
入
力
さ
え

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
の
モ
ニ

タ
ー
の
脇
に
は
、
先
生
が
作
業
す
る
内
容

も
映
し
出
さ
れ
た
た
め
、
手
順
を
詳
し
く

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
好
き
な
生
き
物
な
ど
、
思
い
描
い
た
も

の
を
Ｃ
Ｇ
で
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
面

白
く
な
り
、
授
業
外
で
も
寝
る
間
を
惜
し

ん
で
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
２
年
次
に
な
る
と
、
創
作
活
動
の
土
台

と
な
る
教
養
科
目
の
履
修
が
始
ま
り
、
４

年
次
ま
で
続
く
。
１
年
次
に
演
習
に
取
り

組
ん
だ
後
、
自
分
に
必
要
な
知
識
に
気
づ

い
て
か
ら
教
養
科
目
を
履
修
す
る
方
が
、

意
欲
的
に
取
り
組
め
る
か
ら
だ
。

　「『
世
界
の
神
話
』
と
い
う
授
業
で
は
、

神
話
が
映
画
や
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
に
与
え

て
い
る
影
響
を
実
例
か
ら
学
び
ま
し
た
。

自
分
も
企
画
を
考
え
る
際
、
神
話
や
日
本

の
昔
話
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
ヒ
ン
ト
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
」（
鈴
木
さ
ん
）

　
２
年
次
後
期
〜
３
年
次
前
期
は
専
門
性

を
深
め
た
り
、
新
た
な
領
域
を
学
ん
だ
り

し
て
応
用
力
を
つ
け
る
。

　　
実
践
的
な
専
門
教
育
を
行
う
同
大
学
で

は
、
大
学
在
学
中
に
起
業
す
る
学
生
も
少

な
く
な
い
。
小
田
切
さ
ん
も
そ
の
１
人
で
、

３
年
次
に
知
人
か
ら
の
依
頼
で
映
像
制
作

を
始
め
、
し
ば
ら
く
し
て
起
業
し
た
。

　「
最
初
は
自
分
１
人
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
仲
間
と
も
の
づ
く
り
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
と
考
え
、
会
社
を
興
し

ま
し
た
」（
小
田
切
さ
ん
）

　
３
年
次
後
期
か
ら
は
、
ゼ
ミ
に
入
り
専

門
性
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。
小
田
切
さ

ん
は
仕
事
の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
、
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
を
行
う
ゼ
ミ
に
入
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
撮
影
も
計
画
中
だ
。

　「
ケ
ニ
ア
で
野
生
生
物
を
４
Ｋ
カ
メ
ラ

や
Ｖ
Ｒ
カ
メ
ラ
、
ド
ロ
ー
ン
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
最
新
機
器
を
用
い
て
撮
影
し
、
そ

の
映
像
素
材
を
安
価
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
企
画
中
で
す
」

　
鈴
木
さ
ん
は
、
先
端
メ
デ
ィ
ア
ゼ
ミ
に

入
り
、
卒
業
制
作
と
し
て
、
観
客
体
験
型

演
劇
で
あ
る
イ
マ
ー
シ
ブ・シ
ア
タ
ー
（
＊

３
）
の
開
催
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
体
験
型
お
ば
け
屋

敷
に
着
想
を
得
て
、
観
客
と
演
者
が
一
体

と
な
っ
て
楽
し
め
る
演
劇
を
卒
業
制
作
　

展
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
企
画
を
立
て

て
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
演
者
を
集
め
て
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
舞

台
セ
ッ
ト
や
上
演
中
に
流
す
映
像
の
制
作

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
や
る
べ
き
こ
と

が
山
積
み
で
す
が
、
４
年
間
の
学
び
の
総

決
算
と
し
て
成
功
さ
せ
た
い
で
す
」（
鈴

木
さ
ん
）

　「
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
い
う
大
学

名
に
は
、
自
分
の
専
門
技
術
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ご
と
に
発
揮
す
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
界

の
よ
う
な
働
き
方
を
、
デ
ジ
タ
ル
業
界
で
実

現
で
き
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
領
域
を
幅
広
く
学
び
な
が
ら
、
主
体
的

に
自
分
の
専
門
性
を
磨
け
る
よ
う
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
教
員
が
授
業

を
行
う
際
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、
自
分
の

専
門
分
野
で
一
番
面
白
い
部
分
を
教
え
る
こ

と
で
す
。
私
の
専
門
は
Ｗ
e
ｂ
で
す
が
、
学

生
の
関
心
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
授
業
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
１
年
次
に
演
習
に
取
り
組
ま
せ
る
の
も
、

動
機
づ
け
を
優
先
す
る
か
ら
で
す
。
本
学
は

目
的
を
持
っ
て
入
学
す
る
学
生
が
多
く
、
意

欲
的
に
課
題
制
作
に
取
り
組
み
ま
す
。た
だ
、

２
年
次
後
期
以
降
、
分
野
の
枠
を
超
え
て
自

由
に
制
作
し
て
よ
い
と
伝
え
る
と
、
手
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
学
生
も
目
立
ち
ま
す
。
そ
こ

で
必
要
な
の
が
教
養
で
す
。
歴
史
や
文
化
、

自
然
科
学
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、
発
想
が
広

が
り
、
表
現
の
深
み
が
増
し
、
独
自
の
世
界

観
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

＊３ イマーシブとは「没入」という意味で、観客自身が劇の登場人物の１人となり、役者と同じ舞台に立って楽しむ演劇手法。アメリカ・ニューヨークのオフ・ブロードウェ
イで誕生したと言われている。

表
現
に
深
み
を
持
た
せ
る
に
は

幅
広
い
教
養
が
必
要

大

の

い

学

思
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド

大
学

　准
教
授

栗
谷
幸
助

く
り
や
・
こ
う
す
け

１
年
次
か
ら
演
習
が
ス
タ
ー
ト

好
き
な
分
野
の
制
作
に
挑
戦

４
年
間
の
学
び
を
基
に
、
自
分

な
ら
で
は
の
表
現
手
法
を
模
索

２
年
次
か
ら
人
類
の
英
知
を

身
に
つ
け
る
教
養
科
目
を
履
修
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丁寧な準備と進行で、
校内会議に対話の文化を醸成

茨城県・私立明秀学園日立高校

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師同士の日常的な学び合いが求められている。
職員会議や教員研修などで、教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる一助となるよう、

今号も、対話の場づくりに取り組む実践者に話を聞く。

　
明
秀
学
園
日
立
高
校
で
は
、
２
０
１
８
年

度
か
ら
最
難
関
大
学
合
格
を
目
指
す
特
進

Ｓ
Ｔ
コ
ー
ス
と
、
国
公
立
大
学
・
難
関
私
立

大
学
合
格
を
目
指
す
特
進
Ｓ
コ
ー
ス
の
授

業
を
担
当
す
る
教
師
を
対
象
と
し
た
「
特
進

推
進
戦
略
会
議
」（
以
下
、
戦
略
会
議
）
を

立
ち
上
げ
た
。
同
会
議
は
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
な
ど
を
始
め
と
す
る
大
学
入
試
改

革
へ
の
対
応
や
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
導
入
な
ど
に
向
け
た
授
業
改
善
に
組

織
的
に
取
り
組
む
た
め
、
毎
月
１
回
、
50
分

間
を
使
っ
て
、
模
擬
試
験
の
結
果
の
振
り
返

り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
学
年
・
教
科
の
異

な
る
教
師
た
ち
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
、
指

導
力
向
上
を
目
標
に
語
り
合
い
、
語
り
合
っ

た
内
容
を
そ
の
場
で
共
有
す
る
と
い
う
点

が
特
徴
の
会
議
だ
。

　
戦
略
会
議
で
理
想
と
し
て
描
か
れ
た
の

は
、
各
教
科
で
教
師
た
ち
が
お
互
い
の
価
値

観
や
考
え
方
を
共
有
し
な
が
ら
、「
私
た
ち

の
教
科
で
は
、
こ
ん
な
工
夫
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
み
よ
う
」
と
具
体
的
に
語
り
合
う
会

議
の
姿
だ
っ
た
。
だ
が
、
２
０
１
８
年
５
月

学
年
・
教
科
を
超
え
て

教
師
が
語
り
合
う
会
議
に

つ
く
り
直
す

◎全日制普通科には、生徒の希望進路に応じた特進 SＴ、特進Ｓ、特進Ａの3コース
を設置。全生徒を対象にした海外修学旅行、希望者から選抜されるオーストラリア交
換留学や語学研修などの国際教育を充実させている。サッカー部、野球部、女子バス
ケットボール部、男子・女子卓球部などが全国大会に出場するなど、部活動も盛ん。
◎設立　１９25（大正14）年　◎形態　全日制・通信制／普通科／共学　◎生徒数
　１学年約 360人（全日制）　◎２０１９年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、
東北大、福島大、茨城大、東京学芸大、茨城県立医療大などに７9人が合格。私立
大は、青山学院大、慶應義塾大、中央大、東京理科大、法政大、明治大、立教大
などに延べ 383人が合格。　◎ URL　http://www.meishu.ac.jp/

特
進
推
進
部
部
長

特
進
Ｓ
Ｔ
・
Ｓ
統
括
部
長

綿
引

　隆
　

わ
た
ひ
き
・
た
か
し

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年

目
。
英
語
科
。「
若
い
世
代
と
『
生
き

る
こ
と
』
で
あ
る
『
学
ぶ
』『
働
く
』『
遊

ぶ
』
を
と
も
に
探
求
し
て
い
き
た
い
」

特
進
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ス
主
任

特
進
推
進
部
副
部
長

杉
山
和
則
　

す
ぎ
や
ま
・
か
ず
の
り

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
25

年
目
。
国
語
科
。「
学
び
の
力
を
信

じ
、
生
徒
と
と
も
に
自
ら
が
学
び
続

け
る
」

特
進
推
進
部
副
部
長

教
務
部
、
３
学
年
担
任

高
橋

　大
　

た
か
は
し
・
ま
さ
る

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年

目
。
英
語
科
。「
協
同
で
問
題
解
決
に
取

り
組
む
姿
勢
と
手
段
を
伝
え
、
自
ら
の

長
所
を
生
か
す
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」

特
進
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ス
副
主
任

英
語
科
主
任

特
進
推
進
部
、
１
学
年
担
任

中
村

　達
　

な
か
む
ら
・
さ
と
し

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。

英
語
科
。「
高
校
３
年
間
が
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
よ
う
に
」
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に
始
ま
っ
た
戦
略
会
議
で
は
、
そ
の
よ
う
な

姿
は
残
念
な
が
ら
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
、
英

語
科
主
任
の
中
村
達さ

と
し

先
生
は
振
り
返
る
。

　「
新
し
い
会
議
に
対
し
て
『
ど
ん
な
雰
囲

気
で
、
何
を
語
り
合
う
の
だ
ろ
う
か
』
と
不

安
を
感
じ
て
い
て
、
内
心
は
、『
こ
の
教
科

が
ほ
か
の
教
科
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
』

な
ど
と
、
教
科
間
の
対
立
が
発
生
す
る
よ
う

な
場
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
で
し
た
。
ほ
か

の
先
生
方
も
、
少
な
か
ら
ず
身
構
え
た
状
態

で
、
会
議
に
参
加
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

　
50
分
間
の
会
議
は
、
模
擬
試
験
の
結
果
を

確
認
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
り
、結
局
、「
こ

れ
か
ら
ど
う
す
べ
き
か
、
何
か
ら
取
り
組
ん

で
み
る
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
教
科
団
と
し

て
自
由
闊
達
に
語
り
合
う
時
間
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
６
月
、
７
月

の
会
議
も
同
様
だ
っ
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
毎
月
の
戦
略
会
議
は
各

教
科
が
組
織
的
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

…
…
戦
略
会
議
を
企
画
・
運
営
す
る
特
進
推

進
部
の
メ
ン
バ
ー
は
危
機
感
を
募
ら
せ
た
。

何
よ
り
、
不
安
そ
う
に
会
議
に
臨
む
同
僚
の

姿
を
見
る
の
が
つ
ら
か
っ
た
。
教
師
が
語
り

合
う
こ
と
で
元
気
に
な
る
よ
う
な
会
議
、
自

分
た
ち
の
言
葉
で
目
標
や
課
題
を
語
り
、
具

体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
会
議
を
つ

く
り
た
い
。
そ
う
考
え
た
特
進
推
進
部
の
メ

ン
バ
ー
は
、
校
内
の
会
議
・
研
修
の
改
善
の

サ
ポ
ー
ト
を
希
望
す
る
学
校
を
募
っ
て
い

た
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
と
協
働
し
て
、
戦
略

会
議
の
進
め
方
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
の
助
言
を
得
て
、
11

月
の
戦
略
会
議
で
特
進
推
進
部
が
取
り
組

ん
だ
の
は
、
プ
ラ
ス
思
考
で
語
り
合
い
に
臨

め
る
雰
囲
気
づ
く
り
だ
っ
た
と
、
特
進
推
進

部
部
長
の
綿
引
隆
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
模
擬
試
験
の
結
果
を
分
析
す
る
際
に
、

各
教
科
の
改
善
点
か
ら
で
は
な
く
、
よ
か
っ

た
と
こ
ろ
を
先
に
確
認
し
合
う
時
間
を
設

け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
事
前
準
備
と
し
て
特
進
推
進
部
が
模
擬

試
験
の
結
果
を
分
析
し
て
、
教
科
ご
と
に
よ

か
っ
た
点
を
洗
い
出
し
、
参
加
者
の
教
師
が

す
ぐ
に
共
通
認
識
を
持
て
る
よ
う
に
シ
ー

ト
に
ま
と
め
て
い
っ
た
。
会
議
で
は
、
そ
の

シ
ー
ト
を
基
に
各
教
科
の
指
導
の
成
果
を

全
員
で
共
有
し
た
上
で
、「
現
状
の
よ
さ
を

土
台
に
し
て
、
次
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

何
か
」
を
各
教
科
で
語
り
合
っ
て
も
ら
い
、

発
表
す
る
と
い
う
構
成
に
し
た
の
だ
。

　
ま
た
、
本
題
の
前
に
、
戦
略
会
議
に
対
し

て
不
安
を
抱
い
て
い
る
参
加
者
の
気
持
ち

を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
の
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク

も
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
会
議
の
冒
頭
か

ら
す
べ
て
の
教
師
が
笑
顔
で
語
り
合
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
会
議
の
本
題
に
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
気
持
ち
で
臨
め
る
と
考
え
た
か

ら
だ
。
そ
う
し
て
選
ば
れ
た
ア
イ
ス
ブ
レ
ー

ク
の
テ
ー
マ
は
「
生
徒
の
成
長
」。「
最
近
、

特
に
成
長
し
た
と
感
じ
る
生
徒
」に
つ
い
て
、

参
加
者
が
１
人
ず
つ
語
っ
て
か
ら
会
議
を

始
め
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
略
会
議

の
会
場
も
、
机
や
椅
子
が
教
壇
の
方
向
に
固

定
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
階
段
教
室
か
ら
、

机
・
椅
子
が
自
由
に
配
置
で
き
る
会
議
室
へ

と
変
更
し
、
各
教
科
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て

話
し
や
す
い
よ
う
な
「
ア
イ
ラ
ン
ド
形
式
」

と
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
と
大
き
く
雰
囲
気
を
変
え
た

11
月
の
戦
略
会
議
の
様
子
を
見
て
、
特
進
推

進
部
副
部
長
の
杉
山
和
則
先
生
は
、「
会
議

の
場
所
を
変
更
し
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
を
導

入
し
た
だ
け
で
、
こ
れ
だ
け
雰
囲
気
が
変
わ

る
と
は
」
と
驚
い
た
と
い
う
。

　「
会
議
の
場
所
を
変
え
た
こ
と
で
、
特
進

推
進
部
と
参
加
者
の
先
生
方
が
対
峙
す
る

よ
う
な
雰
囲
気
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
と
し
て
成
長
の
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
生
徒
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
時
は
、
先
生
方
が
本
当
に
楽
し
そ
う

に
語
る
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
」

（
杉
山
先
生
）

　
戦
略
会
議
の
様
子
は
一
変
し
た
。
し
か

し
、
各
教
科
で
授
業
改
善
に
向
け
た
工
夫
や

場
所
と
導
入
を

変
え
た
だ
け
で

会
議
は
大
き
く
変
わ
っ
た

グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
を

繰
り
返
し
伝
え
る
こ
と
で
、

会
議
に
臨
む
姿
勢
が
整
う

アイスブレークとして、生徒の成長の様子という前向きな気持ちに
なれるテーマで語り合うようにしたことで、会議に参加した教師の
緊張や不安が軽減され、会議の活性化にもつながった。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
を
具
体
的
に
、
し
か
も
年
齢
や

キ
ャ
リ
ア
の
違
い
を
超
え
て
闊
達
に
語
り

合
う
場
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
ま

だ
ま
だ
だ
っ
た
。

　「
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
話
し
合
う
段
階
に

な
る
と
、
教
科
団
と
し
て
具
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
話
す
の
で
は
な
く
、
や
や
も
す
る

と
抽
象
論
や
、
現
状
に
合
っ
て
い
な
い
『
べ

き
論
』
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
」（
中
村
先
生
）

　
学
校
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
組
織
の
会

議
で
も
、
次
第
に
主
題
と
し
て
い
た
論
点

か
ら
そ
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く

あ
り
、
ま
た
、
ほ
か
の
参
加
者
の
意
見
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
主
張
を
繰

り
返
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
も
の
だ
。
た

だ
、
語
り
合
い
の
際
に
守
る
べ
き
グ
ラ
ン
ド

ル
ー
ル
が
会
議
の
参
加
者
に
定
着
し
て
い

け
ば
、
会
議
の
質
は
徐
々
に
よ
く
な
っ
て
い

く
…
…
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
の
そ
う
し
た

助
言
を
受
け
て
、
特
進
推
進
部
は
12
月
の
戦

略
会
議
で
「
会
議
の
心
得
」
を
参
加
者
に
浸

透
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。

　「
私
た
ち
は
、
対
話
型
の
会
議
へ
と
変
え

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
語
り
合
う
際
の
心
得

や
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
が
ま
だ
ま
だ
先
生
方

に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
痛
感
し
ま
し

た
。
心
得
や
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
が
自
分
の
も

の
に
な
る
に
は
、
そ
れ
な
り
に
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
焦
る
こ
と
な
く
、

丁
寧
に
浸
透
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
ま

し
た
」（
綿
引
先
生
）

　
12
月
、
３
年
生
の
入
試
対
策
に
つ
い
て
語

り
合
っ
た
戦
略
会
議
で
は
、「
頑
張
る
３
年

生
の
姿
」
を
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
の
テ
ー
マ
と

し
た
。
そ
の
際
、
戦
略
会
議
で
司
会
・
進
行

を
担
当
す
る
特
進
推
進
部
副
部
長
の
高
橋

大ま
さ
る

先
生
は
、
ど
の
よ
う
な
頑
張
り
が
見
ら

れ
て
、
ど
ん
な
伸
び
が
あ
っ
た
の
か
を
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
紹
介
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
た
。
そ
の
場
で
何
を
、
ど
の
よ
う
に
話

し
て
も
ら
い
た
い
の
か
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
明
確
に
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
の
段
階
か
ら

参
加
者
に
伝
え
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。

　「
本
題
に
入
っ
て
か
ら
も
、『
１
人
１
回
は

発
言
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
っ
た
グ
ラ
ン
ド

ル
ー
ル
を
繰
り
返
し
伝
え
る
と
と
も
に
、『
そ

れ
は
、
よ
り
多
様
な
意
見
を
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
』
と
、
グ
ラ
ン
ド

ル
ー
ル
を
提
示
す
る
理
由
も
き
ち
ん
と
説

明
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
高
橋
先
生
）

　
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
会
議
に
臨
ん
で
も

ら
い
た
い
の
か
が
司
会
・
進
行
か
ら
丁
寧
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
12
月
の
戦
略
会
議
で

は
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
そ
れ
ま
で
発
言
が
少

な
か
っ
た
若
手
教
師
に
意
見
を
述
べ
る
よ

う
に
促
す
な
ど
、
参
加
者
の
態
度
に
さ
ら
な

る
変
化
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
語
り
合
っ
て

ほ
し
い
主
題
を
丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
で
、
抽

象
論
や
「
べ
き
論
」
も
少
な
く
な
っ
て
い
っ

た
。

　「
そ
れ
ま
で
の
戦
略
会
議
で
は
、
授
業
改

善
の
ア
イ
デ
ア
を
話
す
同
僚
に
対
し
て
、『
そ

れ
は
分
か
る
け
れ
ど
、
忙
し
い
か
ら
実
現
は

難
し
い
』
な
ど
と
、
や
や
も
す
る
と
否
定
的

に
感
じ
る
反
応
を
示
す
参
加
者
も
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
12
月
の
戦
略
会
議
で
は
、
相

手
の
意
見
を
受
け
止
め
て『
忙
し
い
中
で
も
、

出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
ど
う
す
れ
ば
少
し

で
も
実
現
で
き
る
か
』
を
考
え
よ
う
と
す
る

姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
」（
杉
山
先
生
）

＊ 株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

戦略会議 1 週間前に特進推進部が Classi（＊）を活用して全体に配信する会議資料。会議の目的、時間、場所、
そして「１人１回は発言する」「結論を出すのではなく、多様な意見を出す」といった、会議のグランドルールが明
示されている。分刻みで会議の流れを示し、アイスブレークのテーマも事前に伝えるようにしたことで、戦略会議
への出席に不安を感じていた参加者も安心して出席できるようになったという。
＊学校資料をそのまま掲載。

図1　戦略会議1週間前に配布する資料
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戦
略
会
議
の
雰
囲
気
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
特
進
推
進
部
の
メ
ン
バ
ー
が
痛
感

し
た
の
は
、「
会
議
の
準
備
の
重
要
性
」
だ
。

　「
戦
略
会
議
の
議
題
は
年
度
当
初
に
提
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
１
週
間
前
に
改
め
て
、

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
の
テ
ー
マ
と
と
も
に
参

加
者
に
告
知
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
多
く

の
先
生
方
が
そ
れ
を
机
に
貼
っ
た
り
、
手
帳

に
挟
ん
だ
り
し
て
く
れ
て
い
て
、
会
議
の
内

容
に
合
っ
た
資
料
を
自
発
的
に
持
っ
て
き

て
く
れ
る
先
生
も
い
ま
す
」（
綿
引
先
生
）

　「
司
会
・
進
行
の
原
稿
も
会
議
の
数
日
前

に
作
成
し
、
特
進
推
進
部
内
で
リ
ハ
ー
サ
ル

を
し
て
、『
こ
の
言
葉
は
誤
解
に
つ
な
が
る

か
も
』『
こ
こ
で
も
う
一
度
会
議
の
グ
ラ
ン

ド
ル
ー
ル
を
確
認
し
よ
う
』
な
ど
と
練
り
直

し
て
い
ま
す
」（
高
橋
先
生
）

　
戦
略
会
議
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
か
ら
、

会
議
終
了
後
も
そ
の
場
で
語
り
合
い
を
続

け
る
教
師
が
現
れ
、
さ
ら
に
「
私
た
ち
の
教

科
で
は
こ
ん
な
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と

に
し
た
」
な
ど
と
、
会
議
の
成
果
を
自
ら
報

告
に
来
る
教
科
団
も
出
て
き
た
。

　「
先
日
、
定
期
考
査
廃
止
と
い
う
テ
ー
マ

で
語
り
合
い
を
し
て
み
た
い
と
い
う
リ
ク

エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
現
場
か
ら
議
題
の

提
案
が
出
て
く
る
の
は
す
ご
い
変
化
だ
と

思
い
ま
す
」（
綿
引
先
生
）

　
会
議
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
教
師
に
も

会
議
の
内
容
や
様
子
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
Ａ

４
判
の
報
告
書
を
作
成
し
始
め
た
が
、
18
年

度
最
後
の
会
議
で
は
Ａ
３
判
で
報
告
書
を

作
り
（
図
２
）、
生
徒
、
さ
ら
に
は
学
校
を

訪
れ
た
保
護
者
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
職
員
室
前
の
廊
下
に
掲
示
し
た
。

　「
戦
略
会
議
の
存
在
が
周
知
さ
れ
、
最
近

は
、『
最
後
の
５
分
だ
け
で
も
』
と
顔
を
見

せ
て
く
れ
る
出
張
帰
り
の
先
生
や
、『
担
当

外
の
芸
術
科
だ
け
れ
ど
も
参
加
し
た
い
』
と

自
ら
参
加
を
申
し
出
て
く
れ
る
先
生
も
現

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
杉
山
先
生
）

　
19
年
度
、
戦
略
会
議
は
、
さ
ら
な
る
進
化

を
遂
げ
て
い
る
。
７
月
に
は
、
セ
ン
タ
ー
試

験
の
結
果
分
析
か
ら
、
各
教
科
が
今
後
の
指

導
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
、
全
体
で
共
有
し

た
。
各
教
科
が
会
議
で
１
つ
の
結
論
を
「
決

め
る
」こ
と
が
で
き
た
の
は
、そ
れ
ま
で「
出

し
合
う
」
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
同
校
の
戦
略

会
議
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、事
務
局
で
あ
る
特
進
推
進
部
内
で
、

毎
回
の
会
議
の
評
価
と
改
善
策
の
検
討
も

始
め
た
。
目
的
に
合
っ
た
語
り
合
い
が
行
わ

れ
た
か
、
そ
の
達
成
度
を
、
事
前
に
定
め
た

基
準
で
特
進
推
進
部
の
メ
ン
バ
ー
が
評
価

し
た
上
で
、
次
の
会
議
に
向
け
た
改
善
点
を

洗
い
出
し
て
い
る
。

　「
こ
の
１
年
で
、
戦
略
会
議
に
対
話
の
土

壌
が
育
ま
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
授
業
改
善
と

い
う
目
的
に
お
い
て
、
会
議
は
あ
く
ま
で
も

通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
各
会
議
で
の
気
づ

き
を
つ
な
げ
て
、
大
き
な
変
化
へ
と
結
び
つ

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
戦
略
会
議
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
潜
在
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
集
団
づ
く
り
に
今

後
も
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」（
綿
引
先
生
）

会
議
の
あ
り
方
が
変
わ
り
、

教
師
の
結
び
つ
き
が

よ
り
強
固
に
な
っ
た

2018 年度のセンター試験の分析結果を踏まえた今後求められる指導について、各教科で語り合い、教科団として
の指導方針を決定した。40 分間という短い時間の中、各教科では、2020 年度から導入される大学入学共通テス
トを始めとする新傾向の問題を念頭に置いた、様々な意見が出された。教科内共通の目標を宣言するという、「語
り合いを通して決める」会議が実現した。「廊下に掲示したこの報告書を見た生徒が、『先生たち、かっこいいですね』
と言ってくれたのですが、うれしかったですね」（杉山先生）
＊学校資料をそのまま掲載。

図 2　戦略会議後に配布する報告書
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埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・

羽
田
邦
弘
氏
）
で
は
、県
内
の
小
・
中
学
校
、

高
校
の
教
師
の
指
導
力
向
上
を
目
指
し
た

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、

教
育
課
程
担
当
や
情
報
教
育
推
進
担
当
と

い
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
各
部
署
が
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
２
年
間
を
か
け
て
行
う
調
査

研
究
事
業
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
小
・
中
・
高
の
教
師
が
研
究
協
力
委

員
と
な
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
指
導
主
事
と

協
働
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
古
川
治
夫
副

所
長
は
述
べ
る
。

　「
指
導
主
事
は
、
現
場
の
課
題
を
よ
く

理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
研

修
等
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
先
進
的
な
事
例
に
出
合
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
主
事
が
研
究

協
力
委
員
と
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
質
の
高

い
調
査
研
究
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
教
育
課
程
担
当
の
調
査
研
究
を
見
て
い

く
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、「
新
し
い
時

代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
た

め
の
、『
目
標
、
内
容
、
指
導
、
評
価
』
の

一
体
化
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
（
図
１
）。
取
り
組
み
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
科
ご
と
の
部
会
を

小
・
中
学
校
合
同
で
10
、
高
校
で
７
つ
設

置
し
、
各
部
会
に
所
属
す
る
研
究
協
力
委

員
を
委
嘱
し
た
。
テ
ー
マ
設
定
に
込
め
た

思
い
を
、
教
育
課
程
担
当
の
篠
田
俊
文
指

導
主
事
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
小
・
中
・
高
の
次
期
学
習
指
導
要
領
で

は
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
学
び

に
向
か
う
力
と
い
っ
た
多
様
な
資
質
・
能

力
の
育
成
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実

施
さ
れ
る
20
年
度
ま
で
に
、
そ
れ
ら
の
資

質
・
能
力
を
適
切
に
育
成
す
る
指
導
や
評

価
の
方
法
を
確
立
し
、
現
場
の
指
導
改
善

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
１
年
目
で
あ
る
18
年
度
に
は
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
と
評
価
を
重
視

次期学習指導要領に向けた埼玉県の取り組み

多様な資質・能力の育成を目指す
指導と評価の確立に

小・中・高合同で取り組む
２０２０年度に小学校、２１年度に中学校、２２年度に高校の次期学習指導要領が

実施される（高校は年次進行）。小・中・高で一貫している点の１つが、
思考力・判断力・表現力や学びに向かう力といった資質・能力の育成だ。埼玉県立総合教育センターでは、
多様な資質・能力の育成を目指す指導と評価の確立に向けて、小・中・高合同の調査研究を推進している。

調査研究の概要と、その成果を反映させた同県立鴻
こう

巣
のす

女子高校の実践事例を見ていく。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
を
目
指
し
た
指
導
改
善

指
導
主
事
と
現
場
の
教
師
の
協
働
に
よ
り
、

先
進
的
な
調
査
研
究
を
行
う
体
制
を
整
備

調
査
研
究
事
業
の
概
要
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し
、
研
究
協
力
委
員
は
自
校
で
の
指
導
計

画
を
練
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
評
価
す
る
た
め
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
を
目
指
し
た
。
各
部
会
で
は
年
５
〜

６
回
の
研
究
会
を
設
け
、
進
捗
状
況
や
取

り
組
み
の
工
夫
、
課
題
な
ど
を
共
有
し
、

相
談
し
合
う
機
会
と
し
た
。
教
育
課
程
担

当
の
贄に

え

田だ

悠ゆ
う

指
導
主
事
は
、
こ
う
話
す
。

　「
研
究
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
に
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

の
か
と
い
っ
た
根
本
的
な
議
論
か
ら
始
ま

り
、
指
導
や
評
価
の
具
体
的
な
方
法
の
検

討
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
研
究
協
力
委

員
は
、
互
い
の
実
践
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
中
で
刺
激
を
受
け
、
自
校
で
の
調
査
研

究
の
工
夫
に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
」

　
２
年
目
と
な
る
19
年
度
に
は
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
に
加
え
、
知
識
・
技
能
、

学
び
に
向
か
う
力
な
ど
を
総
合
的
に
育
成

す
る
指
導
や
評
価
の
方
法
の
確
立
を
重
点

目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

　「
可
視
化
し
に
く
い
資
質
・
能
力
を
育
成
・

評
価
す
る
た
め
に
は
、
児
童
・
生
徒
に
外

化
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
・
評
価
の
研
究
を
通
じ
て
得
た
18
年

度
の
成
果
を
生
か
し
、外
化
（
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
）
の
方
法
や
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
篠
田
指
導
主
事
）

　
そ
う
し
た
目
標
を
研
究
協
力
委
員
間
で

共
有
し
、
研
究
の
目
線
合
わ
せ
を
図
る
た

め
、
19
年
５
月
に
全
部
会
合
同
の
第
１
回

研
究
会
を
同
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。
最

初
に
、
篠
田
指
導
主
事
が
19
年
度
の
調
査

研
究
の
ね
ら
い
を
改
め
て
説
明
し
た
後
、

特
別
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
桐
蔭
学
園
の

溝
上
慎
一
理
事
長
が
基
調
講
演
を
行
っ
た

（
写
真
）。
溝
上
理
事
長
は
、
科
学
技
術
の

発
展
な
ど
に
伴
っ
て
急
速
に
変
化
し
て
い

る
現
代
社
会
で
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
に
な
る

と
強
調
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
資
質
・

能
力
の
１
つ
と
し
て
、
学
び
に
向
か
う
力

を
挙
げ
た
。
基
調
講
演
後
は
各
部
会
に
分

か
れ
、
18
年
度
の
調
査
研
究
の
振
り
返
り

と
19
年
度
の
実
行
計
画
の
立
案
を
行
っ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
山や

ま

﨑ざ
き

正
義
教
育
主
幹
は
、

調
査
研
究
事
業
の
展
望
を
こ
う
語
る
。

　「
研
究
協
力
委
員
は
、
本
セ
ン
タ
ー
で
の

調
査
研
究
の
成
果
を
自
校
で
の
指
導
改
善

に
生
か
し
て
い
ま
す
。
研
究
協
力
委
員
の

実
践
が
原
動
力
と
な
り
、
全
校
体
制
で
の

指
導
改
善
に
つ
な
が
る
学
校
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
学
校
を
増
や
す
こ

と
で
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
県
内
全
校

へ
浸
透
さ
せ
、
よ
り
よ
い
教
育
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

◎目的・目標
（１）児童・生徒の資質・能力の育成に向け、次期学習指
導要領の方向性を十分に踏まえながら、「目標、内容、指
導、評価」を一体化させた実践を目指す。
（２）研究会などを通して、同センターの指導主事と研究
協力委員が、国や県の最新の動向や研究協力委員の勤
務校（研究協力校）の課題などを共有し、協働しながら、
研究協力校の課題解決を目指す。
（３）同調査研究で得られた成果や知見を県全域・全国へ
と発信し、教育改革の一翼を担う。

◎実施計画
•期間　２０１８〜１９年度の２年間。
•研究協力委員の委嘱　同センターが、指導改善などに
意欲的に取り組んでいる教師６１人（小・中・高合計）に
研究協力委員を委嘱。

◎部会の構成
•小・中学校の１０部会　①国語／②社会／③算数・数学
／④理科／⑤音楽／⑥図画工作・美術／⑦技術・家庭／
⑧体育・保健体育／⑨外国語活動・外国語／⑩道徳
※各部会には、小・中の研究協力委員２人ずつと指導主事１人の計５
人が所属。

•高校の７部会　①国語／②地理歴史・公民／③数学／
④理科／⑤保健体育／⑥外国語／⑦家庭
※各部会には、研究協力委員３人と指導主事１人の計４人が所属。

図１ 教育課程担当の調査研究の概要

埼
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主
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（
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校
・
数
学
科
）

篠
田
俊
文
　し
の
だ
・
と
し
ふ
み

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
主
幹
・
主
任
指
導
主
事

山
﨑
正
義
　や
ま
ざ
き
・
ま
さ
よ
し

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

副
所
長

古
川
治
夫
　ふ
る
か
わ
・
は
る
お

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

指
導
主
事
（
中
学
校
・
外
国
語
科
）

贄
田

　悠
　に
え
だ
・
ゆ
う

＊埼玉県立総合教育センターの資料を基に編集部で作成。

写真　溝上理事長による基調講演では、主体的・
対話的で深い学びの重要性も述べられた。その視
点を取り入れた指導改善を推進するポイントの１つ
として、管理職のリーダーシップが挙げられた。

19
年
度
の
目
標
を
共
有
す
べ
く
、

全
部
会
合
同
の
研
究
会
を
実
施
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埼
玉
県
立
鴻こ

う

巣の
す

女
子
高
校
は
、
普
通
科
・

家
政
科
学
科
・
保
育
科
か
ら
成
る
学
校
だ
。

生
徒
の
多
様
な
希
望
進
路
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
全
校
を
挙
げ
て
教
科
指
導
の
改
善

な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

数
学
科
の
東と

う

條じ
ょ
う

滋し
げ
る

先
生
が
、
18
年
度
、
埼

玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
課
程
担

当
の
調
査
研
究
の
研
究
協
力
委
員
と
な
り
、

数
学
に
お
け
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
を
測
る
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　
18
年
度
の
高
校
の
数
学
部
会
で
は
、フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
篠
田
指
導
主
事
と

研
究
協
力
委
員
全
員
が
集
ま
る
研
究
会
で

の
合
議
に
よ
り
、
２
つ
の
方
針
を
打
ち
出

し
た
。
１
つ
め
の
方
針
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価

を
行
う
学
年
や
単
元
は
、
研
究
協
力
委
員

が
自
校
の
現
状
や
課
題
に
応
じ
て
自
由
に

決
め
る
こ
と
。
東
條
先
生
は
、
保
育
科
の

３
年
生
が
２
学
期
に
学
習
す
る
「
数
学
Ⅰ
」

の
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
選
ん
だ
。

　「
本
校
の
保
育
科
の
３
年
生
は
、『
数
学

Ⅰ
』で『
デ
ー
タ
の
分
析
』を
学
ぶ
時
期
に
、

近
隣
の
幼
稚
園
で
『
保
育
実
習
』
を
行
い

ま
す
。そ
こ
で
、実
習
先
か
ら
園
児
の
身
長
・

体
重
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
ら
を
用
い
て
標
準
偏
差
や
相
関
係
数
を

求
め
る
活
動
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
自
分
が
交
流
し
た
園
児
の

デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
生
徒
の
学
習
意
欲
は

大
き
く
高
ま
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
態
に

し
た
後
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り

組
ま
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
東
條
先
生
）

　
２
つ
め
の
方
針
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
改
善
し
、
評
価
の

妥
当
性
と
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
。
そ
れ

に
は
、
そ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
誰
が
用
い

て
も
同
じ
評
価
結
果
に
な
る
よ
う
、
評
価

の
尺
度
や
基
準
が
客
観
的
で
適
正
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る「
モ

デ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
欠
か
せ
な
い
。そ
こ
で
、

各
校
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施
し

た
後
、
研
究
会
で
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
に
し
た
。

　
東
條
先
生
は
、
研
究
会
を
通
じ
て
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
客
観
的
に
測

る
た
め
の
課
題
や
評
価
の
尺
度
、
基
準
を

検
討
し
な
が
ら
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
基
礎
的
な

用
語
の
意
味
を
説
明
さ
せ
る
問
題
か
ら
、

既
習
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
た
り
、

図２ 数学科のパフォーマンス課題（上）とルーブリック（ともに抜粋）

埼
玉
県
立
鴻こ

う

巣の
す

女
子
高
校

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

生
徒
の
実
態
把
握
を
強
化
し
、指
導
改
善
を
推
進

実
践
事
例

保
育
科
の
実
習
を
生
か
し
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

研
究
会
で
の
議
論
の
中
で

改
善
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

＊学校資料を基に編集部が一部改編。数学科のパフォーマンス課題とルーブリックの全体は、ベネッセ教育総合研究
所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→高校向け」でご覧く
ださい。

問４は、考えの根
拠を述べさせる問
題。分散や標準偏
差といった既習内
容を活用し、論理
的な説明ができる
かどうかを測るた
めに出題した。

「数学的概念」
「数学的モデ
ル化」「数学
的な技能（表
現・処理）」「数
学的コミュニ
ケーション」
「数学観」の
５つの観点を、
０〜３の４段
階 で 評 価 す
る。
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考
え
の
根
拠
を
述
べ
さ
せ
た
り
す
る
問
題

へ
と
段
階
的
な
構
成
と
し
（
図
２
の
上
）、

「
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
出
題
し
た
２
学
期
の

定
期
考
査
の
答
案
を
返
却
し
た
後
の
授
業

で
実
施
し
た
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
は
、
知
識
・

技
能
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
活

用
で
き
る
か
ど
う
か
を
測
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
生
徒
が
学
習
内
容
を
覚
え
て
い
る
時

期
に
行
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
が
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
結
果
は
成
績
に
反

映
さ
せ
る
と
伝
え
ま
し
た
」（
東
條
先
生
）

　
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
東
條
先
生
を

含
む
研
究
協
力
委
員
と
篠
田
指
導
主
事
が
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
生
徒
の
答
案
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
採
点
。
採
点

結
果
に
ば
ら
つ
き
が
出
た
り
、
評
価
基
準

の
解
釈
に
食
い
違
い
が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、

そ
の
原
因
を
議
論
し
、
全
員
の
採
点
結
果

が
同
じ
に
な
る
よ
う
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

改
善
点
を
挙
げ
て
い
っ
た
。

　「
研
究
会
で
の
議
論
を
通
し
て
、
評
価
基

準
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
出
て

き
ま
し
た
。
生
徒
の
状
態
を
正
確
に
書
こ

う
と
思
う
あ
ま
り
、
私
は
評
価
基
準
を
詳

細
に
書
き
過
ぎ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
簡

潔
な
説
明
に
な
る
よ
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

改
善
し
ま
し
た（
図
２
の
下
）」（
東
條
先
生
）

　
同
校
に
お
け
る
18
年
度
の
調
査
研
究
の

成
果
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
の
実
施
を
通
し
て
、

生
徒
の
実
態
を
よ
り
適
切
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
定
期

考
査
で
の
得
点
は
高
く
な
く
て
も
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
は
高
得
点
を
上
げ

る
生
徒
が
多
く
、
知
識
・
技
能
を
中
心
に

測
る
試
験
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
生
徒
の

強
み
に
気
づ
け
た
と
、
東
條
先
生
は
話
す
。

　「
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
際
、
部
会
の
全
員

が
満
点
と
評
価
し
た
生
徒
が
１
人
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
成
績
上
位
層
の
生
徒
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
生
徒
の
答
案

は
記
述
量
が
多
く
、
記
述
に
論
理
的
な
整

合
性
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
数
学
へ
の

興
味
・
関
心
の
高
さ
や
学
習
内
容
へ
の
本

質
的
な
理
解
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
」

　
一
方
、
自
分
の
考
え
を
思
う
よ
う
に
述

べ
ら
れ
な
い
生
徒
も
お
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
た
め
、

東
條
先
生
は
19
年
度
の
授
業
で
、
学
び
合

い
な
ど
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
他
者
に

伝
え
る
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
今
後
は
、
18
年
度
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
。
例
え
ば
、
前
述
し

た
保
育
科
で
の
「
数
学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー
タ

の
分
析
」
と
「
保
育
実
習
」
と
の
連
携
や
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
よ
る
評
価
の
実
施
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
保
育
科
の
他
教
科
・
科
目
と
の
連
携

も
強
化
し
よ
う
と
計
画
中
だ
。
保
育
科
長

の
須
田
敦
子
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
保
育
科
の
専
門
教
科
・
科
目
で
は
、
子

ど
も
の
発
達
を
数
値
と
し
て
捉
え
る
機
会

は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、『
数
学
Ⅰ
』
の
『
デ
ー
タ
の
分
析
』

で
の
学
習
内
容
を
生
か
し
、『
保
育
実
習
』

の
振
り
返
り
な
ど
で
子
ど
も
の
発
達
を
数

値
の
面
か
ら
考
察
す
る
活
動
を
行
え
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、普
通
科
の
１
学
年
で
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評

価
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
を
総
合
的
に
測
る
と
い
う
19
年

度
の
調
査
研
究
の
重
点
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施

す
る
単
元
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

　
亀
山
典の

り

幸ゆ
き

校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
見
え
に
く
い
資

質
・
能
力
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
東
條
先
生
が
取

り
組
ん
で
い
る
調
査
研
究
は
、
本
校
の
教

育
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
原
動

力
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
そ
の
成

果
を
全
校
で
共
有
し
、
教
師
一
人
ひ
と
り

が
授
業
改
善
で
き
る
よ
う
、
校
内
研
修
な

ど
を
さ
ら
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

数
学
科
・
２
学
年
担
任
／

数
学
部
会
研
究
協
力
委
員

東
條

　滋
　と
う
じ
ょ
う
・
し
げ
る

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５

年
目
。

保
育
科
長
・
２
学
年
主
任

須
田
敦
子
　す
だ
・
あ
つ
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16

年
目
。

校
長亀山

典
幸
　か
め
や
ま
・
の
り
ゆ
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２

年
目
。

埼
玉
県
立
鴻
巣
女
子
高
校

◎
目
指
す
学
校
像
に
「
自
立
し
た
女
性
の
育
成
」「
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
力
向
上
対
策
や
自
己
実
現
へ
の
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
家
政
科
学
科
・
保
育

科
／
女
子
校

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
浦
和
大
、

十
文
字
学
園
女
子
大
、
実
践
女
子
大
、
大
東
文
化
大

な
ど
に
延
べ
21
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学

99
人
。
就
職
37
人
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.koujo-h.spec.ed.jp/

次期学習指導要領に向けた埼玉県の取り組み

多
面
的
・
総
合
的
評
価
を

全
校
体
制
で
推
進
し
て
い
き
た
い

 August  201959

0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 58頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
08/02
山本憲 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 59頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
08/02
山本憲

再
々
念
08/06
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P56-59_view21koukou-8g.indd   59 19/08/06   14:42



　
Ａ
Ｉ
な
ど
の
科
学
技
術
の
発
展
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
社
会
の
急
速
な
変

化
を
受
け
、
今
、
未
来
の
教
育
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
（
エ

ド
テ
ッ
ク
）」
を
活
用
し
、
い
か
に
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
を
実
現
す
る
か
な
ど
の

議
論
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
未
来
の
教
育
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
、
基

調
講
演
と
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
学
習
到
達

度
調
査
）
を
始
め
と
し
た
様
々
な
調
査
分

析
を
統
括
し
、
70
以
上
の
国
や
地
域
に
お

い
て
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
教
育
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
・
ス

キ
ル
局
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
シ
ュ
ラ
イ

ヒ
ャ
ー
局
長
が
、
豊
富
な
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
２
０
３
０
年
を
見
据
え
た
教
育
の
展

望
を
語
っ
た
。

　
続
く
実
践
報
告
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ナ

リ
ス
ト
、
埼
玉
県
新
座
市
教
育
委
員
会
教

育
長
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

社
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「PISA

 
for School

」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
を
囲
み
、大
学
、

高
校
、教
育
委
員
会
の
教
職
員
が
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
改
革
の
方
向
性
を
語
り
合
っ
た
。

プログラム

国際シンポジウム「教育を科学する
─エビデンスやデータで考える、2030年の教育の姿─」開催

エビデンスやデータを基にした
教育改革の推進が必要

2030年のあるべき教育の姿をエビデンスやデータに基づいて考える
国際シンポジウムが、2019年６月、東京大学で開催された。
OECD 教育・スキル局のアンドレアス・シュライヒャー局長の
基調講演や、実践報告、パネルディスカッションを通して、

急速に変化する社会の中で教育に求められる役割や
教育改革の方向性について議論を深めた。

エ
ビ
デ
ン
ス
や
デ
ー
タ
を
基
に

未
来
の
教
育
の
あ
り
方
を
語
り
合
う

◎基調講演
OECD教育・スキル局　

アンドレアス・シュライヒャー局長

◎実践報告

OECDアナリスト　謝
ツイ

智
チ

森
スン

氏
埼玉県新座市教育委員会　金子廣志教育長
ベネッセコーポレーション商品企画開発本部

服部奈美子本部長

◎パネルディスカッション
•パネリスト
OECD教育・スキル局　

アンドレアス・シュライヒャー局長
聖心女子大学　益

ますかわ

川弘
ひろゆき

如教授
埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課

八田聡史課長
東京都・私立広尾学園中学校・高校　
医進・サイエンスコース　コース長　木村健太先生

•進行
ベネッセコーポレーション教育イノベーション推進課

小村俊平課長
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シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

が
実
施
す
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ（
国

際
教
員
指
導
環
境
調
査
）
な
ど
の
各
国
の

デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
実
態

や
現
行
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
課
題
、
今
後

の
教
育
改
革
の
方
向
性
な
ど
を
語
っ
た
。

　
最
初
に
、
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
教
育
改

革
に
取
り
組
む
必
要
性
に
つ
い
て
、「
デ
ー

タ
を
持
た
な
い
こ
と
は
、
意
見
を
持
た
な

い
こ
と
と
同
義
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
教
育

は
、
ア
ー
ト
で
あ
る
と
同
時
に
科
学
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、こ
こ
十
数
年
間
の
科
学
技
術
の

目
覚
ま
し
い
発
展
に
対
し
て
、
多
く
の
国

で
、
教
育
現
場
の
対
応
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
実
情
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
教
育

改
革
に
積
極
的
な
国
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

結
果
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
。

　「
従
来
の
教
育
方
法
を
た
だ
継
続
す
る
の

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
教
育
が
成
果
を

も
た
ら
す
の
か
、常
に
デ
ー
タ
を
確
認
し
て

教
育
実
践
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
」

　
今
後
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い

て
は
、
目
に
見
え
る
学
力
も
必
要
だ
が
、

社
会
情
動
的
ス
キ
ル
（
＊
１
）
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
指
摘
。一
例
と
し
て
、
日

本
で
は
、
科
学
の
テ
ス
ト
の
成
績
は
よ
い

が
、
科
学
者
に
な
り
た
い
と
い
う
子
ど
も

の
割
合
が
低
い
と
い
う
事
実
を
課
題
と
し

て
示
し
た
。

　「
テ
ス
ト
の
成
績
だ
け
で
な
く
、
科
学
と

い
う
学
問
へ
の
こ
だ
わ
り
、
科
学
関
連
の

仕
事
に
か
か
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

子
ど
も
が
楽
し
み
な
が
ら
学
び
を
深
め
ら

れ
る
学
習
環
境
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
」

　
特
に
、
社
会
情
動
的
ス
キ
ル
を
伸
ば
す

た
め
に
は
、
教
師
の
専
門
性
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
と
、Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
説
明
し
た
。
鍵
と
な
る
の

は
、「
知
識
」「
自
律
性
」「
教
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
３
つ
で
あ
り
、日
本
の
教
師
は
「
知

識
」
と
「
教
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
強
み

で
あ
る
一
方
、
教
師
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

に
学
習
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
と
い
っ

た
「
自
律
性
」
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と

指
摘
し
た
（
図
）。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
教

育
施
策
の
意
思
決
定
者
が
国
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
、
他
国
に
比
べ
て

日
本
は
、
学
校
の
権
限
が
非
常
に
弱
い
こ

と
が
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
は
、

過
去
か
ら
未
来
へ
の
教
育
の
変
化
に
つ
い

て
、
３
つ
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。

　
１
つ
め
は
、「
分
断
か
ら
統
合
」
だ
。
従

来
は
教
科
ご
と
に
教
育
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
学
問
分
野
や
学
習
内
容
、
さ

ら
に
子
ど
も
同
士
を
統
合
さ
せ
る
学
び
が

中
心
に
な
る
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
２
つ
め
は
、「
標
準
化
か
ら
独
創
へ
」。

　「
教
育
制
度
に
い
か
に
独
創
性
を
取
り
込

め
る
か
に
、
教
育
の
未
来
は
か
か
っ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
の
結
果
で
は
、『
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
教
育
に
よ
り
、
成
果
が
得

ら
れ
る
』
と
考
え
る
教
師
は
４
分
の
１
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
認
識
を
変
え
る

こ
と
か
ら
始
め
て
、
改
革
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
」

　
３
つ
め
は
、「
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
学
び

続
け
る
」
だ
。
過
去
に
は
、
学
ぶ
場
所
が

限
定
さ
れ
て
き
た
が
、
科
学
技
術
の
進
化

に
よ
っ
て
、
学
校
と
外
部
を
結
び
つ
け
る

こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
ま
た
、
学
び
と

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
同
時
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
重
要
な
変
化
だ
と
い
う
。

　「
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
、
教
育
の
さ
ら

な
る
可
能
性
が
発
見
で
き
、
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
ゾ
ー
ン
か
ら
抜
け
出
し
て
挑
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
の
国
や
学
校
の
実

践
か
ら
学
び
、
教
育
シ
ス
テ
ム
を
効
率
化

し
、
よ
り
よ
い
学
習
者
を
育
て
ら
れ
る
よ

う
挑
戦
を
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
講
演
は
終
了
し
た
。

図 教師の専門性の国際比較

登
壇
者

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
・
ス
キ
ル
局
　

局
長

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・

シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
　

Estonia

Singapore
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Netherlands

Shanghai(China)

United States

Korea
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Finland

France

Japan

Spain

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

＊シンポジウム配布資料を基に編集部で作成。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
教
育
改
革
を
推
し
進
め
、

急
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

基
調
講
演

＊１　一貫した思考・感情・行動のパターンに発現し、学校教育または学校教育外でも学習体験によって発達させることができ、個人の一生を通じて社会・経済的成果に
重要な影響を与えるような個人の能力。忍耐力、自己抑制、目標への情熱、社会性、敬意、思いやり、自尊心、楽観性、自信など。

■Networks
　（教師ネットワーク）
■Autonomy
　（自律性）
■Knowledge
　（知識）

棒グラフの高さは、
教師の意見の表明度
が反映され、慎重な
日本の教師は低くな
る。ここでの問題は、
３つのバランスだと
シュライヒャー氏は
説明した。
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実
践
報
告
で
は
ま
ず
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ナ
リ

ス
ト
の
謝ツ

イ

智チ

森ス
ン

氏
が
、「
デ
ー
タ
と
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
生
徒
の
学
習

と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
＊
２
）
の
向
上
」

を
テ
ー
マ
に
、「PISA

 for School

」
の

活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
れ
は
、学
校

ご
と
の
生
徒
の
学
習
到
達
度
を
他
国
の
生

徒
と
比
較
で
き
る
ツ
ー
ル
で
、
す
べ
て
の

生
徒
に
質
の
高
い
教
育
と
学
習
を
提
供
す

る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

が
開
発
し
た
。
現
在
、
日
本
の
埼
玉
県
を

含
む
12
か
国
・
地
域
が
参
加
し
て
い
る
。

　「
国
際
的
に
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
と
グ

ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
教
育

関
係
者
を
支
援
し
、
生
徒
の
学
習
と
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
」（
謝
氏
）

　「PISA
 for School

」
の
参
加
校
に
は
、

国
際
比
較
が
可
能
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

報
告
書
が
提
供
さ
れ
る
。
学
力
に
関
す
る

多
様
な
デ
ー
タ
に
加
え
、
質
問
紙
調
査
を

基
に
、
授
業
の
雰
囲
気
、
生
徒
と
教
師
の

関
係
、
自
己
効
力
感
、
学
習
が
将
来
役
に

立
つ
と
い
う
信
念
な
ど
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
含
ま
れ
る
。

　「
そ
う
し
た
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
基
に
、

適
切
な
教
育
方
針
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
に

沿
っ
て
協
働
し
な
が
ら
行
動
し
、
評
価
し

て
改
善
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を

実
現
す
る
こ
と
で
、
学
校
教
育
の
改
善
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」（
謝
氏
）

　
続
い
て
「PISA

 for School

」
に
参
加

し
て
い
る
埼
玉
県
新
座
市
教
育
委
員
会
の

金
子
廣
志
教
育
長
が
、
参
加
を
決
定
す
る

に
至
っ
た
課
題
意
識
や
思
い
を
語
っ
た
。

　「
参
加
の
大
き
な
理
由
は
、
日
本
の
義
務

教
育
に
対
す
る
危
機
感
で
し
た
。
ア
メ
リ

カ
で
の
日
本
人
研
究
者
の
減
少
や
、
日
本

製
品
の
店
頭
陳
列
か
ら
の
減
少
な
ど
、
日

本
の
存
在
感
が
後
退
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
師
の
エ
ビ
デ
ン
ス
不
足
や
教
員
採
用
試

験
倍
率
の
低
下
な
ど
の
状
況
か
ら
、『PISA

 
for School

』
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
」

　
同
市
で
は
、
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、

保
護
者
や
地
域
へ
の
説
明
責
任
も
果
た
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
保
護
者
や
地
域
の
要
望
に
対
し
、
デ
ー

タ
を
基
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
学
校
へ
の

信
頼
度
向
上
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
教
師
が

教
育
を
デ
ー
タ
で
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」

　
教
員
採
用
試
験
の
倍
率
が
年
々
低
下
す

る
中
、
教
育
の
質
を
い
か
に
確
保
す
る
か

も
極
め
て
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　「
本
腰
を
入
れ
て
教
育
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
、
日
本
の
教
育
は
立
ち
行
か
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が

ら
教
育
改
革
を
推
進
し
、
教
員
が
誇
り
を

持
っ
て
携
わ
れ
る
教
育
を
つ
く
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
」（
金
子
教
育
長
）

　
そ
し
て
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
商
品
企
画
開
発
本
部
の
服
部
奈
美
子
本

部
長
が
、
新
座
市
内
の
中
学
校
で
実
施
さ

れ
た
「PISA

 for School

」
ト
ラ
イ
ア
ル

の
結
果
を
基
に
、
そ
の
利
点
を
説
明
し
た
。

　「
自
己
効
力
感
な
ど
、
学
習
の
土
台
と
な

る
要
素
や
リ
テ
ラ
シ
ー
を
可
視
化
で
き
る

た
め
、
学
習
環
境
の
改
善
を
よ
り
多
角
的

な
視
座
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
学
校
と
も
比
較
で

き
、
参
加
校
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

利
用
し
て
活
動
事
例
な
ど
を
共
有
し
や
す

い
こ
と
も
、
大
き
な
利
点
で
し
ょ
う
」

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
埼

玉
県
教
育
局
市
町
村
支
援
部
義
務
教
育
指

導
課
の
八
田
聡
史
課
長
が
、
教
育
行
政
に

お
け
る
デ
ー
タ
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
た
。

登
壇
者

埼
玉
県
新
座
市
教
育
委
員
会

教
育
長

金
子
廣
志
　

か
ね
こ
・
ひ
ろ
し

登
壇
者

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ナ
リ
ス
ト

謝
智
森

ツ
イ
・
チ
ス
ン

登
壇
者

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

商
品
企
画
開
発
本
部
　

本
部
長

服
部
奈
美
子
　

は
っ
と
り
・
な
み
こ

学
校
や
自
治
体
の
教
育
改
革
を
支
え
る

「PISA
 for School

」の
可
能
性

＊２　well-being。身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること。

自
治
体
や
学
校
で

デ
ー
タ
に
基
づ
く
教
育
改
革
が
進
展

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

実
践
報
告

62 August  2019

0-01-J-21458-000 2019 年度VIEW21高校版 8月号 62頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
上地

念
校
08/02
山本憲 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P60-63_view21koukou-8g.indd   62 19/08/02   15:13



埼
玉
県
で
は
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

の
約
30
万
人
を
対
象
に
、
独
自
の
学
力
・

学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
Ｉ
Ｒ
Ｔ
（
項
目
反
応
理
論
）
に
基
づ
き
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
学
力
を
継
続
し
て

把
握
し
、
非
認
知
能
力
や
学
習
方
略
を
調

査
し
て
い
ま
す
」（
八
田
課
長
）

　
同
調
査
の
結
果
か
ら
、
学
力
や
非
認
知

能
力
が
高
ま
り
や
す
い
学
校
の
条
件
と

い
っ
た
示
唆
を
多
く
得
て
い
る
。

　「
分
析
結
果
に
基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
の

現
状
を
把
握
し
て
改
善
に
つ
な
げ
る
施
策
、

及
び
教
師
の
授
業
力
を
向
上
さ
せ
る
施
策

を
検
討
し
、
教
育
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
機
能
さ
せ
て
い
ま
す
」（
八
田
課
長
）

　
八
田
課
長
の
報
告
を
受
け
、
シ
ュ
ラ
イ

ヒ
ャ
ー
局
長
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
は
、
世
界
の
中
の

好
例
と
し
て
数
年
前
よ
り
注
目
し
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｒ
Ｔ
を
活
用
し
、
デ
ー
タ
を
学
習

や
指
導
の
改
善
に
生
か
し
て
い
る
点
、
社

会
情
動
的
ス
キ
ル
を
統
合
し
た
全
体
的
な

評
価
を
行
っ
て
い
る
点
が
、
高
く
評
価
し

て
い
る
理
由
で
す
。そ
れ
に
加
え
て
、私
は
、

教
師
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
な

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
教
師
自
身
が
調

査
結
果
を
見
て
、
指
導
改
善
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
素
晴
ら
し
い
で
す
」

　
さ
ら
に
、
聖
心
女
子
大
学
の
益ま

す
か
わ川
弘ひ

ろ
ゆ
き如

教
授
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　「
埼
玉
県
で
は
、
指
導
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
同
県
の
学
校
を
訪

問
し
た
際
、
デ
ー
タ
を
基
に
教
育
を
変
え

た
い
と
い
う
先
生
方
の
意
識
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
埼
玉
県
に
限
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
、
生
徒
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
ど

う
育
て
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
テ
ス
ト

の
問
題
内
容
を
検
討
す
る
視
点
も
大
切
に

な
る
で
し
ょ
う
」

　
東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高

校
の
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
木
村

健
太
コ
ー
ス
長
は
、
同
校
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
教
育
改
革
の
事
例
を
説
明
し
た
。

高
校
１
年
生
で
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
模
擬
試

験
や
Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
３
）の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

生
徒
自
身
に
パ
ソ
コ
ン
で
成
績
や
学
習
時

間
を
入
力
さ
せ
、
そ
の
相
関
関
係
に
気
づ

か
せ
る
こ
と
で
、
自
主
的
に
学
習
に
向
か

わ
せ
る
指
導
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
高
校

２
年
生
に
な
る
と
、
成
績
と
学
習
時
間
に

相
関
が
見
ら
れ
な
く
な
る
と
言
う
。

　「
生
徒
に
は
、
高
校
２
年
生
は
量
よ
り
質

を
担
保
す
る
段
階
だ
と
伝
え
、
学
習
内
容

や
学
習
法
、
教
科
バ
ラ
ン
ス
、
主
体
性
な

ど
を
個
別
に
確
認
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
」

（
木
村
コ
ー
ス
長
）

　
続
い
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
質

的
評
価
の
事
例
と
し
て
、
推
薦
入
試
で
の

生
徒
の
推
薦
文
を
紹
介
し
た
。

　「
生
徒
が
蓄
積
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

基
に
、
教
師
が
具
体
的
に
推
薦
文
を
記
述

す
る
こ
と
で
、
生
徒
個
々
の
よ
さ
や
強
み

が
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
」

　
木
村
コ
ー
ス
長
の
報
告
に
つ
い
て
、
益

川
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　「
同
校
で
は
、
自
分
自
身
の
学
び
の
た
め

に
学
習
記
録
を
管
理
す
る
文
化
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。勉
強
を
何
時
間
し
た
か
と
い
っ

た
量
的
な
記
録
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
記

録
を
関
連
づ
け
て
、
生
徒
自
身
の
振
り
返

り
に
生
か
す
こ
と
が
今
後
一
層
大
切
に
な

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

　
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
は
、
木
村
コ
ー

ス
長
の
報
告
を
踏
ま
え
、将
来
の
評
価
デ
ー

タ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
し
た
。

　「
今
後
、デ
ー
タ
は
定
性
・
定
量
の
区
別

が
な
く
な
り
、も
っ
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。例
え
ば
、
生
徒
の

顔
つ
き
や
感
情
、
行
動
な
ど
も
デ
ー
タ
化

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら

を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
取
り
込
む

こ
と
で
、
質
の
高
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

パ
ネ
リ
ス
ト

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・

高
校
　

医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

コ
ー
ス
長

木
村
健
太
　き
む
ら
・
け
ん
た

パ
ネ
リ
ス
ト

埼
玉
県
教
育
局
市
町
村
支
援
部

義
務
教
育
指
導
課
　

課
長

八
田
聡
史

は
っ
た
・
さ
と
し

パ
ネ
リ
ス
ト

聖
心
女
子
大
学
　

教
授

益
川
弘
如
　

ま
す
か
わ
・
ひ
ろ
ゆ
き

パ
ネ
リ
ス
ト

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
・
ス
キ
ル
局
　

局
長

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・

シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
　

進
行

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　

課
長

小
村
俊
平
　

こ
む
ら
・
し
ゅ
ん
ぺ
い

国際シンポジウム「教育を科学する─エビデンスやデータで考える、2030年の教育の姿─」開催

＊３　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。
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お詫びと訂正

『ＶＩＥＷ２１』高校版２０１９年度６月号「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
で掲載をいたしました、福岡県・私立福岡女学院中学校・高校の柿原寿人先
生のプロフィールの中に、下記の誤りがございました。

〈対象ページ〉
『VIEW21』高校版2019年度６月号p.45中段・柿原先生プロフィール２行目
　（正）　凜として花一輪プロジェクトリーダー
　（誤）　凜として花輪プロジェクトリーダー

製作段階で柿原先生から上記修正のご指摘をいただいていたにもかかわらず、
編集部がそのご指摘を見落とし、修正をせずに発刊してしまいました。柿原先
生、学校関係者の皆様、そして読者の皆様に大変ご迷惑をおかけいたしまし
たこと、深くお詫び申し上げます。再発防止策を徹底して参りますので、今
後とも、ご指導のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

『VIEW21』高校版編集部

Reader ’s  VIEW　

カリマネに取り組む糸口が見えた
　カリキュラム・マネジメントに取り組まなければならな

いとは分かっていたが、どのような切り口で、どのように

取り組めばよいのか、悩んでいた。６月号の特集を読み、

カリキュラム・マネジメント推進にあたっての具体的なヒ

ントをいくつも得ることができた。まずは、学校の現状

を分析し、学校教育目標の設定から始めたい。

兵庫県　匿名希望

柱となる課題を見つけたい
　６月号の特集は、カリキュラム・マネジメントをどの

ように進めればよいのかを考えさせられた記事だった。

学校内で柱になる課題を１つでも立てられれば、そこ

から先はいろいろなやり方や取り組みを検討できると

感じた。　　　　　三重県立いなべ総合学園高校　郡
こおり

　正
まさ

樹
き

カリマネで大切なのは教師が変わること
　６月号の特集を読み、私たち教師が変わることが大

切なのだと痛切に感じた。関西大学の森朋子教授が「ワー

クショップを終えて」で言われた「カリキュラム・マネジ

メントは、社会変革への先生方の挑戦」という言葉が、

心に響いた。　　　　 栃木県立真
も

岡
おか

北陵高校　阿久津　功
いさお

教育に今日的な課題を取り入れる迅速性が必要
　６月号の「『学校教育デザイン』を描く道標

しるべ

」で取り上

げられた佐賀県立佐賀西高校は、2015 年に掲げられ

たSDGsという今日的な課題を、探究学習の軸として

迅速に自校の教育活動に取り入れていた点が素晴らしい

と思った。本校では、全校朝礼の話題としてSDGsを

取り上げたことがあるので、同校の方法を参考にして、

SDGsを本校のカリキュラムに生かしていきたい。

鹿児島県　匿名希望

幼稚園の自由遊びに「学び」の本来の姿を見た
　６月号の「高校教師 study-tour」で取り上げられた幼

稚園の自由遊びについての記事は、「学び」の本質につ

いて改めて考える機会となった。何かに「没頭する」こ

と、そして「童心」に帰って純粋な気持ちで目の前の課

題に取り組むことに、「学び」の本来の姿があるのかも

しれないと思った。ルーブリックに代表される「学習成

果」として測ることのできない「学び」を忘れてはならな

いと痛感した。　

滋賀県立草津東高校　堀　浩司

若手時代の苦い経験が成長の糧に
　６月号の「教師を育てた言葉たち」の記事で、新潟県

立長岡高校の山﨑健太先生が前任校で同僚の教師から

受けたアドバイスが衝撃的で、その言葉に救われたとい

う体験談は、新鮮な内容だった。そうした若い時の経

験は、ともすれば独り善がりに陥りやすい教師にとって

とても大切なものだと思った。

長野県　匿名希望

2019年6月号へのご意見

次号は10月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2019 　 月号10

先生方からの
ご意見を
紹介します
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情熱教師 F i l e 15

今月の表紙　北海道・私立札幌第一高校　津田将
ま さ

史
し

先生

生 徒 と 紡 ぐ

津田将史先生　教職歴７年。同校
に赴任して７年目。進路指導・選
抜対策部副部長。２学年担任。

北海道・私立札幌第一高校　全日制／普通科／共学／１学年 約 400 人／ 2019 年度入試
合格実績（現浪計）国公立大は、北海道大、東北大、京都大、大阪大、札幌医科大など
に 213 人が合格。私立大は、上智大、東京理科大、早稲田大などに延べ 730 人が合格。

しなやかな心で
　　　先生の授業は、２年生の「物理」からペースが
断然速くなりましたよね。小テストも毎回あるので、
以前にも増して緊張感を持つようになりました。
　　　席が成績で決まるから気が抜けない！　ただ、
入試に向けてはそうであるのがよいと思っています。
　　　みんな、授業を変えた私の意図を受け止めて、
「物理」を選択した覚悟を持ててきたようだね。
　　　授業は難しいけれど、先生の「物理基礎」の授
業で物理の面白さに目覚め、物理のことをもっと知り
たいと思って、今の授業に臨んでいます。
　　　私は、１年生の文理選択の時、先生に何度も相
談し、締め切り後に無理を言って理系に変更して「物理」
を選んだので、志望校合格に向けて頑張り抜きたいです。
　　　最終的に、自分のやりたいことに向き合い、人
生に責任を持とうと覚悟を決めた姿に感動したよ。
　　　入学直後の集会で先生が話されていた「しなや
かマインドセット」＊がずっと心にあったんです。何事
も前向きに捉えるその考え方に最初は否定的でしたが、
本気で将来に向き合って考えたら、まだ勉強を始めて
もいないのに諦めては駄目だと思うようになりました。

　　　先生の言葉には力があるよね。私が難関大学へ
の挑戦を決めたものの自信を持てずにいた時、「授業内
容は最低限として、より高みを目指そう。その力はある
から」と先生に言葉をかけてもらい、勇気が湧きました。
　　　私も先生から「学習習慣が定着して、模擬試験
の結果も好調だから、生活リズムが整ったらもっと上
をねらえるよ」と言われて、今も頑張れています。
　　　私は逆に、先生に自分が勉強をおろそかにして
いた科目をずばっと指摘されて、苦手から逃げていた
自分を見つめ直すことができました。
　　　褒められて伸びる人、厳しく言われて頑張る人
と、様々だからね。みんなにはまだまだ力が秘められて
いるのだから、自分に負けずに前に進めるよう後押し
していくよ。
　　　実は、先生に提案があって、超難問に取り組む
グループワークをしたいんです。物理の強者ぞろいだ
から、いろいろな考えが出てきて楽しそうと思って。
　　　先生も同じことを考えていて、単元の最後に行お
うと計画中なんだ。みんなの志望校の入試問題から、
議論が盛り上がるような超難問を出すよ。期待していて！

生徒

先生

先生

先生

生徒 生徒

生徒

先生

生徒

＊ アメリカのスタンフォード大学で発達心理学を教えるキャロル・S・ドゥエックが提唱する Growth Mindset のこと。

生徒

生徒

生徒
生徒

はこれまで小規模校に何度か赴任し、学年全

クラスの国語の授業を受け持つことも度々あ

りました。そのため、恥ずかしながら、自分の力で生

徒全員の希望進路を実現させるという意識を強く

持っていた時期がありました。生徒が自己の課題に向

き合わないと、希望進路は実現しません。そこで、目

標や課題を明確にし、生徒を希望進路に挑戦させよ

うと、「目標−現状＝課題だ」と言い続けました。

　自分が頑張れば合格実績につながると、指導に自

信を持ち始めた頃に赴任したのが、県トップの進学

校である本校でした。当然ながら、それまでとは異

なり、自分の力だけで生徒全員を指導するには、人

数的にも教科的にも限界がありました。志望校に進

学できずに涙を流す生徒を目の前にして、自分はど

うすべきだったのかを問い直した時、課題を抱え込

みすぎたこと、もっと周りの先生方と話をしなけれ

ばならなかったことに気づきました。私自身が、現

状認識が甘く、課題に向き合えていなかったのです。

い経験を経たからこそ、自戒を込めつつ、担任・

進路指導主事・学年主任という立場に応じて、

生徒には「目標−現状＝課題」を強く意識して話す

ようになりました。加えて、それが行事や部活動な

どにあてはまることも、事あるごとに伝えています。

　最近では、目標が、達成できたらよい「最高目標」

なのか、絶対達成したい「最低目標」なのかも意識

させています。今年の文化祭では、私が学年主任を

務める１学年で、多くのクラスの出し物が全校順位

で上位に入賞しました。ただ、その大半が計画的に

準備を進められず、最後に何とか完成させたもので

した。そこで私は、学年集会で、「目標は全校１位で

はなかったのか。この結果に満足してよいのか」と

生徒に尋ねました。そして、「目標への考え方は、大

学入試でも同じ。君たちの力なら、入試直前からで

も本気で勉強すれば、どこかの大学に入れるかもしれ

ない。でも、それは、本当に目指していた目標なの

か。譲れない目標を考え、現状と課題を把握し、日々

を過ごしてほしい」と話しました。

徒は未来の宝であり、だからこそ、泣く生徒

をつくらないというのは、常に胸にある目標

です。１人でその目標は達成できません。先生方、

特に学年団と、個々の進路行事や学校行事が目指す

目標について話しています。それが明確にならない

と、生徒が行事を通してどう成長したのか、生徒も

教師も振り返りができませんし、学校の取り組みも

本来の理念を失い、簡単に形骸化してしまいます。

伝統の精神すら、ただのかけ声に堕してしまう可能

性があります。目標を共有し、課題をチームで明確に

持って生徒を育てる雰囲気が、学年団、学校全体に

醸成される。それが、新たな目標でもあります。

　ある講演会で、「目標−現状＝課題」の重要性を講

師が強調していました。また、県内外の先生方と話

す機会に、言葉は違えど似た考えを持つ先生方にた

くさん教えていただき、勇気づけられました。伝え

たい内容や込める思いが言葉の中で深化していくよ

うに、これからも生徒や同僚と一緒に成長していき

たいと思います。

No. 015
秋田県立秋田高校

土門高士先生
どもん・たかし

◎教職歴２２年。同校に赴任し１０年目。２年
間の進路指導主事を経て、現在１学年主任。
国語科担当。高教研国語東北大会（２０１２
年）授業公開・全国大会（２０１８年）研究発表。
秋田県高体連サッカー専門部総務委員長。
東北１００人会（東北地区進学学習会）幹事。

秋田県立秋田高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年約 270 人／ 2019 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、北海道大、
東北大、秋田大、東京大、京都大などに 238 人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京理科大、早稲田大などに延べ 251 人が合格。

私

生

苦
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